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変化の速ざ

J 

G 

健一本多

G 

本多健一
(1まんだ けんいち)

東京工芸大学名曹学長・東京大学名
昔教授。日本学士院会員。
1925年生まれ。東京大学工学博士
J~I)大学理学博士。
本多健 ・藤鵠昭両氏による酸化チ
タン電極における水の先触醒反応に

よる骨解の発見はIホンダ・フジシマ
効果jと呼ばれ、世界中で注自を集
めた。 1997i字文化功労者として顕
彰、 2004年呂本由際賞授賞。主な
著書・共著は、fTi02半導体電極に
おける光場感電解酸化J(1969)、「光
触媒J(1988)、fRecentTopics in 
Photoelectrochm副ry:Achievemen! 
and Future ProspeclsJ (2000)など
多数。

こ
こ
で
い
う
速
さ
と
は
物
理
的
速
度
の

こ
と
で
は
な
く
、
時
の
流
れ
の
う
え
で
人

間
の
感
ず
る
速
さ
の
こ
と
で
あ
る
。

地
球
の
歴
史
何
億
年
、
生
命
体
の
歴
史

お
億
年
、
人
類
の
歴
史
の

2
0
0
万
年
、

こ
の
悠
久
の
歴
史
の
中
で
気
の
遠
く
な
る

ほ
ど
緩
慢
な
変
化
を
続
け
て
き
た
結
果
が

現
在
の
我
々
の
住
む
地
球
で
あ
り
、
人
類

社
会
で
あ
る
。

今
、
歴
史
の
時
間
軸
の
上
を
辿
る
こ
と

の
で
き
る
電
子
顕
微
鏡
が
あ
っ
た
と
し
て
、

地
球
の
変
化
を
強
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

跨
閤
斡
を
い
く
ら
辿
っ
て
も
何
の
変
化
も

見
え
な
い
水
平
な
直
線
で
あ
ろ
う
。
氷
河

期
の
到
来
と
か
、
恐
竜
の
絶
滅
等
で
す
ら

余
り
に
も
緩
慢
で
識
別
が
難
し
い
。
時
々

際
石
の
衝
突
と
か
火
山
の
噴
火
等
が
起
こ

っ
て
変
化
の
ス
パ
イ
ク
を
示
す
程
度
で
あ

る。
と
こ
ろ
が
こ
の
変
化
の
緩
慢
な
趨
勢
が

叩
旧
世
紀
の
産
業
革
命
の
頃
よ
り
一
変
し
、

上
昇
な
始
め
る
。
そ
の
度
合
い
は
ゆ
智
紀
、

却
喧
紀
と
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
大
き

な
加
速
度
を
示
し
つ
つ
幻
世
紀
に
突
入
し

2 



た
そ
の
変
化
と
は
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

天
文
学
的
消
費
、
そ
の
結
果
と
し
て
起
こ

る
環
境
負
荷
の
増
大
、
人
口
動
態
等
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
戦
争
は
未
曽
有
の
消

耗
を
伴
う
も
の
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
第

二
次
大
戦
後
印
年
を
経
た
今
日
、
人
類
は

戦
争
時
の
比
で
は
な
い
ほ
ど
膨
大
な
資
源
、

ヱ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
平
和
の
中
に
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。

今
、
一
人
の
勤
勉
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

い
た
と
す
る
。
真
否
臼
に
こ
つ
こ
つ
と
働

き
め
で
た
く
定
年
を
迎
え
相
当
な
退
職
金

も
貰
っ
た
。
そ
の
退
職
の
日
に
豪
遊
し
、

一
娩
で
使
い
果
た
し
た
。
さ
ぞ
気
分
は
よ

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
翌
日
は
青

菜
に
塚
で
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
と
な
る
。

例
は
悪
い
が
、
今
、
人
類
は
ま
さ
に
こ
の

よ
う
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
う
。

地
球
湿
暖
化
、
異
常
気
象
、
炭
酸
ガ
ス

濃
度
の
増
加
、
こ
れ
ら
に
伴
う
生
態
系
の

変
化
、
海
水
面
の
上
昇
等
々
あ
ら
ゆ
る
指

標
が
人
類
の
未
だ
経
験
し
な
か
っ
た
領
域

に
入
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
が
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
何
万
年
、
何
十
万
年

と
い
う
よ
う
な
長
い
時
間
を
か
け
て
進
む

の
で
あ
れ
ば
生
物
は
進
化
に
よ
り
適
応
し

て
ゆ
け
る
が
、
僅
か

2
8
8
1
3
0
0年

の
閤
の
急
激
な
変
動
に
は
対
応
し
き
れ
な

f
し

こ
う
考
え
て
ゆ
く
と
人
類
は
深
淵
に
臨

む
思
い
が
す
る
。
遠
い
未
来
の
こ
と
で
は

な
く
、
我
々
白
身
が
、
我
々
の
子
供
の
時

代
が
、
孫
子
の
時
代
が
確
実
に
こ
の
淵
に

達
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
成
長
の
畑
山
界
L

の
タ

イ
ト
ル
で
知
ら
れ
る
口

is
マ
ク
ラ
ブ
の
報

告
が
世
界
を
震
掘
さ
せ
た
の
は

1
9
7
1

年
の
こ
と
で
あ
る
。
時
附
来
社
会
の
意
識
は

高
ま
っ
た
と
は
い
え
、
現
実
の
地
球
の
事

態
は
少
し
も
改
善
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
悪

化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

引
世
紀
は
人
類
が
永
遠
の
存
続
を
保
証

さ
れ
る
か
、
は
た
ま
た
絶
滅
の
危
機
に
瀕

す
る
か
の
岐
路
に
あ
る
。
こ
れ
は
地
球
の

壮
烈
な
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

観
客
か
ら
み
れ
ば
実
に
み
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
人
類
は
ま
さ
に
明
畑
中
の
主
役

で
あ
る
、
と
同
時
に
シ
ナ
リ
オ
を
章
一
日
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
人
類
の
永
遠
を
確
居
た
る

も
の
に
す
る
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

産
業
革
命
以
来
、
科
学
技
術
の
進
歩
は

人
類
の
物
質
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
生
活

は
格
段
に
快
適
で
豊
か
に
な
っ
て
き
た
。

琶
な
ら
何
十
人
と
い
う
奴
隷
に
か
し
ず
か

れ
て
初
め
て
で
き
た
王
侯
貴
族
の
生
活
を
、

今
は
エ
ネ
ル
ギ
、
物
質
の
お
蔭
で
誰
も

が
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
こ
の
こ
と
が
反
面
、
地
球
の
危
機
的

状
況
を
作
り
出
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

ぞ
れ
な
ら
ば
こ
れ
を
是
正
し
地
球
を
救
う

こ
と
も
科
学
技
術
の
使
命
で
あ
る
。

科
学
は
真
理
を
探
究
し
、
技
術
は
真
理

を
具
象
化
し
、
人
間
の
福
祉
に
貢
献
す
る
。

こ
の
こ
と
に
ひ
た
む
き
に
向
か
う
の
が
純

粋
な
科
学
者
、
技
術
者
の
姿
で
あ
る
。
こ

こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
「
木
を

見
て
森
を
見
ず
」
の
隠
え
で
あ
る
o

自
分

の
護
る
木
だ
け
は
立
派
に
育
っ
て
も
森
を

枯
ら
し
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。

科
学
の
暴
走
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

筆
者
も
科
学
者
の
端
く
れ
で
あ
り
、
反
省

を
込
め
て
所
感
を
述
べ
た
。

3 
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IPCIバンコヴ全議

第3回「国際人口開発会議(lCPD)行動計画J

実施のための国際国会議員会議(lPCI/ICPD)

バンコクで開催

れ
月
引
・

2
両
日
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市

で
、
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る

議
員
組
織
で
あ
る
つ
人
口
と
開
発
に
間
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
L
(
A
F
P
P
D
)

と
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
主
催
、

タ
イ
国
会
、
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会

委
員
会

(
E
S
C
A
P
)
共
催
、
ア
フ
リ

カ
・
ア
ラ
ブ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
各

地
域
議
連
の
協
力
の
ち
と
、
「
第
3
回
国
際

人
口
開
発
会
議

(
C
P
O
)
行
動
計
画
実

施
の
た
め
の
国
際
国
会
議
員
会
議
L
(
l
p

c
ー
/
l
C
P
D
)
が
開
催
さ
れ
だ
。

第
3
白
白
と
な
る
本
会
議
に
は
、
世
界
1

0
1
カ
国
か
ら
1
8
0
人
余
り
の
国
会
議
員

に
加
え
、
国
際
機
関
の
代
表
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
総
勢
4
0
0
人
が
集
ま

り
、
第
1
回
オ
タ
ワ
会
議

(
2
0
0
2
年
)

と
第
2
ロ
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
会
議

(
2
0
0

4
年
)
で
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
定
「
オ
タ
ワ

宣
言
」
と
っ
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
宣
言
」
の
公

約
を
再
確
認
し
、

1
9
9
4
年
の
国
際
人
口

開
発
会
議

(
i
C
P
D
)
で
採
択
さ
れ
tL

「
行
動
計
画

(
p
o
A
ご

と

2
0
0
1
年
の

国
連
総
会
で
合
意
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標

(
M
D
G
S
)
の
達
成
に
向
け
て
進
捗

状
況
を
評
価
し
た
0

8
本
か
ら
は
、
福
田
康
夫
・
衆
議
院
議

員
/
A
F
P
P
D
議
長
と
秋
葉
賢
也
・
衆
議

院
議
員
が
参
加
。
福
田
康
夫
A
F
P
P
D
議

長
は
開
・
閉
会
式
、
全
体
会
議
お
よ
び
セ
ッ

シ
ョ
ン
2
の
ア
ジ
ア
地
域
の
分
科
会
で
議
長

を
務
め
走
。

開
会
式
で
は
、
タ
イ
国
シ
リ
ン
ド
ン
内
親

主
(
由
王
女
)
が
臨
席
す
る
中
、
会
議
の
ホ
ス

ト
で
あ
る
A
F
P
P
D
、
U
N
F
P
A
、
タ

イ
国
会
を
代
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
福
田
康
夫
A

F
P
P
D
議
長
、
ト
ラ
ヤ
・
才
ベ
イ
ド
U
N

F
P
A
事
務
局
長
、
ミ
チ
ャ
イ
・
ラ
チ
ュ

ン
パ
ン
・
タ
イ
包
会
議
長
が
挨
拶
を
述
べ
、

世
界
中
の
国
会
議
員
が
人
口
と
開
発
に
つ
い

て
協
議
す
る

p
C
/
i
C
P
D
会
議
の

意
義
を
強
弱
し
、
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。
シ

リ
ン
ド
ン
内
親
王
は
、
過
去
2
ロ
の
l
p
c

/

C

P

D
会
議
が
ち
た
ら
し
た
成
果

と、

M
D
G
s
を
達
成
す
る
定
め
に
由
民
と

政
府
の
架
け
橋
を
担
う
国
会
議
員
の
貢
献
を

称
え
、
開
会
宣
言
を
行
つ
だ
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
1

「
力
イ
口
か
ら
の
進
展
の

成
申
千
l
カ
イ
ロ
・
ア
ジ
工
ン
ダ
の
実
施
に
お

け
る
国
会
議
員
の
役
割
L

で
は
、
中
国
国
家

5 
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人
口
・
計
臨
生
育
委
員
会
委
員
長
(
大
臣
)
、

ボ
リ
ビ
ア
統
治
担
当
大
臣
、
チ
ャ
ド
国
会
議

長
が
、
各
国
の
取
り
組
み
、
な
ら
び
に
諜
題

と
成
果
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
つ
だ
。
中
国
は
1
9
9
4
年
以
降
、
ー

c

p
D行
動
計
画
を
人
口
計
画
仁
取
り
入
れ
て

お
り
、
社
会
的
・
経
済
的
・
資
源
的
に
持
続

可
能
な
開
発
に
向
け
て
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
亡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
増
を
緩
や

か
に
し
た
と
報
告
。
家
族
計
画
に
よ
る
貧
困

削
減
を
目
指
し
、
地
万
で
6
0
0
人
民
一
元
を

支
給
し
て
い
る
家
族
計
画
の
疋
め
の
補
問
金

制
度
を
紹
介
し
た
。

ボ
リ
ビ
ア
統
治
担
当
大
臣
に
よ
れ
ば
、
ポ

リ
ビ
ア
で
は
割
り
当
て
制
度
を
採
用
し
、
女

性
の
参
画
を
促
し
て
お
り
、
今
後
ち
女
性
の

声
を
政
治
的
決
定
や
予
算
配
分
に
反
映
さ

せ
、
ジ
ェ
ン
ダ

i
の
平
等
、
リ
ブ
口
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
家
族
計
画
の
導
入
を
進
め

て
い
き
だ
い
と
話
し
走
。
ま
だ
現
在
、

H

V

/
工
イ
ズ
に
関
す
る
法
案
乞
審
議
中
で
、

予
ど
ち
の
人
身
売
買
の
組
止
に
つ
い
て
ち
特

別
予
算
を
取
っ
て
い
る
と
報
告
し
た
。

チ
ャ
ド
国
会
議
員
は
、
「
ア
フ
リ
カ
は
ま

だ
i
C
P
D
行
動
計
画
の
達
成
か
ら
程
遠

く
、
多
く
の
人
々
が
飢
餓
に
苦
し
み
、
一
日

一
ド
ル
未
満
で
暮
ら
す
人
口
は
科
%
か
ら

特
%
に
増
え
て
い
る
」
と
話
し
、
原
密
と
し

て
統
治
と
政
策
仁
問
題
が
あ
る
こ
と
を
挙

げ
、
「
U
N
F
P
A
は
ぜ
ひ
議
員
の
能
力
構

築
に
ち
力
を
注
い
で
ほ
し
い
L

と
要
請
し
定
。

同
じ
ア
フ
リ
カ
地
域
で
ち
、
べ
一
一
ン
共
和
国

で
は
M
D
G
S
達
成
の
定
め
の
法
や
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
関
連
の

法
、
予
ど
ち
の
人
身
売
買
仁
関
す
る
活
が
制

定
さ
れ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
で
ち
成
功
を
お

さ
め
て
い
る
国
で
あ
る
と
報
告
を
し
だ
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
2
で
は
、
ア
ジ
ア
・
+
A
平
洋
、

ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ロ

ツ
ロ
ハ
の
地
域
ご
と
に
分
科
会
協
議
が
行
わ
れ

だ
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
分
科
会
で
は
、

福
田
康
夫
A
F
P
P
D
議
長
が
議
長
を
務

め
、
力
イ
口
以
降
の
進
捗
に
関
す
る
グ
口

パ
ル
サ
ベ
イ
の
湾
検
討
と
、
各
国
お
よ
び

地
域
レ
ベ
ル
で
の
将
来
戦
略
へ
の
提
案
を
行

っ
た
。
ス
ル
タ
ン
・
ア
ジ
ズ
U
N
F
P
A
ア

ジ
ア
局
長
か
ら
は
、
議
員
問
の
情
報
交
換
、

政
策
決
(
号
ノ
ロ
セ
ス
へ
の
女
性
の
参
画
、
政

党
仁
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

C
P
D
実
施

の
た
め
の
財
源
の
確
保
、
と
い
っ
疋

C

P

6 
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D
行
動
計
箇
実
施
戦
略
が
提
案
さ
れ
定
。

各
国
が
直
翻
し
て
い
る
課
題
と
し
て
、
ベ

ト
ナ
ム
は
「
男
児
選
好
の
文
化
L

、
マ
レ
ー

シ
ア
は
「
シ
ャ
リ
ア
法
(
イ
ス
ラ
ム
法
亡
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
「
女
性
が
情
報
に
ア
ク
セ

ス
し
仁
<
い
」
ま
t
L

「
中
絶
が
合
法
化
さ
れ

て
い
な
い
」
点
を
挙
げ
走
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、

1
9
8
0
年
代
に
H
ー
v
/
工
イ
ズ
に
関
す

る
法
を
制
定
し
だ
が
、

2
0
0
1
年
以
降
H

|
V
感
染
率
が
増
加
し
て
お
り
、
「
予
防
対

策
に
関
す
る
法
の
見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
H

V
感
染
率
は
、

1
9
9
8
年
の
3
・
3
%
か

ら、

2
0
0
3
年
に
は
2
・
3
%
に
減
少
し

だ
が
、
女
性
の
H

V
感
染
が
4
倍
摺
加
し

て
い
る
と
懸
念
を
示
し
だ
。
サ
モ
ア
は
、
太

平
洋
島
政
国
の
議
員
の
連
携
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
提
案
し
た
。

ま
と
め
に
、
ア
ジ
ア
地
域
の
短
期
的
な
行

動
計
画
と
し
て
、

i
C
P
D
行
動
計
画
と
M

D
G
S
の
立
法
予
算
措
置
と
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
、
長
期
的
に
は
議
員
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
資
金
の
管
理
、
反
対
努
力
へ
の
対
応
と

い
っ
た
行
動
計
画
が
提
案
さ
れ
だ
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
3
で
は
各
地
域
の
分
科
会
の

協
議
結
果
が
報
告
さ
れ
だ
。
各
地
域
と
も
共

通
し
て
、
議
員
の
立
法
機
能
、
政
府
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
予
算
確
保
と
い
っ
た
役
割
の
重

要
性
を
再
確
認
し
た
。
一
万
、
ア
フ
ソ
カ
池

域
は
高
齢
者
が
少
な
く
、
半
数
以
上
が
若
者

と
い
う
人
口
構
造
の
た
め
、
啓
発
活
動
、
一
雇

用
の
創
出
、
教
育
の
た
め
の
奨
学
金
と
い
つ

だ
、
地
域
の
特
色
に
あ
わ
せ
た
行
動
計
画
が

提
案
さ
れ
た
。
ま
疋
紛
争
予
紡
と
議
員
の
能

力
関
発
の
重
要
性
ち
強
調
さ
れ
正
。
ま
だ
、

ア
ラ
ブ
地
域
で
は
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る

委
員
会
が
少
な
く
、
十
分
な
り
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
法
案
ち
少
な
い
こ

と
か
ら
、
短
期
的
に
は
、
国
内
委
員
会
を
作

り、

H

V

/
エ
イ
ズ
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク

ア
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
関
連
法
案
の
成

立
に
向
け
て
尽
力
す
る
こ
と
が
計
闘
に
感
り

込
ま
れ
疋
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
4
の
分
科
会
会
合
で
は
、
①

l
C
P
D
行
動
計
画
と
M
D
G
s
達
成
の
た

め
の
資
金
動
員
、
②
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
の
普
遍
的
ア
ク
セ
ス
に
向

け
た
各
国
戦
路
、
③

C
P
D
行
動
計
画
と

M
D
G
s
実
施
に
お
け
る
国
会
議
員
の
役

割
、
④
I
C
P
D
行
動
計
画
実
施
に
お
け
る

7 
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障
害
の
克
服
、
⑤
人
口
と
環
境
の
隠
係
と
M
D

G
s
、
と
い
う
5
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
講
演
が
行
わ
れ
、
各
分
科
会
の
協
議
結
果

は
セ
ッ
シ
ョ
ン
5
で
報
告
さ
れ
だ
。

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ア
ー
ス
ポ
リ
シ

研
究
所
所
長
の
講
演
「
人
口
と
環
境
の
関

係
と
M
D
G
S
L
に
よ
る
と
、
ち
し
中
国
が

こ
の
ま
ま
年
率

8
%
で
成
長
し
続
け
れ
ば
、

2
0
3
1
年
に
は
、
現
在
の
米
国
の
よ
う
に

4
人
当
疋
り
3
台
の
車
を
持
つ
こ
と
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
現
在
世
界

で
走
っ
て
い
る
車
は
8
億
台
だ
が
、

2
0
3

1
年
に
は
け
億
台
ま
で
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
だ
け
の
車
が
走
る
た
め
の
道
路
や

高
速
道
路
、
駐
車
場
互
作
る
た
め
に
、
多
く

の
森
林
・
耕
地
が
舗
装
さ
れ
て
し
ま
う
。

現
在
、
米
包
で
は
7
5
0
0
万
ト
ン
の
穀

物
が
車
の
燃
料
に
転
換
さ
れ
て
お
り
、
車
が

人
間
と
競
争
し
て
穀
物
を
使
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
来
年
、
収
穫
高
が
6
0
0
0
万
ト

ン
漕
加
す
る
う
ち
、

2
0
0
0
万
が
人
間
に

よ
っ
て
消
費
さ
れ
、

4
0
0
0
万
は
車
が
消

費
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
生
き
て
い
く

定
め
の
食
料
が
不
足
し
て
い
る
人
口
は
世
界

仁
川
山
億
人
志
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
車
芥
」

持
っ
て
い
る
8
億
人
の
平
均
年
収
と
、
初
億

人
の
貧
閉
山
層
の
平
均
年
収
を
比
較
す
る
と
、

前
者
は
3
万
ド
ル
、
後
者
は
3
0
0
0
ド
ル

未
満
と
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

レ
ス
タ
博
士
は
、
水
不
足
ち
急
速
に
進

ん
で
い
る
現
在
、
今
後
2
0
5
0
年
ま
で
に

人
口
が
あ
と
お
億
人
増
加
す
れ
ば
、
水
を
め

ぐ
る
紛
争
が
起
き
る
弓
能
性
を
指
指
し
、
現

在
の
資
源
浪
費
に
薦
一
一
一
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

ま
た
、
人
口
問
題
の
反
対
勢
力
が
各
地
で

脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
ア
イ
ジ
工
リ
ア
で
は

「
ポ
ソ
オ
の
予
防
接
種
を
す
る
と
不
妊
仁
な

る
L

と
い
う
誤
っ
た
情
報
が
イ
ス
ラ
ム
指
導

者
だ
ち
の
筒
仁
流
れ
、
園
内
で
し
ば
ら
く
の

間
ポ
リ
才
の
予
紡
接
種
が
止
ま
っ
て
し
ま
つ

だ
。
そ
の
だ
め
、
封
じ
込
め
に
成
功
し
つ
つ

あ
っ
た
ポ
リ
オ
が
ア
ジ
ア
で
ち
再
興
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。

レ
ス
タ

i
博
士
は
、
「
か
つ
て
の
古
代
文

弱
の
多
く
は
、
持
続
可
能
で
な
か
っ
た
疋
め

に
山
崩
壊
し
た
。
会
後
、
使
い
捨
て
の
経
済
で

は
な
く
、
自
動
車
や
化
石
燃
料
に
依
存
し
な

い
、
持
続
可
能
な
新
し
い
経
済
を
作
る
意
思

が
必
要
で
あ
る
L

と
し
、
参
加
議
員
に
決
起

を
呼
び
か
け
た
。
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セ
ッ
シ
ョ
ン
6
と
7
で
は
、
起
草
委
員
長

に
よ
る
官
三
一
一
口
文
案
の
紹
介
と
宣
言
文
に
関
す

る
討
議
が
行
わ
れ
た
。
「
社
会
的
に
脆
弱
な

グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
文
言
で
は
、
『
先
住
民
、

移
民
、
難
民
、
障
害
者
』
と
い
う
一
言
葉
を
明

確
に
文
一
一
一
一
口
に
盛
り
込
む
べ
き
だ
」
と
ア
メ
リ

カ
地
域
や
二
ュ

i
一
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
強
い
要

議
が
あ
っ
走
。
最
終
的
に
、
バ
ン
コ
ク
公
約

宣
言
に
は
、

2
0
0
5
年
世
界
サ
ミ
ッ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
会
議
で
公
約
さ
れ
た
、

「
2
0
1
5
年
ま
で
に
す
べ
て
の
人
が
リ
ブ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
た
立

法
、
実
施
、
モ
二
タ
ソ
ン
グ
の
公
約
が
周
回
り

込
ま
れ
走
。
続
い
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
8
で
は
、

再
び
福
田
康
夫
A
F
P
P
D
議
長
の
議
事
に

よ
り
、
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
協
議
」

が
行
わ
れ
、

2
巳
聞
の
会
議
を
通
し
て
形
成

さ
れ
た
、
国
会
議
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

戦
略
の
実
施
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
協
議
し
定
。

開
会
式
で
は
、
全
会
一
致
で
バ
ン
コ
ク
公

約
宣
言
が
採
択
さ
れ
(
宮
=
一
一
一
口
文
は
役
ペ
ー
ジ

に
娼
載
て
こ
の
バ
ン
コ
ク
公
約
宣
言
を
実

行
に
移
す
こ
と
を
誓
約
し
、

c
p
oか
ら

IPCIバンコウ会議

市
年
の
節
巴
と
な
る
2
0
0
9
年
に
力
イ
口

で
再
び
参
集
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

2
日
間

に
わ
定
る
国
際
会
議
の
苗
帝
を
閉
じ
が
L

。

(
恒
川
ひ
と
み
)

A
F
P
p
o
m閤
年記
念
レ
セ
ブ
シ
ョ
ツ

P

C

/

C

P

D

会
議
に
あ
わ
せ

て
、
来
年
3
月
に
設
立
お
毘
年
を
迎
え
る
A

F
P
P
D
の
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
だ
。
こ
の
お
年
筒
、

A
F
P
P
D
は
ア
ジ

ア
地
域
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
人
口
問
題
の

改
善
と
、
国
際
的
な
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ク
の

形
成
仁
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

1
9
9
4

年
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
聞
か
れ
た
「
国

際
人
口
開
発
会
議
」
に
あ
わ
せ
A
F
P
P
D

が
開
催
し
だ
「
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
」

は
、
ア
フ
ソ
力
・
ア
ラ
ブ
地
域
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
地
域
の
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員
フ

才
ラ
ム
」
を
設
立
す
る
直
接
の
契
機
と
な

っ
走
。
福
田
康
夫
A
F
P
P
D
議
長
は
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
挨
拶
の
中
で
、

A
F
P
P
D

活
動
に
尽
力
し
た
楼
井
新
A
F
P
P
O
元
議

長
、
谷
津
義
男
A
F
P
P
D
前
議
長
、
コ
リ

ン
・
ホ
リ
ス
前
事
務
総
長
、
マ
レ
ニ

l
・
ス

カ
ヴ
ェ
ジ
ョ
ボ
ラ
キ
ッ
ト
事
務
総
長
ら
の
尽

力
を
ね
ぎ
ら
い
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
会
議

員
活
動
の
大
き
な
節
目
を
祝
う
と
と
ち
に
、

活
動
の
推
進
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
た
。

9 



A
F
P
P
D
m
周
年
祝
賀
レ
セ
ブ
シ

出
白
線
、
本
日
は
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

(
A
F
P
P
O
)

創
設
お
居
年
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
ご
参
集

賜
り
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は

A
F
P
P
D
だ
け
で
な
く
、

4
7
日
こ
一
し
に
ご

参
集
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
人
口
と
開

発
問
題
に
関
わ
る
国
会
議
員
活
動
の
大
き
な

節
目
を
記
念
す
る
大
変
意
義
深
い
ち
の
で
す
。

A
F
P
P
D
は
、
佐
藤
経
A
F
P
P
O
初

代
議
長
、
ラ
フ
ァ
ヱ
ル
・
サ
ラ
ス
初
代
U
N

F
P
A
事
務
局
長
、
イ
ン
ド
の
サ
ッ
ト
ポ

ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
議
員
、
そ
し
て
本
日
こ
ち

ら
仁
い
ら
っ
し
ゃ
る
ブ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ

コ
ン
先
生
と
と
ち
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た。

ヨ
ン

挨
拶

惜
帽
毘
康
実

A
F
P
P
D議
長

A
F
P
P
D
が
設
立
さ
れ
た
当
時
、
ア
ジ

ア
の
出
生
率

(
T
F
R
)
は
5
を
超
え
、
急

速
な
人
口
増
加
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
だ
。
ア

ジ
ア
人
口
は
世
界
人
口
の
6
割
を
占
め
、
ア

ジ
ア
の
人
口
の
安
定
化
こ
そ
が
、
地
球
の
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る

と
い
う
強
い
問
題
意
識
か
ら
A
F
P
P
D
は

設
立
さ
れ
た
の
で
す
。
現
在
、
ア
ジ
ア
地
域

の
人
口
は
、
各
闘
の
努
力
仁
よ
っ
て
大
き
く

安
定
化
へ
の
胞
を
切
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
笥

年
の
活
動
の
結
果
、

T
F
R
は
ほ
ぼ
半
減
し

ま
し
定
。
こ
の
成
果
は
ま
ず
ア
ジ
ア
各
国
の
行
政
・

国
民
、
そ
し
て
U
N
F
P
A
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
機
関
や
先
進
国
の
支
援
な
ど
の
懸
命

の
努
力
に
よ
っ
て
ち
た
ら
さ
れ
だ
ち
の
で
あ

り
ま
す
が
、
私
↑
に
ち
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
ち
ま
だ
、
ア
ジ
ア
各
国
に
人
口
と
開
発
に

関
す
る
国
内
委
員
会
の
設
立
を
働
き
か
け
、

地
域
会
議
や
様
々
な
国
際
会
議
を
開
催
し
、

匝
会
議
員
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
で
各
包

の
立
法
や
予
算
の
確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
走
。
ア
ジ
ア
仁
お
け
る
こ
の
成
果
に
、

A
F
P
P
D
が
あ
る
程
度
の
貢
献
を
な
し
え

疋
の
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
自
負
い
だ
し

ま
す
し
、
諮
り
と
白
山
う
と
こ
ろ
で
す
。

国
際
的
に
ち
A
F
P
P
D
は
大
き
な
役
訟

を
果
だ
し
て
ま
い
り
ま
し
だ
。

1
9
9
4
年

エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
↑
に
「
医
際
人

口
開
発
会
議
」
に
あ
わ
ぜ
て
A
F
P
P
D
が

10 
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呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
「
国
際
人
日
開
発
議

員
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
会
議
が
ア
フ

リ
カ
、
ア
ラ
ブ
池
減
、
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員
フ
ォ

ラ
ム
設
立
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
す
J

。

そ
の
結
果
、
現
在
、
世
界
中
に
地
域
議
連

が
設
立
さ
れ
、
層
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ク
の

形
成
が
果
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
ま
た
こ

の

P

C

/

C

P

D

会
議
が
、
世
界
中

の
国
会
議
員
が
集
ま
り
人
口
と
開
発
に
つ
い

て
協
議
す
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
A
F
P
P
D
の
議
長
を
務
め
た
楼
井
、
谷

津
向
議
員
な
ら
び
に
、
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
前

事
務
総
長
、
マ
レ
二
・
ス
力
ヴ
工
ジ
ョ
ボ

ラ
キ
ッ
ト
事
務
総
長
な
ど
、

A
F
P
P
D
の

多
く
の
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
で
実
現
し
だ
、

こ
れ
ら
の
成
果
は
私
ど
ち
の
誇
り
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

位
界
の
人
口
の
状
況
志
、
笥
年
前
、

A

F

P
P
D
が
設
立
さ
れ
疋
当
初
は
、
題
加
す
る

人
口
に
対
す
る
対
処
だ
け
で
し
た
が
、
現
在

で
は
途
上
国
で
ち
高
齢
化
が
起
こ
り
、
日
本

で
は
急
速
な
少
7
7
化
に
よ
っ
て
人
口
減
少
を

始
め
る
な
ど
多
様
な
様
穏
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
疋
持
続
可
能
な
開
発
問
題
は
切
実
な
現
実

の
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
昧
で

私
た
ち
は
こ
こ
ま
で
築
き
上
げ
た
成
果
を
活

用
し
、
新
し
い
時
代
仁
適
合
し
た
協
力
の
形

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

こ
こ
に
ご
参
集
の
皆
様
は
、
ま
さ
し
く
そ

の
よ
う
な
新
し
い
時
代
の
国
会
議
員
活
動
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
主
人
公
と
な
る
べ
き
方
々

で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち

の
活
動
を
通
じ
、
将
来
の
社
会
が
希
望
あ
ふ

れ
る
乞
の
と
な
る
よ
う
可
能
な
限
り
の
努
力

を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
U
N
F
P
A
事
務
局

長
は
、

C
P
D
行
動
計
画
の
実
施
仁
際
し
、

国
会
議
員
活
動
の
強
化
を
重
視
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

4
7
回
の
会
議
は
ま
さ
に
、

U
N
F

P

A
の
国
会
議
員
活
動
の
支
度
に
対
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
現
れ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

U
N
F
P
A
は
才
べ
イ
ド
事
務
局
長
の
ち
と

で
各
国
事
務
所
が
議
員
活
動
を
支
療
す
る
よ

う
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
だ
U
N
F

P

A
の
議
員
に
対
す
る
支
援
活
動
は
、
ア
ジ

ア
と
太
平
洋
地
域
で
は
特
に
活
発
で
あ
り
、

国
会
議
員
と
地
方
と
結
ぶ
架
け
橋
の
聞
け
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
↑
し
れ
ら
の
ご
協
力
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ン
U
N
F
P
A

兄
事
務
局
次
長
に
は
、
お
年
に
わ
た
る
A

F

P
P
D
と
世
界
の
人
口
に
関
す
る
罰
会
議
員

活
動
の
軌
跡
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
功
績

に
感
謝
を
申
し
上
げ
走
い
と
思
い
ま
す
。

の
「
U
O
B
C
一

旦

一

口

コ

一

コ

OTJω
士。コ加。

k
y
ω

一円

uhu弓一一
ω
ヨ
o
コ汁時一
ω
コ一ω
ω
ω
〉
且
く

0
σ
ω
H
O
ω
ω
コ
a
u
o
-一口く

ζ

宍
雪
ω」
の
発
行
は
、
私
t
L
ち
の
大
き
な
喜

び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
会
議
員
活
動
の
新
し
い
時
代
を
画
し
、

よ
り
効
果
的
な
連
携
を
行
う
こ
と
は
、
人
口

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
相

互
理
解
を
通
じ
て
国
際
的
な
平
和
構
築
仁
志

大
き
く
貢
献
す
る
ち
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
ご
参
集
の
皆
犠
万
と
と
ち
仁
、
将

来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
だ
め
に
最
大
の
努
力

を
い
正
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

仁一
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IPCI2006バンコク公約宣言
(APDA訳)

1
2
0
0
6
年
什
月
引
j

n
目
、
タ
イ
国

バ
ン
コ
ク
仁
世
界
各
地
か
ら
参
集
し
た
国

会
議
員
は
2
0
0
2
年
什
月
の
「
オ
タ
ワ

公
約
官
言
」
お
よ
び
2
0
0
4
年
叩
月
の

「
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
公
約
宣
言
」
で
私
疋

ち
が
公
約
し
疋
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

「
私
だ
ち
自
身
が
実
施
し
た
活
動
の
進
捗

実
績
を
評
価
す
る
L

こ
と
を
誓
約
す
る
。

26
こ
の
2
つ
の
宣
言
文
は
、
私
疋
ち
の
行

動
の
基
準
と
な
る
。

3
a

こ
の
2
つ
の
官
一
一
言
文
は
、
何
回
人
的
に
ち

ま
た
全
体
と
し
て
右
「
性
に
関
す
る
健
康

お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」

仁
関
す
る
課
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
資
源
(
資
金
)
動
員
や
環
境
創
出

の
定
め
に
活
動
す
る
こ
と
を
公
約
し
だ
。

4

私
だ
ち
の
活
動
は
以
下
の
こ
と
を
優
先

す
る
い
す
べ
て
の
伺
人
の
「
性
に
衡
す
る
健
康

お
よ
び
リ
ブ
口
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」

を
推
進
し
促
進
す
る
女
性
の
工
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
卜
を
保
護
と
進
展
ジ
工
ン
ダ

の
公
平
と
公
正
す
べ
て
の
形
態
の
差
別

の
撤
廃
女
性
と
少
女
に
対
す
る
強
制
と

暴
力
‘
妊
産
婦
疾
病
お
よ
び
死
亡
と
安
全

で
な
い
中
絶
の
削
減
お
よ
び
安
全
な
母

性
と
家
族
計
画
サ
ど
ス
の
強
化

H
ー

V
/
工
イ
ズ
の
予
防
、
ケ
ア
、
治
療
と
支

媛

H

V

/
工
イ
ズ
関
連
活
動
と
「
性

に
関
す
る
健
康
お
よ
び
リ
ブ
臼
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
L

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
合
い
若

者
に
対
す
る
学
校
内
外
仁
お
け
る
情
報
お

よ
び
サ
ピ
ス
の
提
供
。

5

こ
の
2
つ
の
宣
言
文
は
、
国
家
予
算
、

分
野
横
断
的
な
万
法
、
貧
困
削
減
戦
略
に

お
い
て
、
私
だ
ち
が
、
包
括
的
な
リ
ブ
日

ダ
ク
一
ア
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
、

サ
ー
ビ
ス
、
資
材
の
利
用
を
拓
大
さ
せ
る

こ
と
に
最
大
の
優
先
順
位
を
置
く
こ
と
を

臼
ら
に
公
約
し
だ
。

6
.
白
百
十
口
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
2
つ
の
公

約
宣
言
で
こ
れ
ら
の
公
約
を
具
体
的
な
成

果
と
し
、
そ
し
て
定
期
的
か
つ
シ
ス
テ
ム

的
に
H

私
た
ち
が
い
か
に
そ
れ
ら
を
成
し

遂
げ
た
か
H

を
報
告
す
る
賛
任
が
あ
る
こ

と
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

実
績
評
価

7

こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
活
動
の
進
展
状

況
を
評
価
し
だ
結
果
、
特
に
次
の
3
点
が

再
確
認
さ
れ
た
。

(

a

)

私
た
ち
の
活
動
の
基
盤
と
し
て
、
「
国

際
人
口
開
発
会
議

(
i
C
P
D
)
行
動

計
醤
」
に
対
す
る
確
周
た
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
卜
を
行
い
、
そ
れ
を
支
持
す
る
。

(
b
)
「
ミ
レ
二
ア
ム
開
発
巳
標

(
M
D
G
S
)
」

お
よ
び
そ
の
他
の
国
際
的
に
合
意
さ
れ

だ
開
発
目
擦
を
達
成
す
る
う
え
で
ー

c

p
D
行
動
計
画
は
不
可
欠
な
役
訟
を
果

↑
に
す
こ
と
。
そ
し
て
、

(
C
)
C
P
D
行
動
計
画
の
実
施
の
走
め

の
資
源
動
員
と
l
C
P
D
行
動
計
画
を

実
施
弓
能
と
す
る
環
鏡
を
創
出
す
る
う

え
で
の
障
害
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
克

服
を
行
う
。

8

私
↑
に
ち
は
大
き
な
成
果
を
達
成
し
て
き

定
。
私
た
ち
は
ジ
工
ン
ダ
の
平
等
や
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
仁
関
す
る
分
野
で
重

要
な
法
律
を
削
制
定
し
た
。
ま
た

C
P
D

行
動
計
画
の
実
胞
に
向
け
、
園
内
の
資
金

配
分
を
行
う
と
い
う
点
に
関
し
て
は
あ
る

程
度
の
成
功
を
お
さ
め
た
。
性
に
関
す
る

健
康
お
よ
び
ソ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
に
対
す
る
認
識
や
態
度
を
変
化
さ
世
、

開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
主
流
化
さ
せ
る

12 
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と
い
う
、
国
内
外
で
の
自
発
活
動
の
成
果

に
関
し
て
は
成
否
が
入
り
混
じ
っ
て
い

る
。
2
0
0
5
年
の
世
界
サ
ミ
ッ
ト
を
含

む
、
世
界
の
指
導
者
ら
仁
よ
る
最
高
レ
ベ

ル
の
会
議
で
公
約
さ
れ
て
い
る
に
ち
か
か

わ
ら
ず
、

n
す
べ
て
の
人
が
リ
ブ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
a

お
よ
び

w

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
と
国
際
開
発
ア
ジ
工
ン
ダ
の

護
委
な
関
連
性
w

は、
A

コ
な
お
そ
の
実
施

に
必
要
と
作
品
る
資
金
的
裏
づ
け
在
ち
っ

て
、
法
律
や
国
家
政
策
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

9
工
イ
ズ
治
療
の
↑
に
め
の
資
金
が
指
数
約

に
増
加
し
て
い
る
一
万
、
予
防
の
定
め
資

金
は
4
7
な
お
乏
し
い
。
妊
産
婦
死
亡
を
紡

ぐ
た
め
の
基
礎
的
な
一
歩
で
あ
る
、
家
族

計
画
の
た
め
の
資
金
が
、
す
べ
て
の
人
口

関
係
の
資
金
に
占
め
る
割
合
は
、
1
9
9

5
年
に
町
%
で
あ
つ
だ
ち
の
が
9
%
へ
と

低
下
し
た
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
資
財
に
対
す
る

財
源
は
依
然
と
し
て
供
給
不
足
の
状
態
に

あ
る
。

ω
妊
産
婦
死
亡
お
よ
び
疾
病
に
関
す
る
統

計
結
果
に
よ
れ
ば
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
地

域
で
実
質
的
な
改
善
が
見
ら
れ
て
い
な
い

し、

H

V

/
工
イ
ズ
に
回
附
す
る
統
計
に

は
、
緩
や
か
な
変
化
が
毘
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
。

合
後
の
道
の
り

什
国
家
政
策
に
関
す
る
対
話
お
よ
び
立
法

を
促
進
し
、
よ
り
効
果
的
な
予
算
申
請
を

見
霞
す
た
め
に
、
人
口
問
題
お
よ
び
性
に

関
す
る
健
康
お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
課
題
の
解
決
が
開

発
目
標
の
達
成
の
中
心
と
な
る
と
い
う
こ

と
の
明
徳
な
証
拠
を
ま
と
め
て
提
示
す
る

必
要
が
あ
る
。

同
ば
私
↑
に
ち
は
由
民
仁
対
し
て
、
国
会
の
向

僚
に
対
し
て
、
政
府
に
対
し
て
、
そ
し
て

メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
以
下
の
内
容
を
含
む

情
報
を
明
確
、
簡
明
、
簡
単
に
伝
達
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

a

)

安
全
で
な
い
中
絶
を
含
む
妊
娠
関
連

の
合
併
症
で
毎
分
1
人
の
女
性
が
死
亡

し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
途
上
国

で
発
生
し
て
い
る
。

(
b
)
出
産
関
連
の
合
併
症
は
途
上
国
に
お

い
て
再
生
産
可
能
年
齢
の
女
性
の
主
要

な
死
因
と
な
っ
て
い
る
。

(

c

)

す
べ
て
の
妊
婦
の
1
/
3
は
妊
娠
期

間
に
お
い
て
何
の
ケ
ア
右
受
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
閃
%
の
出
産
は
医

療
施
設
以
外
で
行
わ
れ
て
い
る
一
わ
ず

か
に
出
産
の
半
数
だ
け
が
技
能
を
持
っ

た
鴎
産
師
の
子
鴎
け
を
得
て
い
る
。

(
d
〉
途
上
国
に
お
け
る
お
よ
そ
2
億
の
女

性
が
効
果
的
な
避
妊
の
二

l
ズ
を
満
た

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
ズ
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
2
3
0
0
万
の
計

画
外
出
産
、
2
2
0
0
万
の
人
工
中
絶
、

5
万
3
0
0
0
人
の
安
全
で
な
い
中
絶

に
よ
る
死
亡
を
含
む
同
万
2
0
0
0
人

の
妊
娠
に
関
連
す
る
死
亡
、
お
よ
び
1

4
0
万
人
の
乳
児
死
亡
を
防
ぐ
こ
と
に

な
る
。

(

e

)

毎

B
、
お
よ
そ
1
0
0
万
人
が
新
だ

に
H
i
V
を
含
む
性
関
連
感
染
症

(
S

T
l
s
)
に
感
染
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

開
発
途
上
国
に
お
い
て
、
疾
病
仁
権
患

し
だ
際
の
経
済
的
損
失
の
け
日
%
を
占
め

て
お
り
、
世
界
中
で
疾
病
と
死
亡
が
ち

た
ら
す
負
担
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て

13 



い
る
。

(
f
)
H
l
V
感
染
の
危
険
性
が
高
い
人
々

の
内
勾
%
未
満
し
か
効
果
が
証
明
さ
れ

定
予
防
法
を
利
用
で
き
て
い
な
い
。

治

2
億
人
の
女
性
の
二
|
ズ
を
満
た
す
ζ

と
の
費
用
対
効
果
の
高
さ
を
明
縫
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ー
ー
そ
の
費
用
の
中
に
は
緊
急
産
科
ケ

ア
、
す
べ
て
の
出
産
仁
技
能
を
持
っ
た
朋

底
的
の
介
添
え
が
健
保
さ
れ
る
こ
と
、

H

V
/
エ
イ
ズ
亡
と
ち
に
生
き
る
人
々
へ

の
予
防
、
ヶ
ァ
、
治
療
、
お
よ
び
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
含
む
。

は
私
た
ち
が
明
確
か
つ
簡
明
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
ち
重
要
な
事
柄
は
、
人

口
お
よ
び
性
お
よ
び
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
問
題
の
解
決
に
失
敗
し
た
場

合
の
人
的
、
社
会
的
そ
し
て
経
済
的
コ
ス

ト
(
被
宝
己
が
膨
大
な
ち
の
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

日
山
私
↑
に
ち
は
同
僚
国
会
議
員
な
ら
び
に
政

府
官
僚
に
対
し
て
以
下
の
こ
と
を
納
得
す

る
よ
う
説
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

a

)

質
の
高
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
へ

ル
ス
・
ケ
ア
/
サ
ー
ビ
ス
は
命
在
救
い

貧
困
を
削
削
減
す
る
。

(
b
)
こ
れ
ま
で
の
各
国
の
開
発
計
画
の
失

敗
は
、
性
お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
へ
の
投
資
お
よ
び
女
性
と

少
女
の
権
利
の
推
進
の
失
敗
ち
そ
の
原

因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

(

c

)

ミ
レ
二
ア
ム
開
発
目
標

(
M
D
G
S
)

特
仁
極
叫
腕
な
貧
悶
と
飢
餓
の
撲
滅
は
、

人
口
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

お
よ
び
持
続
司
能
な
開
発
が
、
教
古
田
お

よ
び
健
康
に
対
す
る
投
資
、
女
性
に
お

け
る
予
妨
可
能
な
死
亡
の
予
防
対
策
↑
全

通
し
た
遇
切
な
解
決
へ
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
こ
と
な
く
達
成
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。

情
山
私
た
ち
は
、
社
会
の
す
べ
て
の
分
野
に

積
極
的
に
か
か
わ
り
、
彼
ら
の
懸
念
(
心

配
)
に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
理
解
と
そ
の

置
か
れ
疋
現
実
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
彼

ら
と
適
切
な
万
活
で
性
仁
関
す
る
健
康
の

問
題
怠
ら
び
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
公
的
に
礼

儀
正
し
い
万
法
で
理
解
を
求
め
る
対
話
を

「汀~っ。

円

H

私
た
ち
は
、
質
の
吉
岡
い
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
、
標
々
な
社
会
セ
ク
タ
ー
の
理
解

と
支
援
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
農
村
地
域
で

t
(入
手
の
面

で
ち
、
ア
ク
セ
ス
の
面
で
ち
、
金
額
面
で

ち
)
利
用
弓
能
な
色
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
女
性
の
健
康
や
生
活
を
守
り
そ
の
潜

在
能
力
安
」
満
た
し
、
そ
し
て
社
会
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
仁
貢
献
す
る
選
択
を
可

能
に
す
る
と
い
う
ち
の
で
あ
る
。
安
全
で

な
い
中
絡
が
女
性
死
亡
の
主
因
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
の
情
報
を

C

P
D
行
動
計
画
の
実
施
に
責
任
を
持
つ
、

同
僚
笥
会
議
員
お
よ
び
政
府
官
僚
に
対
し

て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

叩
山
私
↑
に
ち
は
以
下
の
事
柄
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る。
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(

a

)

少
な
く
と
ち
国
家
開
発
予
算
お
よ
び

隠
発
援
問
予
算
の
ω
%
を
H

V

/

ヱ

イ
ズ
予
防
お
よ
び
特
に
家
族
計
画
と
リ

ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
機
材

を
含
む
人
口
と
ソ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
る
よ
う

に
す
る
。

(
b
)
「
ソ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
(
サ



ビ
ス
)
を
す
べ
て
の
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
新
し
い
目
標

を
、
確
実
に
国
家
開
発
戦
略
の
中
に
直

ち
仁
そ
し
て
十
分
に
統
合
し
、
関
連
省

庁
に
お
け
る
計
画
、
実
施
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
中
で
最
ち
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

C

)

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
毘
の
政
府
が

「

2
0
1
5
年
ま
で
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
を
す
べ
て
の
人
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
し
と
い
う
目
標
を
国

連
加
盟
国
が
モ
ニ
タ
す
る
だ
め
の
指

標
を
採
択
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。
そ

し
て
そ
の
指
標
が
採
択
さ
れ
走
ら
、
各

国
の
二
ズ
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
指

標
で
補
足
し
な
が
ら
、
そ
の
指
標
を
使

う
よ
う
働
き
か
け
る
。

(
d
)
現
在
行
わ
れ
て
い
る
国
連
改
革
過
程

の
中
で
、
国
連
の
重
要
な
使
命
、
例
え

ば
人
口
、
ジ
工
ン
ダ
!
の
平
等
、
お
よ

び
性
に
関
す
る
健
康
お
よ
び
リ
ブ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
な
ど
の
分
野
は
、

各
習
の
開
発
に
対
す
る
回
遠
か
ら
の
支

援
の
市
中
む
と
な
る
ち
の
だ
と
い
う
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
各
国
行
政
機
関

IPCIバンコヴ会議

亡
の
密
接
な
連
携
の
ち
と
で
活
動
す
る
。

(

e

)

立
法
が
成
立
し
、
さ
ら
に
/
ま
た
は

政
策
が
採
択
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
ら
が

確
実
仁
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
私

疋
ち
は
さ
ら
に
実
施
進
捗
の
だ
め
に
、

立
法
や
国
会
へ
の
報
告
続
定
条
項
が
盛

り
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

よ
1
0

+
J代

S
L
V

(
f
〉
政
治
的
意
士
山
芥
」
創
出
し
、
反
対
努
力

に
対
抗
す
る
た
め
に
必
要
な
大
衆
の
支

療
を
動
員
し
、
人
口
と
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
課
題
に
関
す
る
誤

解
を
正
す
た
め
に
、
同
僚
国
会
議
員
、

政
府
官
僚
、
地
方
の
N
G
O
お
よ
び
個

人
と
の
悶
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
連
携
、

パ
ト
ナ
シ
ッ
ブ
を
構
築
す
る
。

(
E
)
持
続
可
能
な
生
産
お
よ
び
消
費
パ
タ

ー
ン
の
必
要
性
、
持
続
可
能
で
公
正
性

を
確
保
し
た
天
然
資
源
の
利
用
、
そ
し

て
環
境
劣
化
を
防
止
策
お
よ
び
気
候
変

動
へ
の
対
策
を
含
む
、
人
々
(
の
生
活
)
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
そ
し
て

環
境
の
間
の
連
関
に
関
す
る
認
識
を
向

上
さ
官
、
解
決
に
向
け
る
立
法
と
政
策

を
よ
り
進
展
さ
世
る
。

(
h
〉
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
可
能
な
限

り
広
く
伝
え
る
疋
め
に
メ
デ
ィ
ア
と
い

か
に
効
果
的
に
協
力
す
る
か
を
学
ぶ
。

(
)
モ
デ
ル
と
な
る
立
浩
や
政
策
、
成
功

事
例
の
共
有
、
失
敗
か
ら
の
学
習
、
活

動
の
モ
ニ
タ
ー
を
行
う
こ
と
を
含
む
他

の
国
会
議
員
と
の
経
験
と
正
確
な
情
報

の
交
流
を
含
む
効
果
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
発
展

さ
ぜ
る
た
め
に
地
域
屋
会
議
員
グ
ル
ー

プ
お
よ
び
U
N
F
P
A
と
の
パ
1
ト
ナ

シ
ッ
ブ
を
構
築
す
る
。

(
j
)

先
住
民
、
移
民
、
難
民
、
障
害
者
、

そ
の
ほ
か
社
会
の
周
辺
に
追
い
や
ら
れ

疋
人
々
お
よ
び
、
社
会
的
に
脆
弱
な

(
被
害
を
被
り
や
す
い
)
グ
ル
ー
プ
を
含

む
、
人
々
の
権
利
を
守
り
促
進
す
る
た

め
に
、
す
べ
て
の
関
連
す
る
国
際
的
な

協
定
を
批
准
し
、
そ
の
ま
要
な
条
項
を

実
施
す
る
各
国
の
努
力
を
主
導
す
る
。

(k)
若
者
の
強
い
希
望
お
よ
び
性
と
ソ
プ

ロ
ダ
ク
一
ア
ィ
ブ
仁
関
す
る
健
康
お
よ
び

権
利
が
意
思
決
定
お
よ
び
開
発
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
雲
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
各
霞
の
立
法
の
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中
に
取
り
込
む
よ
う
に
す
る
。

(
l
)
政
府
お
よ
び
民
間
部
門
に
対
し
新
し

い
疾
病
予
防
技
術
i
i
a例
え
ば
ワ
ク
チ

ン
や
抗
菌
剤
、
同
様
に
子
宮
嘆
か
ん
を

予
防
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
新
し

く
開
発
さ
れ
疋
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ

ル
ス

(
H
P
V
〉
ワ
ク
チ
ン
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
促
進
を
含
む
|
|
研
究
と
開
発

に
優
先
的
に
取
り
組
み
資
金
を
埠
加
さ

ぜ
る
よ
う
要
請
す
る
。

(

m

)

健
康
を
増
進
し
、
不
妊
、

7
7
宮
頚
が

ん
、
妊
婦
お
よ
び
新
生
児
の
合
併
症
、

H
l
V
/
工
イ
ズ
へ
の
脆
弱
性
(
感
染

し
や
す
さ
)
を
防
ぐ
た
め
に
性
関
連
感

染
症

(
S
T
l
s
)
の
管
理
と
予
防
を

行
う
。

ゆ
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
仁
は
、

地
方
で
ち
、
各
国
レ
ベ
ル
で
色
、
地
域
的

に

t
、
国
際
的
な
協
力
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

謹一日約
加
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
私
疋

ち
鴎
会
議
員
は
一
連
の
地
域
活
動
計
画
に

合
意
し
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
短
期
、
中

問
問
、
長
期
目
標
の
基
礎
を
形
成
す
る
ち
の

で
あ
り
、
バ
ン
コ
ク
で
私
た
ち
白
身
が
公

約
し
た
ち
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら

の
行
動
計
画
を
実
行
し
、
私
疋
ち
が
行
つ

定
成
果
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
的
に
そ
し
て

活
発
仁
計
測
可
能
な
指
標
(
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
)
に
基
づ
い
て
モ
ニ
タ
す
る
こ
と
を

誓
約
す
る
。
私
十
に
ち
は
さ
ら
に
、
私
た
ち

の
活
動
の
不
可
分
な
要
素
と
し
て
定
期
的

に
検
討
し
、
国
会
議
員
グ
ル
プ
を
通
じ

て
定
期
的
に
報
告
し
、
私
た
ち
が
行
っ
た

進
跡
を
評
価
す
る
定
め
に

3
年
後
に
再
び

参
集
す
る
こ
と
誓
約
す
る
。
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• 8 • • • 8 8 8 8 8 8 8 • • • 8 • 8 • • • 8 8 8 • • • 8 • • e • • • e e e • 

国際人口開発会議(ICPD)行動計画実施のための

IPCIパンコウ会議

国際国会議員会議(IPCI/ICPD)に参加して

賢也秋葉衆議院議員

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
什
月
勾
日

j
n
gに
か
け
て
、
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
国
会
議

員
会
議

(
l
p
c
i
/
i
C
P
D
)
L
仁
合

間
の
会
議
の
議
長
を
務
め
ら
れ
た
福
田
康

夫
元
官
房
長
官
と
と
ち
に
出
席
し
て
き
ま

し
た
。

1
0
1
カ
国
か
ら
約
2
0
0
名
の

国
会
議
員
や
大
臣
が
一
堂
仁
会
し
て
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

(
M
D
G
S
)
や
罰

際
人
口
隠
発
会
議

(
C
P
D
)
の
行
動

計
画
の
達
成
仁
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
目
的
の
会

議
で
し
た
。

JAPAN 
会議会場にて

セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
8
ま

で
、
全
体
会
議
は
ち
ち
ろ
ん
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
地
域
ご
と
、
あ
る
い
は
テ
マ

ご
と
に
2
日
間
と

t
終
日
の
会
議
で
し
だ

が
、
大
変
有
意
義
な
ち
の
で
し
走
。
各
国

の
取
り
組
み
ゃ
進
捗
状
況
に
は
、
ま
だ
ま

だ
大
き
な
格
差
が
あ
る
ち
の
の
、
各
国

(
と
り
わ
け
途
上
国
)
の
着
実
な
努
力
の
結

果
、
施
策
が
前
進
し
て
い
る
の
を
実
感
で

き
ま
し
だ
。
そ
し
て
、
各
匿
の
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
是
非
と
ち
自

分
の

B
で
ち
活
か
し
実
現
し
た
い
と
い
う

各
罰
の
国
会
議
員
の
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
り
ま
し
定
。
ま
た
、
イ
ン
ド
や
パ
一
フ

オ
な
ど
数
多
く
の
国
々
の
国
会
議
員
と
受

流
が
で
き
知
遇
を
得
た
こ
と
ち
貴
重
な
財

産
に
な
り
ま
し
だ
。
最
終

B
に
は
、

2 
0 

賢也衆議院議員
(あきばけんや)

中央大学法学部卒、東北大学大学

院法学研究科博士課程前期穆了、

(財)紐下政経塾卒塾(宮械車初)。
東北福祉大学講師、宮城県議会議

員を経て、 2005年初当選。現在2
期目。東議院文部科学委員会委員、

担害対聾特別委員会理事、行政改

革に関する特別委員会委員。
著書iこ、 f地方議会にお付る議員立
法j、f東北町夢創造jがある。

秋葉

17 



2
0
0
4
年ーの

ス
ト
一
フ
ス
プ
ー
ル
宣
言
に
続
き
、
今
会
議

で
は
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め

た
「
バ
ン
コ
ク
富
二
一
一
口
L

を
採
択
し
、

2
0

0
9
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
力
イ
口
で
次
回
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し
ま

し
た
。世
界
の
人
口
は
、
似
年
の
回
億
9
4
0

0
万
人
か
ら

2
0
0
4
年
に
は
臼
億

7
8

0
0
万
人
仁
上
り
、
こ
の
ゆ
年
間
で
7
億

8
4
0
0
万
人
が
抱
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
家
族
計
画
の
普
及
や
工
イ
ズ
死
亡
率

の
よ
昇
に
よ
り
下
方
修
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

2
0
5
0
年
の
世
界
人
口
は

ω億
人
に
ま

で
上
昇
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

万
、
也
界
の
濁
流
と
は
逆
仁
、
日
本
の
入

臼
は
予
想
よ
り
ち

1
笠
早
く
昨
年
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
し
ま
し
定
。

2
0
5
0
年
に
は

1

億
人
を
割
り
、

2
1
0
0
年
に
は

6
4
0

0
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
怜
た
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
鳥
取
県
と
河
じ
印
万
人
の

人
口
が
毎
年
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
え
て
、
合
計
特
殊
出
生
率
は

2

0
0
3
年
全
国
平
均
で

1
・
mm
と
史
上
最

低
を
記
録
し
、
超
少
子
高
齢
化
が
加
速
さ

0
2
年
の
オ
タ
ワ
宣
言
、

れ
て
い
ま
す
。

人
口
を
め
ぐ
る
世
界
的
課
題
は
山
積
み

し
て
い
ま
す
。
中
で
ち
世
界
的
に
保
健
戦

略
で
の
資
金
不
足
が
大
き
く
、
日
割
の
国

が
現
在
の
資
金
で
は
こ
ズ
仁
対
応
で
き

な
い
と
答
え
て
い
ま
す
。
カ
イ
ロ
会
議
で

先
進
国
が
合
意
し
↑
に
年
間
印
億
ド
ル
の
う

ち
半
分
し
か
現
在
の
と
こ
ろ
拠
出
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
日
本
を
含
む
先
進
国
か
ら
の

更
な
る
資
金
協
力
が
必
要
で
す
J

。
し
か
し

な
が
ら
、
日
本
の
O
D
A
全
体
の
削
減
率

は
、
一
し
の
叩
年
で
初
%
に
達
し
て
い
ま
す
。

女
性
や
Z
J
ど
↑
ち
の
命
を
守
る
た
め
の
資

金
・
技
術
協
力
が
、
合
、
改
め
て
世
界
か

ら
日
本
に
強
<
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
だ
会
議
で
し
走
。
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国会議員会議・視察

復興と母子保健について災害管理 • 
日本の経験に学ぶ

~アジア7カ国の国会議員が来日~

9
月
間
同
j
u出
呂
、
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発

協
会

(
A
P
D
A
)
主
催
、
国
連
人
口
基

金

(
U
N
F
P
A
)
と
外
務
省
後
援
の
ち

と
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津

波
被
災
国
(
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ス
ソ
ラ
ン

力
、
タ
イ
)
、
な
ら
び
に
近
年
地
震
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
計
7
カ

包
か
ら
は
名
の
国
会
議
員
を
日
本
仁
招
き
、

「
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
地

域
の
相
互
扶
助
能
力
の
向
上
を
通
じ
た
持

続
可
能
な
災
害
管
理
と
復
興
に
関
す
る
国

会
議
員
会
議
お
よ
び
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
{
実
施
し
走
。

と
し
ル
デ
ィ
ブ
か
ら
は
国
会
議
長
と
野
党

の
党
首
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
は
産
業
開
発

大
臣
お
よ
び
厚
生
副
大
臣
、
イ
ン
ド
か
ら

は
一
元
連
邦
大
臣
が
参
加
す
る
な
ど
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
会
議
と
な
っ
走
。
日
本
か
ら
は
、

福
田
康
夫
・

A
F
P
P
D
議
長
(
衆
・
白
)
、

清
水
嘉
与
?
7

・
A
P
D
A
副
理
事
長

(
参
・
巴
)
、
篠
井
新
・
組
織
委
員
長

(
参
・
臼
)
、
小
杉
隆
(
衆
・
邑
)
、
和
田
ひ

ろ
ヱ
J

(

参
・
民
)
、
大
野
松
茂
(
自
・
衆
)

各
議
員
が
ゆ

B
に
都
内
で
開
催
さ
れ
た
会

議
に
参
加
。
引
き
続
き
都
内
と
新
潟
県
で

行
わ
れ
た
視
察
に
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
組

織
委
員
長
で
あ
り
新
潟
出
身
で
ち
あ
る
樫

井
新
議
員
を
始
め
、
中
野
正
則
外
務
省
冨

際
協
力
局
人
道
士
叉
援
室
首
席
事
務
官
、
池

上
清
子
U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
が
同

行
し
だ
。
ま
定
、
新
潟
中
越
大
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
畑
山
古
志
村
を
訪
問

し
た
際
に
は
、
震
災
当
時
旧
山
古
志
村
の

村
長
だ
っ
正
長
島
忠
美
議
員
(
白
・
衆
〉

が
視
察
団
を
案
内
し
走
。

〈
会
議
報
告
〉

・
開
会
式

最
初
に
、
福
田
康
夫
A
F
P
P
O
議
長

は
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
、
会
議
の
主
旨
を

説
明
。
続
い
て
、
一
昨
年
A
P
D
A
が

2

度
に
わ
た
り
実
施
し
た
「
ス
マ
ト
ラ
沖
太

地
震
・
津
波
被
害
に
お
け
る
緊
急
支
援
と

人
口
・
開
発
問
題
に
関
す
る
議
員
、
活
動
活

性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
L

仁
参
加
し
、
ス
マ
ト

ラ
沖
大
地
震
・
津
波
被
災
6
力
関
を
視
察

し
た
楼
井
新
、
清
水
嘉
与
?
7
両
議
員
が
挨

拶
を
述
べ
、
「
戦
後
B
本
で
は
地
域
仁
密
着

し
だ
保
健
士
、
的
産
師
、
消
防
臣
、
婦
人
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各国報告に熱心に鶴吉入る参加議員

会
と
い
つ
だ
地
域
住
民
の
相
互
扶
助
活
動

が
、
防
災
お
よ
び
女
性
の
健
康
の
向
上
や

乳
児
死
亡
率
の
低
下
の
原
動
力
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
日
本
の
防
災
対
策
、
災
害
復

興
お
よ
び
母
予
保
健
に
関
す
る
豊
富
な
ノ

ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
学
び
、
各
悶
で
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
L

と
話
し
定
。
ま
た
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
後
援
し
定
外
務
省
と
U

N
F
P
A
を
代
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
杉
田
伸

樹
・
外
務
省
国
際
協
力
局
審
議
官
、
池
上

清
ヱ
7

・
U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
が
後

拶
を
述
べ
定
。
そ
の
後
、

4
つ
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
国
報
告
、
専
門
家
に

よ
る
講
演
仁
続
き
、
活
発
な
議
論
が
受
わ

さ
れ
定
。

-
セ
ッ
シ
ョ
ン
ー

「
災
害
緊
急
対
応
と
復
興
支
援
巴

関
す
る
各
国
報
告
」

各
国
の
津
波

被
害
か
ら
の
復
旧
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
疋
。

タ
イ
ぃ
プ
|
ケ
ッ
ト
州
を
含
む
白
州
が

被
災
し
、
死
者

8
2
1
0
名
、
行
万
不
明

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

者
約

3
0
0
0
人
、
居
住
区
在
失
っ
た
人

6
0
0
0
名
、
全
壊
し
た
住
居
は
約

3
0

0
0
棟
、
一
部
破
懐
の
住
居
は
叩
万

5
0

0
0
棟
、
被
害
を
受
け
だ
船
は
約

5
0
0

0
、
と
い
っ
た
大
き
な
被
害
が
出
た
。
経

済
的
に
ち
、
観
光
業
で
ロ
万
人
が
失
業
し
、

漁
業
で
は
3
万
人
が
失
業
、
観
光
業
の
被

害
額
は
月
に

2
5
0
0
万
米
ド
ル
、
総
額

は
治
億
米
ド
ル
、
復
興
に
必
要
な
金
額
は

4
億

8
0
0
0
万
米
ド
ル
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
南
部
の
ム
ス
リ
ム
地

域
で
は
、
制
度
的
・
宗
教
的
に
ち
、
不
動

産
の
所
有
権
が
男
性
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、

津
波
で
夫
が
死
亡
し
た
場
合
で
ち
、
土
地

の
所
有
権
が
生
き
残
っ
た
妻
に
付
与
さ
れ

な
い
と
い
う
女
性
の
権
利
仁
関
わ
る
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
今
後
、
各
段
階
で
透
明

性
と
ア
カ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
健
保
し
、
住

民
へ
の
の
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
草

の
根
レ
ベ
ル
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

イ
ツ
ド
ネ
シ
ア
υ

地
理
的
条
件
か
ら
災

害
が
多
い
が
、
近
年
は
気
候
変
動
に
よ
っ

て
災
害
の
可
能
性
は
さ
ら
に
一
高
く
な
っ
て

い
る
。
降
水
量
が
非
常
に
多
く
怠
っ
た
こ
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と
か
ら
地
盤
が
ゆ
る
み
、
洪
水
や
地
滑
り

等
が
よ
り
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
災
害
の
復
興
段
階

で
次
の
5
つ
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
①

緊
急
対
応
か
ら
災
害
危
機
管
理
、
復
興
ま

で
と
い
う
災
害
管
理
サ
イ
ク
ル
全
体
に
わ

走
る
包
括
的
な
ア
ブ
ロ
チ
、
②
そ
れ
ぞ

れ
の
セ
ク
タ
問
で
の
統
合
的
な
調
整
、

③
地
域
社
会
の
参
加
、
④
地
万
臼
治
体
の

参
加
、
⑤
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
基
本
の
万
針
に
沿
っ
て
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
緊
急
媛
聞
か
ら
復
興
支
援
活

動
に
対
応
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
い
か
つ
て
甚
大
な
自
然
災

害
存
」
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
今

回
は
過
去
最
悪
の
被
害
を
経
験
し
た
。
現

在
、
津
波
対
策
ち
始
ま
っ
て
お
り
、
ア
ン

ダ
マ
ン
諸
島
周
辺
の
ロ
ン
ド
島
で
は
早
期

警
報
シ
ス
テ
ム
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
ブ
イ
の
設
置
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
津
波

ブ
イ
は
、
南
東
ア
ジ
ア
地
域
初
で
あ
り
、

包
括
的
か
つ
効
果
的
な
津
波
早
期
警
報
シ

ス
テ
ム
に
対
す
る
私
走
ち
の
強
い
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
現
れ
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
各
医

が
地
域
的
な
協
力
を
し
て
い
く
こ
と
は
非

国会議員会議・視察

常
に
重
委
で
あ
り
、
今
後
ち
、
地
域
的
、

国
際
的
な
災
害
対
策
や
緊
急
対
応
メ
カ
ニ

ズ
ム
仁
回
附
す
る
協
力
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
①
危
機
確
認
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
②
災
害
防
災
、
③
緊
急

対
応
と
災
害
救
助
、
④
地
域
扶
闘
能
力
の

向
上
、
と
い
っ
た
対
策
を
他
の
ア
ジ
ア
諸

国
と
実
施
し
て
い
る
。

モ
ル
デ
ィ
ブ
。
こ
の
イ
ン
ド
洋
津
波
に

襲
わ
れ
疋
の
は
、
か
つ
て
最
貧
国
で
あ
っ

た
モ
ル
デ
ィ
ブ
が
中
進
国
に
な
っ
疋
直
後

で
あ
っ
た
が
、
一
瞬
の
う
ち
に
こ
れ
ま
で

の
開
発
の
努
力
が
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
っ

走
。
富
士
の
平
均
海
抜
が
1
m
と
い
う
モ

ル
デ
ィ
ブ
で
は
、
国
土
全
体
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
特
に
国
の
主
要
産
業
で
あ

る
観
光
業
と
漁
業
の
被
害
が
大
き
く
、
国

連
の
推
計
に
よ
る
と
、
そ
の
損
失
は
G
D

P
の
位
%
に
当
た
る
3
億

6
0
0
0
万
ド

ル
に
の
ぼ
る
。
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
t
L

こ
と
は
、
珊
瑚
礁
へ
の
被
害
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
観
光
業
の
勉
力
を
維
持
で
き
疋
こ

と
で
あ
る
。
↑
し
の
災
害
を
受
け
、
将
来
の

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
「
安
全
な
島
づ
く

り
L

計
画
を
作
成
し
た
。
「
安
全
な
島
づ
く

り
」
で
は
島
々
に
防
波
堤
の
設
置
と
同
時

に
、
緊
急
時
の
通
信
総
と
な
る
通
信
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
、
医
療
施
設
、
物
流
支
媛

な
ど
が
提
供
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
ち
作

る
予
定
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
、
観
光
業

ち
回
復
し
つ
つ
あ
り
、

2
0
0
6
年
末
に

は、

2
0
0
4
年
度
の
観
光
客
数
に
ま
で

戻
る
見
通
し
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
的

に
公
約
さ
れ
た
資
金
援
闘
が
ま
だ
実
現
し

て
い
な
い
だ
め
に
、
自
国
に
必
要
な
電
力
、

水
道
、
下
水
道
な
ど
は
資
金
不
足
で
進
ん

で
い
な
い
。

パ
キ
ス
タ
ン

2
0
0
5
年
治
月

B
B

パ
キ
ス
タ
ン
の
北
西
辺
境
州
ジ
ャ
ン
ム
ー

お
よ
び
カ
シ
ミ
!
ル
で
発
生
し
だ
マ
グ
一

チ
ュ

i
ド
7

・6
の
地
震
は
、
パ
キ
ス
タ

ン
に
未
曾
有
の
被
害
を
ち
た
ら
し
た
。
川
叩

万
ち
の
家
震
が
崩
壊
し
、
人
的
被
害
や
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
崩
壊
ち
甚
大
だ
っ
た
。
パ

キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
生
存
者
の
救
出
や
緊

急
的
な
イ
ン
フ
ラ
再
建
の
た
め
に

3
万
人

の
陸
軍
を
地
震
発
生
後
数
時
間
以
内
に
派

遣
し
、
国
連
か
ら
ち
数
多
く
の
援
助
が
到

着
し
走
。
特
に
U
N
F
P
A
は
震
災
後
最

初
に
被
災
地
に
到
着
し
だ
機
関
の
一
つ
で
、
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移
動
式
医
療
コ
ニ
ッ
ト
を
使
い
、
ア
ク
セ

ス
が
難
し
い
被
災
地
に
ち
効
果
的
仁
援
助

活
動
を
行
っ
た
。
ま
だ
、

U
N
F
P
A
の

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
キ
ッ
ト
や

衛
生
キ
ッ
ト
は
キ
ャ
ン
プ
地
の
被
災
し
た

女
性
た
ち
の
大
き
な
鈎
け
と
な
っ
走
。

ス
リ
ラ
ツ
カ
こ
れ
ま
で
多
く
の
災
害

仁
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、

4
7
ロ
の
イ
ツ
ド

洋
津
波
ほ
ど
多
く
の
被
害
を
ち
た
ら
し
走

災
害
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
走
。

3
万
5
0

0
0
人
ち
の
人
命
が
失
わ
れ
、

4
7
な
お
5

0
0
0
人
ち
の
行
方
不
明
者
が
い
る
。
家

族
が
被
災
し
だ
家
族
は
お
万
世
帯
、
倒
嬢

し
た
家
屋
は
9
万
8
0
0
0
棟
。
市
万
人

の
人
た
ち
が
生
活
の
子
段
を
失
い
、
そ
の

う
ち
切
%
が
漁
業
部
門
だ
つ
だ
。
世
界
中

か
ら
の
支
援
と
援
聞
に
よ
っ
て
、
危
慎
さ

れ
て
い
た
感
染
症
の
発
生
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
だ
の
は
幸
い
だ
っ
た
。
現
在
、
所

得
を
失
つ
だ
家
計
の
汚
%
が
短
期
ち
し
く

は
中
期
の
職
を
見
つ
け
、
漁
船
の
ほ
ぼ
1

0
0
%
が
復
旧
し
、
ω
%
の
漁
回
一
が
再
興

さ
れ
だ
。
漁
業
お
よ
び
農
業
の
生
産
性
は

津
波
被
災
前
の
お
%
ま
で
回
復
し
、

t
m
テ

ル
な
ど
は
ω
%
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
段
踊
で
災
害
管
理
の
十
分
な
計

図
が
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
制
度
の
整
備

が
急
が
れ
る
。
政
府
は
、
戦
略
的
に
早
期

警
戒
と
災
害
軽
減
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
必
要
が
あ
る
。

イ
ツ
ド
・
イ
ン
ド
は
2
0
0
1
年
1
月

仁
、
グ
ジ
ャ
ラ

i
卜
州
で
の
マ
グ
ニ
チ
ュ

ド
6
・

9
の
大
地
震
を
経
験
し
走
。
1

6
0
0
5
の
村
落
が
破
壊
さ
れ
、
建
物
の

切
%
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
大
規
模
な
被
害

を
受
け
、
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
。

中
央
政
応
が
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
取
り
、
州
政
府
や
N
G
O
と
の
連
帯
が

な
さ
れ
、
緊
急
援
聞
と
し
て
大
き
な
効
果

を
出
し
た
。
現
在
、
災
害
管
理
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
銑
仁
5
0
0
0
人

以
上
が
専
門
訓
練
を
修
ゴ
し
、
災
害
チ

ム
十
口
組
織
さ
れ
定
。
ま
だ
、
地
域
の
人
々

の
教
育
や
工
ン
パ
ワ
メ
ン
卜
仁
志
力
を

注
い
で
い
る
。
国
家
レ
ベ
ル
で
は
、
防
災

管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
予
算
計
上
が
振

り
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
ち
に
、

災
害
管
理
庁
ち
作
ら
れ
法
制
度
の
整
備
ち

進
ん
で
い
る
。

今
回
醤
大
な
被
害
を
受
け
だ
ア
ン
ダ
マ

ン
・
二
コ
パ
ル
諸
自
国
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
、
日
本
仁
支
配
さ
れ
定
地
域
で
あ
り
、

そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
が
残

し
走
ち
の
で
あ
る
。
一
し
の
地
域
は
、
こ
れ

ま
で
に
地
震
、
洪
水
、
田
干
魅
な
ど
を
経
験

し
だ
が
、
津
波
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ

た
。
7
0
0
0
名
ち
の
死
者
が
出
る
な
ど

大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
イ
ン
フ
ラ
ち
大

き
な
被
害
を
受
け
走
。
是
非
、
復
旧
に
支

援
し
て
い
た
だ
き
だ
い
。
現
在
、
学
校
教

育
の
中
に
防
災
教
世
間
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

対
応
を
実
施
し
て
い
る
。

4
7
回
の
経
験
を

踏
ま
え
、
国
際
的
な
災
害
対
策
の
経
験
を

共
有
し
だ
い
と
願
っ
て
い
る
。
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-
セ
ッ
シ
ョ
ン
H

「
ア
ジ
ア
巳
お
け
る
日
本
の
緊
急

媛
織
と
復
興
支
援
お
よ
び
そ
の
実

績」

①
「
緊
急
支
援
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

大
包
孝
治
国
開
閉
協
力
機
構
(
J
i
C
A
)

冨
綴
協
力
援
防
隊
事
務
局
研
修
チ
l
ム

日
本
政
府
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・

イ
ン
ド
洋
津
波
発
生
の
翌
日
に
は
イ
ン
ド
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ネ
シ
ア
の
パ
ン
ダ
ア
チ
工
に
入
っ
た
。
日

本
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
援
問
で
特
畳
半

す
べ
き
こ
と
は
、
自
衛
隊
が
口
ジ
機
材
を

提
供
し
た
こ
と
で
、
援
問
物
資
の
配
布
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ス
ソ
ラ
ン

カ
で
は
、
日
本
政
府
既
存
の
体
制
耐
を
活
用

緊急援助の課題
長期的視野を持った緊急支援

・災害管理サイクJレ ー

量一明
仁翠コ G記キコtZ竺
♂令仁蓋コd繕h
技術羽力 U三'i~~ --~~，浄機

図1

-援助に関わるすべてのりソースの連携

し
な
が
ら
医
療
体
制
を
サ
ボ
ト
し
だ
。

タ
イ
で
ち
地
元
の
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
幅
削
活

用
し
疋
援
闘
を
実
施
し
走
。
山
岳
地
域
で

は
移
動
式
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
設
営
し
、
救

聞
に
あ
た
っ
た
O

B
本
政
府
は
、
緊
急
援
助
を
実
施
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
次
の
再
建
・
復
興
時
期

に
つ
な
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
(
図
1
肯
印
)

を
重
要
視
し
、
現
地
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、

リ
ソ
ス
を
日
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
る
。
今
ロ
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
で
は
、
お
よ
そ

1
8

0
0
人
が
緊
急
支
媛
に
参
加
し
た
が
、
決

し
て
十
分
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
最
小

限
の
ス
タ
ッ
フ
で
最
大
限
の
効
果
を
果
↑
に

す
た
め
に
ち
、
地
元
N
G
O
な
ど
と
の
連

携
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

②
「
復
興
援
助
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

不
破
雅
実
・

J
l
C
A社
会
観
発
部
調
査
役

被
災
地
の
復
興
の
流
れ
は
、
相
似
援
、
復

旧
、
復
興
と
開
発
と
い
う
三
段
階
に
分
か

れ
だ
支
援
が
必
要
に
な
る
。
日
本
は
、
国

際
機
関
を
通
じ
だ
人
道
媛
凱
を
実
施
す
る

か
た
わ
ら
、
二
国
間
協
力
を
実
施
し
、
緊

急
無
償
援
聞
の
他
、
外
務
省
が
ノ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
無
償
資
金
援
郎
、

J
I
C
A

が
技
術
協
力
、

J
B
l
C
が
有
償
資
金
協

力
を
実
施
し
走
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
給
水
施

設
、
下
水
道
、
道
路
、
ラ
ジ
オ
抽
出
送
局
、

大
学
施
設
、
医
療
機
器
、
孤
児
院
、
衛
生

施
設
、
漁
業
施
設
、
土
地
台
綾
の
整
理
の

支
復
活
動
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
衛
生
施

設
、
被
災
者
用
の
住
宅
、
橋
梁
、
警
察
、

学
校
、
漁
業
施
設
、
医
療
機
器
、
ま
だ
と
L

ル
デ
ィ
ブ
で
は
、
漁
業
施
設
、
農
業
施
設
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
対
し
て
支
援
活

動
を
実
施
し
だ
。

J

C

A
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教

訓
を
生
か
し
た
復
興
チ
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、

地
協
の
相
互
扶
闘
能
力
の
向
上
を
通
し
た

持
続
可
能
な
復
興
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

(翻
2
)
。

ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
援
聞
に
つ
い
て
い
え

ば
、
ロ
月
初
日
か
ら

1
月
市
臼
ま
で
派
遣

さ
れ
だ
日
本
の
災
害
復
興
チ
ム
に
よ
る

2
2
5
1
名
の
診
察
、
機
器
や
設
備
の
復

興
の
た
め
の
飢
億
河
の
無
償
援
問
(
漁
船

お
よ
び
漁
具
、
港
、
橋
、
学
校
、
住
宅
な
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ど
)
を
O
D
A
口
!
ン
で
計
画
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
他
に
ち
1
0
0
陥
に
わ
た
る
道

路
再
建
な
ど
ち
計
歯
さ
れ
て
い
る
。

J

i

C
A
は
復
興
支
援
の
統
合
的
ア
ブ
ロ
チ

と
し
て
、
住
民
の
合
意
形
成
の
た
め
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
生
活
支
援
ブ

ロ
ジ
工
ク
卜
と
し
て
セ
メ
ン
ト
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
ク
作
り
を
行
い
、
復
興
の
材
料
に
す

セッション2

図2

』紅阪神淡路大震災後の復興プロセス

る
だ
け
で
な
く
生
計
を
得
る
だ
め
の
子
段

と
し
、
住
宅
再
建
だ
け
で
な
く
住
民
の
生

活
の
再
建
を
目
指
し
て
い
る
。
(
図
3
)
O

-
セ
ツ
シ
ヨ
ツ
3

「
地
域
防
災
グ
ル
ー
プ
と
協
働
す

る
災
害
看
護
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
」

小
塵
真
理
之
J

・B
本
赤
十
字
皇
室
恋
人
学
教
綬

2，¥ 

現
在
、
日
本
政
府
は
大
規
模
な
災
害
に

対
す
る
医
療
体
制
と
し
て
、
次
の
4
つ
の

図3

住宅再建→生活の再建ヘ

統合的アプローチ

jh 
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柱
存
」
構
成
し
て
い
る
。

1

地
域
災
害
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
，
災
害
主
愛
病
院
の
設
定

(
2
0
0
5
年

3
月
現
在
で
5
4
8
病
院
が
指
定
)

3
.
大
規
模
災
害
に
回
附
す
る
緊
急
援
助
の
情

報
シ
ス
テ
ム

セッション3

4

災
害
医
療
援
問
チ
ー
ム

(
D
M
A
T
)

(
2
0
0
6
年
4
月
現
在
1
0
6
テ

ム

が
認
定
)

地
域
災
害
対
策
の
準
備
と
し
て
、
①
災

害
看
護
教
育
、
②
災
害
防
止
訓
練
、
③
設

備
や
リ
ソ
ス
の
視
察
、
@
看
護
サ
ポ
ー

ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
ち
そ
ち
、
日
本
赤
十
字
壱
護
大

学
で
実
施
し
て
い
る
災
害
放
助
論
を
導
入

し
t
L
理
由
と
し
て
は
、
①
災
害
復
助
活
動

が
赤
十
字
の
原
則
で
あ
る
人
道
主
義
仁
剣

つ
走
ち
の
で
あ
る
点
、
②
社
会
的
な
二

ズ
と
し
て
災
害
医
療
お
よ
び
災
害
看
護
を

考
え
る
必
要
性
が
あ
る
点
、
③
人
的
開
発

を
ゲ
ロ
パ
ル
化
す
る
点
、
と
い
う

3
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

実
際
の
災
害
看
護
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

次
の
と
お
り
。

-
1
年
臼
消
防
庁
で
3
時
間
ほ
ど
、
地

震
体
験
な
ど
の
部
練
を
受
講
す
る
。

・
2
年
白
川
災
害
救
朋
論
の
講
義
を
印
時

間
受
講
す
る
。
こ
の
災
害
救
附
則
論
は
7

つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
園
内
救
援
活
動
、

基
礎
お
よ
び
特
殊
な
災
害
看
護
、
赤
十

字
の
緊
急
展
郎
、
地
域
災
害
対
策
、
災

宝
口
と
冨
際
協
力
、
池
域
災
害
予
防
、
災

害
訓
練
へ
の
参
加
で
構
成
さ
れ
て
い

る。
-
3
年
白
羽
詩
問
、
意
思
決
定
能
力
の

獲
得
、
基
礎
的
な
援
助
技
術
、
自
己
訓

練
、
災
害
に
お
け
る
緊
急
時
で
実
施
す

る
活
動
の
た
め
の
精
神
面
お
よ
び
実
質

的
な
能
力
向
上
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

講
す
る
。
ま
た
、
机
上
で
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
腐
し
た
の
ち
、
技
術
訓
練
、

ト
ソ
ア
ジ
(
負
傷
程
度
に
応
じ
て
治

療
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
)
訓
練
怠

ど
ち
実
施
す
る
。

現
在
、
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
は
、
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
お
よ
び
地
域
防
災
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
防
災
グ
ル
ー
プ
に
関
し

て
連
携
し
て
い
る
。
こ
の
大
学
・
病
院
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
に
よ
り
、
地

域
の
防
災
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
小
学
生
を
対

象
亡
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
一
般
の

人
々
を
対
象
に
し
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

災
害
看
護
の
国
際
協
力
の
萄
で
は
、

1

9
9
9
年
B
月
に
起
こ
っ
た
ト
ル
コ
地
震
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以
降
、
義
掲
金
の
提
供
や
、
訪
日
事
業
の

支
援
、
教
材
の
提
供
や
ワ
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
実
施
と
い
つ
だ
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
る
。
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
お
よ
び

イ
ン
ド
洋
津
波
に
つ
い
て
ち
、
タ
イ
、
ス

リ
ラ
ツ
力
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
訪

B

事
業
を
実
施
し
た
。

-
セ
ッ
シ
ョ
ン

4

「
日
本
の
防
災
シ
ス
テ
ム
と
ア
ジ

ア
地
域
巴
あ
け
る
多
国
間
防
災
協

定」
横
山
忠
弘
・
消
紡
庁
包
民
保
護
・
紡
災
部

広
場
応
援
対
策
宮

セァション4

日
本
の
消
紡
シ
ス
テ
ム
は
、
消
火
活
動

だ
け
で
な
く
、
救
刷
出
活
動
・
レ
ス
キ
コ

活
動
、
救
急
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
日

本
は
自
然
災
害
が
多
い
匿
な
の
で
、
自
衛

隊
や
警
察
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
自
然

災
害
の
毅
鈎
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

現
在
、
消
防
活
動
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
活
動
す
る
の
は
全
国
で
何
万

人
、
そ
の
他
に
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
消
防
活
動
に
従
事
す
る

ω万
人
の
消

防
邸
が
日
々
活
動
を
続
け
て
い
る
。
警
察

が
都
道
府
県
の
所
管
事
業
で
あ
る
の
に
対

し
、
消
防
は
市
町
村
の
管
轄
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
は
第
二
次
官
界
大
戦
後
の
地
万
行
政

の
制
度
改
革
の
中
で
、
住
民
に
身
近
な
市

町
村
が
消
紡
活
動
仁
従
事
す
べ
き
だ
と
の

認
識
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
拍
組
織
さ
れ
た
。

た
だ
、
大
規
模
な
災
害
が
起
こ
り
、
市
町

村
だ
け
で
は
十
分
な
活
動
が
行
え
な
い
場

合
に
は
、
国
や
都
道
府
県
ち
協
力
す
る
よ

う
な
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

世
界
で
生
じ
た
地
震
お
よ
び
火
山
の
発

生
数
や
被
害
者
数
を
見
る
と
、
日
本
は
非

常
に
自
然
災
害
が
多
い
国
で
あ
る
か
が
わ

か
る
(
図
4
)
。

そ
の
た
め
臼
本
で
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で

ス
ム
ズ
に
被
災
地
域
を
応
復
す
る
系
統

だ
っ
た
連
携
制
度
が
作
ら
れ
だ
。
大
規
模

な
被
害
を
ち
た
ら
し
だ
1
9
9
5
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
後
仁
は
、
総
務
省
消

防
庁
が
調
整
役
を
担
う
「
緊
急
消
妨
援
防

隊
」
が
発
足
し
、
市
町
村
や
都
道
府
県
の

枠
を
超
え
て
広
域
的
に
、
よ
り
効
率
的
か

っ
効
果
的
に
出
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
足
。

2
0
0
4
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
に

は
、
多
く
の
防
災
拠
点
と
な
る
べ
き
施
設

が
倒
嬢
し
、
停
電
仁
よ
っ
て
機
能
を
果
だ

さ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
、

2
0
0
4
年

m
R
m
gか
ら
け
月
1
日
ま
で
の

ω日
問
、

1
都
は
田
市
か
ら
消
防
援
肪
激
4
8
0
隊
2

1
2
1
名
、
消
防
防
災
へ
リ
コ
ブ
タ
お
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図4

世界と日本の災害の比較

出
閣
が
出
動
し
、
孤
立
集
落
等
か
ら
4
5
3

名
の
住
民
を
救
出
し
走
。

ま
定
、
海
外
で
発
生
し
だ
大
規
模
災
害

に

t
対
応
す
る
t
L
め
、
国
際
消
防
救
朗
隊

(一コ宿ヨ
$
0
3一刃Oω

口亡。↓
o
ω
ヨ
)
存
」
整
備
し
、

こ
れ
ま
で
市
回
、
海
外
各
医
へ
派
遣
し
て

活火山の数

也4

い主 この子 タ"肉望砕が気食庁舎どの資料を元に作成企 1 
丞"山は 過去一万年で議"したものを楯すτ ! 

マクニチュ ド6以上の地袋の数

徴害の割合(億米ドル)災害による死者数 (1.00C人)

川
」
叩

営界

1拙

注 1972~字かり"""手までの累積 このj"-$>"lt内笥守が
CREC酬をおこ間3

い
る
。

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
お
よ
び
イ
ン
ド

洋
津
波
災
害
に
つ
い
て
、
タ
イ
王
国
か
ら

の
要
請
を
受
け
て
、
消
防
ヘ
リ
コ
ブ
タ

2
機
を
含
む
、
国
際
消
防
援
朗
隊
総
名
を

派
遣
し
、
災
害
放
助
活
動
や
物
資
の
搬
送

な
ど
に
従
事
し
走
。
ま
だ
タ
イ
の
紡
災
ア

カ
デ
ミ
で
は
技
術
研
修
を
実
施
し
、
現

在
ち
継
続
中
で
あ
る
。

2
0
0
5
年
ゆ
月

の
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
災
害
仁
志
国
際
消
防

救
朗
隊
を
派
遣
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
北
西

辺
境
州
パ
ト
グ
ラ
ム
で
捜
索
救
助
活
動
を

実
施
し
た
。

消
防
固
と
い
う
位
組
み
は

B
本
特
有
の

仕
絡
み
で
あ
る
。
近
年
、
毘
員
は
減
少
中

で
は
あ
る
が
、
全
医
で
現
在
幻
万
人
の

人
々
が
消
妨
包
己
負
と
し
て
活
動
を
続
け
て

い
る
。
日
頃
か
ら
訓
練
を
実
施
し
た
り
、

地
域
住
民
を
訪
問
す
る
な
ど
、
安
全
・
安

の
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
新
潟
県

で
起
き
だ
台
風
被
害
の
擦
に
は
、
緊
急
媛

防
隊
は
地
一
見
の
地
理
や
具
体
的
な
状
況
に

詳
し
い
地
元
の
消
防
聞
と
連
携
し
、
協
力

し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
た
。
こ
う
し
だ
地

元
消
防
閉
が
地
域
防
災
を
麦
え
て
い
る
と

こ
ろ
が
、
包
本
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

〈
視
察
報
告
〉

旧
日
の
会
議
仁
続
き
、
加
日
は
都
内
、

幻
日

i
n日
は
新
潟
県
で
視
察
を
行
つ
定
。

-
視
察

1
B目
(
東
京
都
内
)

勾
日
、
ま
ず
外
務
省
を
訪
問
し
、
杉
田

伸
樹
国
際
協
力
局
審
議
宮
よ
り
日
本
の

O

D

A
と
復
興
援
践
の
万
針
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
走
。
続
い
て
訪
問
し
た
財
団
法
人

家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
(
ジ
ョ
イ
セ
フ
)

で
は
、
近
泰
男
理
事
長
か
ら
、
戦
後
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
新
生
活
運
動
を
通
し
定
日

本
の
母
ヱ
J

保
健
、
家
族
計
画
や
ソ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
活
動
の
経
験
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

午
後
に
は
、
品
川
に
あ
る
東
京
消
防
庁

消
防
救
闘
機
動
部
隊
(
ハ
イ
パ
レ
ス
キ

ュ
隊
)
二
万
面
隊
を
訪
問
、
こ
れ
ま
で

の
国
内
外
で
の
活
動
報
告
や
ハ
イ
パ
レ

ス
キ
ュ
ー
訓
練
の
様
子
を
見
学
し
た
。

1

9
9
5
年
1
月
何
日
に
発
生
し
た
板
神
・

淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
受
け
て
編
成
さ
れ

だ
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
は
そ
の
活
動

を
開
始
し
て
叩
年
に
な
る
。
第
二
万
面
の

部
隊
員
は
総
勢
印
名
、
初
名
ず
つ

3
受
代
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川
山
時
間
体
制
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
隊

員
は
、
重
機
や
救
難
救
助
に
対
す
る
特
殊

技
術
・
能
力
を
備
え
、
睡
眠
を
と
ら
ず
に

最
低
で
ち
花
時
間
毅
助
活
動
が
行
え
る
高

い
技
術
と
身
体
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
説
明
が
な
さ
れ
だ
。

ハイパ レスキュー隊を視察

-
視
察
2
8目
(
新
潟
県
新
潟
市
〉

東
京
を
発
ち
、
途
中
谷
川
岳
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
休
息
を
と
り
、
新
潟
市
に
向

か
つ
だ
。
車
中
で
、
村
民
が
子
で
掘
り
抜

い
だ
中
山
隠
道
一
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
映

画
「
掘
る
ま
い
か
L

(

橋
本
信
一
監
督
)
、

日
本
の
戦
後
に
お
け
る
農
村
の
生
活
改
善

と
家
族
計
画
、
農
業
改
善
、
マ
イ
ク
ロ
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
ぜ
だ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
新
生
活
運
動
L

を一ア

マ
亡
し
た
「
日
本
の
農
業
開
発
と
人
口
」

(
A
P
D
A
製
作
)
の

D
V
D
を
放
狭
し
、

視
察
の
背
景
に
つ
い
て
簡
単
な
ブ
リ

i
フ

イ
ン
グ
を
行
つ
だ
。

最
初
仁
、
新
潟
県
庁
を
訪
問
し
、
副
知

事
を
表
敬
。
そ
の
後
2
0
0
4
年
叩
月
仁

発
生
し
た
新
潟
県
中
越
大
地
震
の
概
要
と

復
興
事
業
、
危
機
管
理
対
応
仁
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

ム
コ
回
の
震
災
の
課
題
・
教
訓
酬
を
踏
ま
え

だ
県
の
防
災
体
制
の
強
化
対
策
と
し
て
、

災
害
対
応
業
務
に
日
間
し
疋
組
織
編
成
、
訓

練
な
ど
の
対
応
力
の
強
化
、
問
時
間
宿
直

体
制
の
採
用
、
職
員
の
非
常
招
集
の
だ
め

の
メ
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
構
築
と
い
っ
た

災
害
対
策
本
部
機
能
・
組
織
の
見
直
し
ゃ

情
報
収
集
体
制
の
強
化
と
い
っ
疋
対
策
が

と
ら
れ
て
い
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

自
治
体
問
で
は
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
、
人
事
交
流
や
共
同
訓
練
の
実
胞

に
よ
り
平
常
時
聞
か
ら
の
協
力
体
制
の
強
化

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
住
民
自
ら
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
定
め
、
地
域
防

災
刀
の
強
化
や
、
災
害
時
に
住
民
が
初
期

消
火
や
避
難
誘
導
や
救
護
な
ど
が
行
え
る

よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
や
リ
ダ
研
修
を
開

催
し
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
進
め
、

機
材
購
入
や
訓
練
等
の
活
動
費
用
の
支
援

乞
行
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
農
業
改
良
普
及
と
女
性
の
生

活
改
善
が
一
体
の
ち
の
と
し
て
行
わ
れ
た

経
緯
と
、
ま
た
新
潟
県
の
農
村
女
性
の
地

位
向
上
施
策
の
現
状
仁
つ
い
て
説
明
を
受
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新潟防災センヲ で災害対策用機械の説明を受ける議員団

け
た
。
会
か
ら
約
叩
年
前
、
昭
和

m
l初

年
代
の
農
村
は
貧
し
く
、
普
及
員
は
女
性

農
業
者
が
か
ま
ど
や
作
業
衣
の
改
善
、
公

衆
衛
生
と
い
っ
た
日
々
の
生
活
に
密
接
し

だ
課
題
を
自
ら
考
え
、
行
動
し
、
改
善
す

る
こ
と
を
推
進
し
だ
。
生
活
改
善
の
普
及

は
、
技
術
指
導
だ
け
で
な
く
、
一
し
れ
ま
で

取
り
組
ん
だ
活
動
を
発
表
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
女
性
の
力
を
地
域
社
会
で

認
め
さ
せ
る
こ
と
に
ち
成
泊
し
た
。

現
在
、
新
潟
県
で
は
、
農
業
と
生
活
の

担
い
手
と
し
て
、
女
性
の
自
立
と
技
術
の

向
上
が
新
潟
の
社
会
の
隠
発
に
貢
献
す
る

と
の
認
識
の
下
、
女
性
の
政
策
・
万
針
決

定
の
場
へ
の
参
画
促
進
、
社
会
参
画
の
だ

め
の
能
力
向
上
と
参
画
促
進
、
女
性
リ

ダ
の
育
成
と
組
織
化
、
女
性
組
織
簡
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
支
援
し
て
い
る
。

そ
の
後
別
室
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表

議
員
に
対
し
て
、
新
潟
県
民
か
ら
集
め
ら

れ
疋
募
金
の
目
録
と
親
書
の
目
録
贈
呈
式

が
行
わ
れ
走
。

新
潟
県
庁
を
後
仁
し
、
北
陸
技
術
事
務

所
新
潟
妨
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
同
セ
ン

タ
ー
で
、
新
潟
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
定
地

震
や
水
害
、
雪
害
と
い
っ
た
白
然
災
害
が

発
生
し
疋
際
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
セ
ン
タ
ー
に
装
備
さ
れ
て
い
る
災
害

対
策
用
機
械
と
防
災
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
の
見
学
を
行
つ
走
。
新
潟
県
中
越
地

震
で
ち
土
砂
崩
落
現
場
で
活
躍
し
だ
、
遠

隔
よ
り
操
縦
で
き
、
二
次
災
害
を
防
い
で

復
旧
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
遠
隔

操
縦
対
応
型
シ
ョ
ベ
ル
L

や
、
災
害
発
生

後
に
橋
梁
な
ど
の
構
造
物
の
安
全
師
事
却
を

行
う
「
橋
梁
点
検
車
」
な
ど
、
参
加
議
員

は
大
き
な
隠
必
を
寄
ぜ
、
積
極
的
な
質
問

や
意
見
受
換
が
な
さ
れ
た
。

-
視
察

3
8日
(
新
潟
目
K
長
岡
市
)

長
岡
市
長
を
表
敬
し
、
お
当
者
か
ら
長

岡
市
の
消
防
団
活
動
と
母
子
保
健
活
動
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
だ
。

現
在
、
長
岡
市
の
消
防
団
員
は
現
在
約

4
0
0
0
人
(
う
ち
女
性
2
人
)
、
川
の
分

団
が
あ
る
。
通
常
、
団
員
は
白
分
の
職
業

に
就
い
て
い
る
が
災
害
時
に
は
参
集
し
、

消
防
活
動
だ
け
で
な
く
風
水
害
、
大
地
震

な
ど
の
災
害
時
仁
志
救
助
活
動
に
あ
た
っ

て
い
る
。
ま
疋
災
害
時
以
外
で
ち
火
災
の
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中山隠道

予
防
や
住
民
に
対
す
る
啓
発
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
躍
し
、
地
域
の
消
防
防
災
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。長
周
市
で
は
、
母
7
7
保
健
推
進
国
興
協
議

会
が
昭
和
以
年

7
月
初

g
に
設
立
さ
れ
、

現
在
2
6
5
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
基
本
的
な
活
動
は
妊
婦
や
家
族
、
両

親
へ
の
産
部
産
後
の
相
談
や
ケ
ア
、
家
庭

訪
問
の
他
、
地
域
特
色
や
妊
婦
の
状
態
、

赤
ち
ゃ
ん
の
年
齢
に
合
わ
ゼ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
二
|
ズ
仁

〈
一
口
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

参
加
議
員
の
多
く
は
資
料
と
し
て
配
布

さ
れ
疋
母
予
手
帳
に
感
銘
を
受
け
、
母
?
7

の
健
康
を
改
善
す
る
だ
め
の
こ
の
よ
う
な

制
度
を
ぜ
ひ
参
考
に
し
だ
い
と
の
声
が
上

が
っ
た
。
続
い
て
、
旧
山
古
志
村
の
震
災
現
場
・

復
旧
現
場
を
視
察
。
東
竹
沢
湾
道
閉
塞
現

場
で
は
。
土
砂
崩
れ
u

で
は
な
く
，
山
が

動
い
た
H

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
と
地
す
べ
り
の
被
害
が
あ
っ
た
。

現
在

t
な
お
、
崩
落
し
疋
土
砂
を
撒
去
し
、

崩
れ
だ
斜
箆
は
山
頂
付
近
か
ら
コ
ン
ク
リ

i
卜
や
崩
落
ブ
ロ
ッ
ク
で
保
護
す
る
な
ど
、

各
所
で
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
旧
古
志
郡
山
古
志
村
小
松
村

集
港
に
あ
る
中
山
隆
道
を
見
学
。
中
山
隠

道
は
昭
和
8
年
か
ら
均
年
の
歳
月
を
か
け

て
作
ら
れ
左
手
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、

幅
2

m
、
高
さ
2
・
5

m
長
さ

1
い
聞
に
及

ぶ
隠
道
は
ツ
ル
ハ
シ
の
み
で
掘
り
抜
か
れ

て
い
る
。
か
つ
て
、
日
本
で
ち
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
あ
る
こ
の
集
落
は
、
冬
に
な
る

と
援
の
孤
島
に
な
り
、
病
人
が
出
る
と
背

中
に
病
人
を
担
ぎ
、
雪
深
い
中
半
日
以
上

ち
か
け
て
標
高
4
0
0
m
の
峠
を
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
多
数
の
病

人
が
子
連
れ
で
亡
く
な
っ
た
。
村
人
走
ち

は
中
山
峠
に
隆
道
を
掘
ろ
う
と
計
画
し
、

均
年
の
歳
月
を
か
け
自
ら
の
子
で
隠
道
を

貫
通
さ
ぜ
た
。

参
加
し
た
議
員
か
ら
は
、
「
今
回
の
会
議

お
よ
び
視
察
で
、
常
日
日
明
か
ら
防
災
対
策

を
包
括
的
に
考
え
る
位
紹
み
を
学
ん
だ
。

帰
国
後
、
白
国
の
専
門
家
在
日
本
に
派
遣

す
る
万
法
を
探
る
な
ど
、
具
体
的
な
活
動

に
つ
な
げ
疋
い
」
、
つ
日
本
の
地
域
の
自
発

的
な
努
力
が
、
日
本
の
発
展
を
支
え
て
き
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た
と
理
解
し
た
。
衝
撃
を
受
け
る
と
河
時

に
非
常
に
感
の
し
た
」
、
「
日
本
人
が
ど
れ

ほ
ど
の
努
力
を
し
て
会
日
の
成
幼
を
築
き

あ
げ
た
か
が
わ
か
つ
だ
L

、
「
地
方
行
政
や

国
家
行
政
が
有
機
的
か
つ
効
率
的
に
こ
の

池
域
の
努
力
を
支
獲
し
て
い
る
」
、
「
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
た
様
々
な
情
報
や
知
識

を
自
国
に
持
ち
帰
り
、
日
本
の
経
験
に
学

ぶ
よ
う
働
き
か
け
た
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
聞
か
れ
だ
。

国会議員会議・視察
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地球シグナル

子光

私の仕事と人口問題

堀内

国
際
的
な
仕
事
と
し
て
労
働
問
題
、
人
権
、

男
女
平
等
問
題
に
、
過
去

m年
以
上
も
携
わ

っ
て
き
た
が
、
人
口
問
題
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
取
り
組
む
燦
に
常
に
関
わ
っ
て
い
た

と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。
最
初
の
国
際
的
な

人
口
問
題
の
取
り
組
み
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

で
始
ま
っ
た
。
出
年
4
局
、
当
時
ウ
ィ
ー
ン

に
あ
っ
た
国
連
事
務
局
女
性
の
地
位
向
上
部

(
幻
年
二
ユ

i
ヨ
ー
ク
に
再
移
転
)
に
、
第

3
回
冨
連
世
界
女
性
会
議
(
缶
年
ナ
イ
ロ
ビ

で
関
催
)
の
準
備
事
務
局
員
兼
織
員
と
し
て

赴
任
し
た
と
き
、
最
終
準
備
段
階
に
あ
っ
た

世
界
会
議
の
提
出
文
書
の
ド
ラ
フ
ト
作
成
に

投
入
さ
れ
た
。
異
体
的
に
は
、
「
国
連
女
性

の

ω年
(
苅

1
出
年
)
」
後
半
5
年
間
の
世

界
行
動
計
闘
お
よ
び
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
い

ず
れ
も
%
年
第
1
回
世
界
女
性
会
議
で
採

択
)
の
見
直
し
と
評
価
に
開
閉
す
る
国
連
事
務

総
長
報
告
の
う
ち
の
人
口
問
題
お
よ
び
冨
連

女
性
職
員
の
状
況
各
国
連
機
関
の
女
性
職

員
に
対
す
る
政
策
措
置
の
2
部
門
を
担
当

し
た
。
世
界
会
議
の
事
務
局
ド
ラ
フ
ト
の
締

め
切
り
は
、
夏
。
も
う
既
に
他
の
部
門
は
、

32 

ド
ラ
フ
ト
が
杷
当
に
進
ん
で
い
た
が
、
手
が

つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
2
つ
の
部
門

を
、
い
ず
れ
の
部
門
も
専
門
家
で
な
い
、
手

が
空
い
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
新
参
者
の
私

に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
入
手
不
足
の
た
め
で
あ
る
。
人
口
問
題

に
つ
い
て
い
え
ば
、
世
界
行
動
計
画
ゆ
パ
ラ

グ
ラ
フ
で
譲
わ
れ
て
い
る
(
個
人
お
よ
び
夫

婦
は
子
ど
も
の
数
お
よ
び
出
産
間
隔
を
自
由

か
つ
責
任
を
持
っ
て
決
定
し
、
そ
の
た
め
の

情
報
お
よ
び
手
殺
を
持
つ
権
利
を
有
す
る
。
)

こ
と
に
つ
い
て
の
政
策
も
含
め
た
実
施
状
況

に
つ
い
て
、
加
盟
国
に
対
し
て
行
わ
れ
た
調

査
の
結
果
分
析
が
私
の
位
事
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
叫
年
ブ
カ
レ
ス
ト
で
間
開
催
さ
れ
た
初

の
世
界
人
口
会
議
で
確
認
さ
れ
て
い
た
権
利

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
人
口
問
題
に
真

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
当
時
の

私
に
と
っ
て
は
、
男
女
平
等
問
題
の
幅
の
広

さ
を
実
感
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
終
段
階

で
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
例
年
の
カ
イ
ロ

人
口
会
議
の
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
の
中
心
概



念
の
一
つ
を
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
、
府
内
を
書

い
た
か
は
、
何
分
に
も
か
な
り
前
の
こ
と
な

の
で
正
確
に
思
い
起
こ
せ
な
い
。
時
間
が
で

き
た
ら
当
時
の
文
書
を
読
み
返
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
が
、
冷
戦
構
造
下
、
中
央
計
薗
経

済
の
包
々
が
、
憲
法
上
あ
る
い
は
法
制
上
男

女
平
等
原
則
が
確
立
し
て
い
る
と
、
原
理

原
則
聞
の
み
で
割
り
切
ろ
う
と
す
る
態
度
に
強

い
違
和
感
を
覚
え
た
こ
と
だ
け
は
記
憶
し
て

い
る
。
男
女
平
等
は
法
制
上
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
(
比
四

2
2
0
(事
実
上
)
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
の
は
、

A
7
も
変
わ
り
な
い
。

叩
年
代
後
半
か
ら
は
、
昨
年
ま
で

ω年
間

ア
ジ
ア
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
国
連
専
門

機
関
で
あ
る
笛
際
労
働
機
関

(
l
L
O
)
で

働
い
た
。

ω年
前
は
世
界
人
口
の

5
人
に
1

人
を
占
め
、
圧
倒
的
に
多
い
貧
し
い
人
々
の

存
在
今
で
も
叩
億
以
上
に
、
人
々
が
生

産
的
一
雇
用
を
持
つ
こ
と
が
ま
と
も
な
(
デ
1

セ
ン
ト
)
生
活
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
、
改
め
て
確
信
さ
せ
ら
れ
た
o

お
年
の

霞
連
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
目
標
で
も

あ
る
。
一
雇
用
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
社
会
経
済
政

地球シゲナル

い依題策
。拠のが
す観必
る点要
も|だ
の個が
で人
あの
る選方
が択で
|に供
も墓給
看づ側
透くの
で行人
き為。
なに筒

仕
事
が
な
い
こ
と
は
、
現
在
も
深
刻
な
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
の
課
題
で
あ
る
。

2
0
0
5

年
世
界
で

4

3

%
の
経
済
成
長
率
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
率
は
改
善
を
見

せ
て
い
な
い
。
若
者
の
失
業
率
は
む
し
ろ
ほ

と
ん
ど
の
世
界
地
域
で
上
昇
し
て
い
る
。
増

え
続
け
る
新
規
労
働
市
場
に
参
入
す
る
、
そ

の
多
く
を
占
め
る
若
年
者
た
ち
に
、
ま
と
も

な
仕
事
を
供
給
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
か

ら
ゆ
年
間
、
地
球
規
模
で
、
毎
年

4
9
8
0

万
人
の
仕
事
が
供
給
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
人
々
の
国
際
移
動
密
入
国
や
人

身
売
買
と
い
っ
た
非
正
規
の
流
れ
も
含
め

l
、
開
発
途
上
密
か
ら
の
流
れ
は
、
「
デ
1

セ

ン

ト

つ

l
ク
」
が
彼
ら
の
醤
に
な
い
か

ら
で
あ
る
。
紙
樋
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

結
論
を
手
短
に
い
え
ば
、
人
々
が
生
活
の
糧

を
得
て
、
生
き
が
い
や
自
己
実
現
を
図
る
た

め
こ
そ
が
、
人
間
の
安
全
保
樟
と
い
え
、

「
仕
事
」
を
中
心
に
す
え
た
国
際
協
力
を
も

っ
と
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

(
前
国
際
労
働
機
関

(
|
L
O
)
鮭
ヨ
代
表
)
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V

ンセヴノ「広島から未来へのメ

~人類と地球の平和な未来のために~

国際協力」• エイズ• 環境• 人口

間
山
月

6
白
、
広
島
田
町
広
島
市
「
西
区
民

文
化
セ
ン
タ

L

で
、
ア
ジ
ア
人
口
・
開

発
協
会

(
A
P
D
A
)
主
催
、
広
島
大
学

後
援
に
よ
り
、
市
民
セ
ミ
ナ
「
人
類
と

地
球
の
平
和
的
な
未
来
の
定
め
に
|
人

口
・
環
境
・
エ
イ
ズ
・
悶
際
協
力
L

が
開

催
さ
れ
た
。

講
師
に
内
鴎
善
兵
衛
・
お
茶
の
水
大
学

名
誉
毅
授
、
梯
正
之
・
広
島
大
学
大
学
院

保
健
学
研
究
科
教
授
、
水
本
和
実
・
広
島

市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
助
教
授
を
迎

え
、
平
和
の
基
礎
的
条
件
と
し
て
の
地
球

環

境

、

グ

ロ

パ

リ

ゼ

l
シ
ョ
ン
の
中
で

の
感
染
症
の
持
つ
意
昧
、
お
よ
び
広
島
か

ら
の
国
際
協
力
と
い
う

3
つ
の
視
点
か
ら

講
演
を
い
だ
だ
い
た
。
間
引
き
続
き
行
わ
れ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
柏

村
武
昭
・
参
議
院
外
受
防
衛
委
員
長
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
、
楠
本
修

A
P
D

A
事
務
局
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
た
。会
場
に
集
ま
つ
だ
お
よ
そ

2
0
0
人
の

観
衆
は
、
「
平
和
L

と

い

う

キ

ヴ

ド

を

轄
に
多
角
的
な
視
点
で
提
起
さ
れ
た
人
類

が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
、
平
和
で
持
続

可
能
な
地
球
の
た
め
の
提
言
に
熱
の
に
立

を
傾
け
た
。

(
講
演
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
。
講
演
全
容

は

A
P
D
A
ソ

ソ

ス

シ

リ

ズ

陥

斜

に

3，¥ 

掲
載
)

内
嶋
善
兵
衛
教
授

「
私
た
ち
の
生
活
と
地
球
混
暖
化
」

現
在
の
日
本
人
の
多
く
が
一
一
号
受
し
て
い

る
、
冷
暖
房
完
備
、
移
動
は
車
、
仕
事
は

機
械
仁
よ
る
軽
作
業
と
い
っ
た
快
適
で
便

利
な
生
活
は
、
多
量
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ

に
士
又
え
ら
れ
て
い
る
。
測
定
に
よ
る
と
、

普
通
の
成
人
が
中
程
度
の
労
働
を
し
て
生

活
を
す
る
に
は
、

1
万
2
0
0
0
(
U
U
2

8
7
0
k
c
a
l
)
/
(人
・
日
)
の
ヱ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

2
0
0
0
年

の
8
本
人
の

1
9
1
人
当
た
り
の
一
次
工

ネ
ル
ギ

l
消
費
量
は

m
-
5
X
1
0
0
0

O
K
J
で
あ
り
、
-
し
れ
は
私
た
ち
が
毎
日

食
べ
る
食
物
内
の
エ
ネ
ル
ギ
震
の
約
的

倍
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
私
走
ち
が
享
受

し
て
い
る
文
明
生
活
は
、
約
特
人
の

m

工
ネ

ル
ギ
|
召
使
M

の
お
蔭
で
あ
る
と
い
え
る
。

ヱ
ネ
ル
ギ

l
召
使
の
大
半
は
化
石
燃
料



広島セミナー

パネルディスカッション

(
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
)
が
占
め
て
お

り、

1
9
5
0
年
以
経
急
増
し
て
い
る
。

化
石
燃
料
の
使
用
は
炭
酸
ガ
ス
の
放
出
に

結
び
つ
き
、
大
気
環
境
に
影
響
を
与
え
、

生
態
系
や
食
糧
生
産
に
ち
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
豊
か
な
生
活

へ
の
欲
望
に
よ
り
、
森
林
・
草
原
が
連
続

的
に
消
滅
し
、
海
洋
環
境
の
荒
廃
が
進
み
、

多
く
の
生
物
種
が
絶
滅
し
始
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
人
筒
は
、
ま
だ
地
球
が
人
間
の

欲
望
を
満
た
し
得
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

既
に
地
球
は
限
界
を
突
破
し
て
い
る
。
闇

雲
に
工
ネ
ル
ギ

i
浪
費
を
続
け
て
い
る
私

た
ち
の
生
活
を
考
え
直
し
、
地
球
が
末
代

ま
で
生
き
続
け
る
よ
う
努
力
す
る
べ
き
で

あ
る
。

梯
正
之
数
回
伐

「
感
染
症
の
人
口
学
か
ら
見
え
て
く
る

人
類
の
未
来
」

感
染
疲
の
流
行
に
は
、
病
原
体
の
杏
在

の
他
、
宿
主
で
あ
る
人
間
の
栄
養
状
態
や

行
動
様
式
、
感
染
経
路
な
ど
の
環
境
条
件

が
関
係
し
、
人
類
の
生
活
様
式
全
体
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
。
感
染
疲
の
流
行
条
件

仁
、
人
口
規
模
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と

が
必
要
と
い
う
ち
の
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、

麻
疹
で
は
お
万
人
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
の
都

市
で
な
い
と
持
続
的
仁
流
行
が
続
か
な
い

と
い
う
。
ま
だ
人
類
が
狩
猟
採
集
経
済
だ

っ
た
頃
に
は
、

A
7
入
閣
を
苦
し
め
て
い
る

多
く
の
感
染
症
は
存
在
し
な
か
っ
た
だ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。
ム
コ
の
時
代
は
人

c
t

著
し
く
出
唱
え
、
奥
地
ま
で
開
発
が
進
み
新

し
い
病
原
体
と
接
触
す
る
機
会
が
増
え
、

人
や
物
の
移
動
ち
ど
ん
ど
ん
激
し
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
新
し
い
感
染
症
が
ど
ん
ど

ん
出
て
き
て
ち
何
の
不
思
議
ち
な
い
時
代

で
あ
る
。
現
在
、
感
染
症
の
中
で
ち
世
界
的
に
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

H

V

/
工
イ
ズ
で
あ
る
。

H
l
V
感
染
者
は

世
界
中
で
お
よ
そ
3
8
0
0
万
人
、
去
年

1
年
間
に

4
0
0
万
人
以
上
が
新
だ
に
感

染
し
、
ー
年
で
3
0
0
万
人
近
く
が
亡
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に
見

れ
ば
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
ソ
力
で
感
染

者
が
一
番
多
く
、
つ
い
で
、
ア
ジ
ア
が
B

3
0
万
人
と
多
い
。
出
較
的
所
得
レ
ベ
ル

が
高
く
な
い
国
で
工
イ
ズ
が
流
行
・
拡
大
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し
て
い
る
の
は
、
予
防
仁
関
す
る
情
報
を

伝
え
よ
う
に
石
メ
デ
ィ
ア
が
な
い
、
(
予
が

読
め
な
い
な
ど
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て

い
る
だ
め
で
ち
あ
る
。
一
万
臼
本
で
ち
、

日
赤
の
献
血
者
仁
含
ま
れ
る
H
i
V
揚
性

老
の
割
合
を
見
る
と
、
毎
年

ω
%
以
上
の

割
合
で
義
実
に
増
え
て
い
る
。

感
染
症
(
疫
病
)
陪
、
戦
争
や
紛
争
と

と
ち
に
、
増
え
す
ぎ
た
人
口
を
減
少
さ
ぜ

る
人
口
調
節
要
因
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
人
口
を
適
切
な
水
準
に
保
つ
位
組
み

を
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
手
段
に
任
ゼ
て
お

く
の
で
は
な
く
、
持
続
弓
能
な
人
筒
の
生

態
学
的
な
生
存
条
件
を
確
保
し
て
い
く
中

で
、
戦
争
や
紛
争
、
あ
る
い
は
感
染
症
に

よ
る
人
口
謁
節
の
必
要
の
な
い
、
人
類
の

平
和
な
社
会
が
実
現
す
る
の
だ
と
思
う
。

会場内の様子

水
本
和
実
教
綬

「
広
島
か
ら
の
平
和
貢
献
の
推
進
」

こ
こ
数
年
、
広
島
で
は
国
際
的
な
平
和

貢
献
の
推
進
と
い
う
新
疋
な
平
和
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
広
島
県
が
2
0

0
1
年
仁
発
足
さ
せ
た
「
平
和
政
策
研
究

会
」
(
委
員
長
・
明
石
康
氏
)
は
、

2
0
0

3
年
3
月
、
「
『
ひ
ろ
し
ま
平
和
貢
献
構
怨
』

報
告
書
i
i
i
祈
る
平
和
か
ら
創
り
出
す
平

和
ヘ
L

を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
「
広
患
の

復
興
体
験
を
土
台
仁
、
世
界
で
悲
惨
な
破

壊
を
経
験
し
だ
地
域
に
子
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
で
、
強
毘
な
平
和
の
礎
を
築
こ
う
」

と
い
う
提
二
一
一
口
で
あ
つ
だ
。

そ
の
後
、

2
0
0
3
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
現
地
調
査
を
実
施
後
、
国
際
協
力

機
構

(
J
C
A
)
の
「
草
の
根
技
術
抑
制

力
事
業
」
に
申
請
し
、

2
0
0
5
年
か
ら
、

全
国
で
ち
珍
し
い
自
治
体
の
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
に
よ
る
平
和
貢
献
活
動
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
始
ま
っ
た
。
旦
一
体
的
な
活
動
内
容
は
、

村
の
小
学
校
を
拠
点
に
し
た
叡
育
・
保
健

医
療
支
援
で
あ
る
。
教
古
田
分
野
の
活
動
は
、

か
つ
て
教
育
県
と
呼
ば
れ
た
広
島
の
数
育

専
門
家
を
派
遣
し
、
現
地
の
先
生
疋
ち
に

研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。
教
湾
の
重
要
性

を
認
識
ぜ
ず
、
学
校
に
通
わ
せ
だ
が
ら
な

い
親
ち
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
た
め
、
熱
意

あ
る
教
員
の
育
成
が
雲
間
主
で
あ
る
。

一
万
、
保
健
・
医
療
分
野
の
活
動
は
、

広
島
の
医
師
・
保
健
師
・
看
護
師
ら
医
療

関
係
者
を
派
遣
し
、
小
学
校
の
児
童
ら
に

公
衆
衛
生
の
基
礎
知
識
を
教
え
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
で
保
健
教
育
が
定
着
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
並
行
し
て
、
日
本

で
は
当
た
り
前
だ
が
、
現
地
で
は
ま
だ
実
施

さ
れ
て
い
な
い
身
体
測
定
志
行
っ
て
い
る
。

広
島
の
中
に
は
、
「
原
爆
投
下
に
よ
る
被

害
や
、
放
射
線
に
よ
る
後
遺
障
害
へ
の
救

済
す
ら
ま
だ
不
十
分
な
の
に
、
広
島
か
ら

外
国
に
支
援
活
動
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
L

と
い
っ
定
見
万
や
、
「
広
島
の
平
和
の
役
目
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は
、
被
爆
体
験
を
継
承
し
て
核
兵
器
の
怖

さ
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
考
え

ち
あ
る
。
だ
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る

ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
虐
殺
を
は
じ
め
、
世
界

に
は
様
々
な
悲
惨
な
体
験
が
あ
る
。
と
ち

に
悲
惨
な
体
験
や
記
憶
を
共
有
し
、
と
ち

に
そ
う
し
た
体
験
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ

な
い
よ
う
普
選
的
な
平
和
観
を
築
く
こ
と

が
、
グ
ロ
パ
ル
な
平
和
に
は
不
弓
欠
で

あ
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
柏
村
武
昭
・
参
議
院
外
受

防
衛
委
員
長
と
楠
本
修
A
P
D
A
事
務
局

長
を
加
え
、
「
平
和
と
人
口
」
を
力
ギ
仁
、

人
類
と
地
球
の
平
和
な
未
来
の
構
築
に
は

伺
が
必
要
か
議
論
一
を
深
め
た
。

ね
村
議
員
は
、
「
世
界
の
主
要
穀
倉
地
帯

の
一
部
で
は
地
下
水
の
水
位
が
年
々

1
m

ず
つ
下
が
り
、
そ
の
う
ち
地
球
全
体
の
飲

み
水
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て

い
る
。
現
在
印
億
の
地
球
の
人
口
は
、

2

0
5
0
年
に
は
お
よ
そ

ω億
に
な
る
と
予

想
さ
れ
、
や
が
て
水
を
め
ぐ
る
紛
争
の
可

広島セミナ

能
性
ち
出
て
く
る
か
ち
し
れ
な
い
。
今
日

の
講
演
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
地
球
の
人
口

は
、
環
境
、
食
料
、
感
染
症
そ
し
て
平
和

に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
こ
う
し
だ
問
題

を
合
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
、
我
々
の
地
球

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危

倶
し
て
い
る
L

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

内
崎
教
授
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
人
口
約

1
億
2
6
0
0
万
は
年
間
5
0
0
0
万
ト

ン
の
穀
類
を
消
費
し
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
白
匿
で
作
っ
て
い
る
の
は
1
5
0
0
万

ト
ン
に
す
ぎ
ず
、

3
5
0
0
万
ト
ン
は
外

国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
生
産
物
を
輸
入

す
る
際
は
、
そ
の
生
産
物
を
作
る
際
に
必

要

と

し

た

で

ハ

チ

ヤ

ル

ウ

才

タ

(
仮
想
水

)
L
t輸
入
し
て
い
る
と
考
え
る

と、

B
本
は
年
間
約
3
5
0
億
ト
ン
の
パ

チ
ャ
ル
ウ
ォ

l
勾
ノ
を
輸
入
し
て
い
る

こ
と
仁
な
る
。
つ
ま
り
、
「
日
本
は
水
が
震

か
な
固
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
く
ら
い
大

量
の
水
を
生
産
物
と
い
う
形
で
輸
入
し
て

い
る
お
か
げ
で
こ
の
豊
か
怠
食
生
活
を
維

搭
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
怠
い
」

と
指
摘
し
だ
。

梯
数
授
は
、
「
資
源
の
乏
し
い
日
本
が
成

り
立
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
他
の
固
と

夜
間
町
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
る
か
ら
に
相

遣
な
い
」
と
平
和
の
大
切
さ
互
強
認
、
水

本
教
綬
は
、
「
日
本
の
外
ヘ
出
て
、
ぜ
ひ

様
々
な
場
所
を
訪
れ
経
験
す
る
こ
と
で
、

1
つ
1
つ
の
ち
の
の
大
切
さ
と
平
和
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
L

と
力
説
し
だ
。

最
後
に
楠
本
事
務
局
長
は
、
「
戦
争
の
理

由
と
し
て
直
接
、
人
口
増
加
や
資
源
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
戦
争

の
起
こ
っ
て
い
る
地
域
で
は
必
ず
そ
の
よ

う
な
要
因
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

箪
事
的
な
安
全
保
障
だ
け
で
平
和
が
ち
た

ら
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
人
間
の
安
全

保
障
』
と
い
う
織
念
が

B
本
の
援
肪
政
策

の
基
本
に
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
地
球

環
境
、
女
性
の
健
康
、

H
i
V
/
工
イ
ズ

の
感
染
疫
対
策
を
含
め
た
人
口
問
題
、
貧

図
削
減
と
い
っ
た
非
軍
事
的
な
安
全
保
障

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
基
本
は
、
生
ま
れ
て
き
た

人
々
が
人
間
ら
し
く
誇
り
を
待
っ
て
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

で
あ
る
」
と
総
括
し
疋
。

(
恒
川
ひ
と
み
)
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社
会
保
障
の
経
済
効
果
を
考
慮
し
た
議
論
を

ー
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

「
第
什
回
厚
生
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」

「
現
在
、
社
会
保
俸
を
め
ぐ
る
議
論
は
社

会
保
障
費
に
関
す
る
負
担
面
だ
け
が
強
認

さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
社
会
保

障
に
よ
っ
て
生
じ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野

で
の
一
雇
用
や
社
会
保
障
に
よ
る
生
活
安
定

効
果
・
所
得
再
配
分
効
果
な
ど
と
い
っ
た

B
本
経
済
に
対
す
る
効
果
を
総
合
的
に
分

析
し
て
み
な
け
れ
ば
、
社
会
保
俸
の
適
切

な
評
価
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

主
催
す
る
「
第
円
回
厚
生
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」

で
、
京
短
高
官
一
・
同
研
究
所
長
は
、
こ
の

よ
う
に
訴
え
走
。
京
極
所
長
は
、
社
会
保

障
を
単
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ

i
ネ
ッ
ト
と
し

か
ら

て
論
じ
る
べ
き
で
は
な
く
、
医
療
サ
ビ

ス
の
提
供
に
よ
る
保
健
の
維
持
・
提
供
や
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
仁
よ
る
産
業
・
雇

用
創
出
効
果
と
い
っ
た
「
国
民
経
済
の
中

で
の
社
会
保
障
の
役
割
・
位
置
づ
け
L

を

し
た
う
え
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

主
張
。
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
で
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
社
会
保
障
負
担
や
そ
の
利
用
を

め
ぐ
る
論
認
に
対
し
一
石
を
投
じ
そ
う
だ
。

合
間
出
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
社
会
保
障
」
と

「
人
口
問
題
L

を
相
互
に
隔
年
で
扱
う
包
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
主
催
す

る
ち
の
で
、
什
月
1
日
に
「
社
会
保
障
と

日
本
経
済
社
会
保
障
の
経
済
効
果
を
考

え
る
」
(
後
援
読
売
新
聞
社
)
と
題
さ

れ
、
国
連
大
学
園
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ

た
。
講
演
と
パ
ネ
リ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
セ
ミ
ナ
に
は
、
お
よ
そ

1
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、

社
会
保
障
に
関
す
る
関
山
の
高
さ
を
窺
わ

世
走
。基
調
講
演
に
立
っ
た
京
極
高
官
了
同
研

究
所
所
長
は
、
社
会
保
障
を
め
ぐ
っ
て
社

会
保
険
料
出
兆
6
3
0
2
億
円
と
い
う
巨

額
な
負
担
額
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る

が
、
社
会
保
障
の
主
な
経
済
効
果
と
し
て
、

社
会
保
障
給
付
の
金
額
(
年
金
お
よ
そ
幻

兆
9
5
0
0
億
円
と
医
療
部
門
の
給
付
費

お
よ
そ
お
兆
2
0
0
0
億
円
を
含
む
合
計

制
兆
2
6
6
8
億
円
)
が
日
本
経
済
に
も

た
ら
す
効
果
を
負
担
額
と
と
ち
に
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
と
し
、
生
活
保
護
ゃ
い
わ
ゆ

る
失
業
保
険
に
よ
っ
て
力
パ
さ
れ
て
い

る
直
接
的
な
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
市
場

運
用
さ
れ
る
年
金
積
立
金
の
効
果
(
市
場

経
済
へ
の
資
金
循
環
)
や
医
療
や
介
護
、

生
涯
福
祉
・
児
童
福
祉
と
い
っ
た
社
会
サ

ビ
ス
が
持
つ
雇
用
創
出
効
果
な
ど
を
総

合
的
に
分
析
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
医
療
保
健
分
野

で
新
生
児
死
亡
率
低
下
が
ち
疋
ら
し
た
経

済
効
果
と
し
て
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
後

半
の
経
済
を
労
働
力
と
し
て
支
え
走
こ
と

を
一
訴
す
と
と
ち
に
、
近
年
の
介
護
サ
ビ

ス
に
よ
っ
て
地
域
経
済
活
性
化
仁
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
点
を
強
調
し
た
。

続
い
て
、
デ

i
ビ
ッ
ド
・
ワ
イ
ズ
簿
士

(
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
数
回
目
)
は
、
コ
高
齢
化

と
健
康
寿
命
の
延
伸
高
齢
者
の
就
業
は

高
ま
る
か
っ
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、

社
会
保
障
制
度
の
変
更
に
よ
っ
て
高
齢
者

就
職
率
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を

一
ア
|
マ
仁
日
本
や
欧
米
の
事
例
を
報
告
し

t
L

。

セミナ には100名以上の参加者が集まった

ワ
イ
ズ
簿
土
は
、
現
在
イ
タ
リ
ア
、
ベ

ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で

行
わ
れ
て
い
る
早
期
退
職
者
の
就
業
仁
対

す
る
諜
税
と
高
齢
者
の
非
労
働
力
化
率
と

の
聞
に
は
強
い
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
と

し
、
欧
米
諸
匿
の
場
合
、
現
在
の
よ
う
な

柱
会
保
障
給
付
が
高
齢
者
の
就
業
率
を
低

く
す
る
原
図
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
博

士
に
よ
れ
ば
、
給
付
方
法
の
変
更
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
就
業
率
が
上

昇
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
保
障
財
政
仁
大

き
な
負
担
軽
減
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と

い~つ。ま
疋
ワ
イ
ズ
博
士
は
、
一
高
齢
者
の
雇
用

に
よ
っ
て
若
い
人
た
ち
の
職
が
奪
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
近
年
の
主
張

に
対
し
て
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
、
反
対
仁

退
職
者
の
増
加
に
よ
っ
て
社
会
保
障
給
付

が
憎
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
負

担
が
増
大
し
、
結
果
と
し
て
若
年
層
の
一
雇

用
が
創
出
さ
れ
な
い
と
主
張
。
年
金
制
度

の
給
付
が
早
期
引
退
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
、
そ
の
定
め
に
就
労
が
沼
害
さ
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
保
障
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
、
高
齢
者
が
労
働
市
場
か
ら

徐
々
に
退
出
す
る
就
業
形
態
が
望
ま
し
い

と
報
告
を
ま
と
め
だ
。

社
会
保
障
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
社
会
保

障
費
の
負
担
と
不
適
切
な
利
用
と
い
っ
た

話
題
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
、

社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
負
担
面
だ
け
で

は
な
く
、

B
本
経
済
全
体
へ
の
影
響
や
人

口
減
少
社
会
の
な
か
で
の
役
割
と
い
っ
た

点
を
含
め
抜
本
的
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
提
案
が
出
さ
れ
た
の
は
印

象
深
い
。
現
在

B
本
が
直
面
し
て
い
る
一

つ
の
課
題
に
、
H

働
く
一
口
同
鈴
者
を
い
か
に
矯

や
す
か
μ

と
い
う
問
題
が
あ
り
、
少
予
化

に
よ
っ
て
働
き
手
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
田
山
歳
以
上
で
働
<
↑
し

と
の
で
き
る
労
働
力
人
口
を
い
か
に
増
加

さ
せ
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。

社
会
保
障
制
度
と
高
齢
者
の
労
働
参
画
に
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相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
の
研
究
成
果

は
、
社
会
保
障
を
論
じ
る
際
に
大
い
に
注

目
を
集
め
る
だ
ろ
う
。
ワ
イ
ズ
博
士
の
よ

う
な
論
点
は
人
口
研
究
者
の
閣
で
は
広
<

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
ち
あ
り
、
こ
の
論

点
に
立
て
ば
高
齢
化
雇
用
の
問
題
は
労
働

力
の
「
量
」
の
問
題
で
は
な
く
、
労
働
と

組
織
の
あ
り
方
の
「
質
L

の
問
題
で
あ
る

と
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
高
齢
者
雇
用
を
進

め
る
中
で
、
企
業
側
乞
こ
れ
ま
で
の
人
口

構
造
を
基
礎
と
し
だ
職
位
や
昇
給
制
度
等

の
雇
用
関
係
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
大
き

な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
と
予
測

さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
社
会
活
動
を
い
か

に
維
持
す
る
の
か
と
い
う
点
が
大
き
な
課

題
と
な
り
、
高
齢
者
の
活
用
と
組
織
の
活

力
の
狭
間
で
更
な
る
検
討
が
進
む
と
予
測

さ
れ
る
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
高

齢
者
雇
用
の
制
度
的
な
枠
組
み
と
し
て
社

会
保
障
の
あ
り
万
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら

に
、
医
療
や
介
護
と
い
っ
疋
社
会
サ
ー
ビ

ス
が
、
医
療
行
為
に
よ
る
健
康
の
維
持
・

増
進
亡
い
っ
た
直
接
的
な
効
果
が
期
待
で

き
る
の
み
な
ら
ず
、
人
と
人
と
の
関
係
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
労
働
集
約
型
産
業
で
あ

り
、
吉
岡
い
雇
用
創
出
効
果
ち
期
待
で
き
る

と
い
つ
だ
点
ち
指
摘
さ
れ
だ
。
社
会
サ
ー

ビ
ス
を
取
り
込
ん
だ
産
業
構
造
が
今
後
ど

の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
く
の
か
、
興
味

深
い
点
で
ち
あ
る
。

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
日
本
が
、
ど

の
よ
う
な
制
度
枠
組
み
を
橋
築
す
る
の
か
。

少
7
7
化
が
進
ん
だ
ヨ

i
口
ッ
パ
諸
国
の
み

な
ら
ず
、
近
年
急
速
仁
少
手
化
が
進
む
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
ち
注
目
す
る
新
し
い
社
会

経
済
モ
デ
ル
が
、
ロ
本
に
は
求
め
ら
れ
て

い
る
。
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
雇
用
創
出

効
果
に
よ
っ
て
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
再
橋

成
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
一
一
雇
用
慣
行

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
か
、
会
後
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
竹
本
将
規
)
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FASI口セミナー

子
ど
も
の
死
亡
低
減
の
た
め
の

ニ
セ
フ
保
健
戦
略

ユ

i
F
A
S
|
D
主
催
に
よ
る
ブ
ラ
ウ
ン
パ
ッ
ク

ミ
!
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
l

ユニセフの戦略を語る密井修氏

「
一
つ
の
県
の
(
例
え
ば
長
崎
県
の
よ
う

な
)
一
般
会
計
の
規
模
の
追
加
資
金

(
5

0
0
0
億
円
程
度
)
が
供
さ
れ
、
ま
疋
効

果
的
な
介
入
・
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
で
、
世
界
の
5
歳
未
満
の
7
7
ど
ち
の

死
亡
率
の
う
ち
関
%
は
予
紡
・
治
療
可
能

で
す
。
つ
ま
り
、

1
日
に
3
万
人
ち
の
7
7

ど
ち
が
亡
く
な
っ
て
い
る
現
状
、
年
間
1

0
5
0
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
状
況
か

ら、

1
日
当
た
り
1
万
8
0
0
0
人
、
年

間
6
6
0
万
人
は
死
な
な
く
て
す
む
状
況

に
変
化
す
る
の
で
す
」
。

先
日
、
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ

i
で
、
問

井
修
・
国
連
児
童
基
金

(
U
N
i
C
E
F
/

ユ
ニ
セ
フ
)
N
Y
本
部
保
健
戦
略
上
級
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
こ
の
よ
う
仁
語
り
、
子
ど

ち
の
死
亡
低
減
達
成
に
向
け
だ
ユ
二
セ
フ

の
具
体
的
な
戦
略
に
つ
い
て
説
明
し
走
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
外
務
省
・

N
G
O
邸
体
の

職
員
の
ほ
か
、
大
学
関
係
者
を
含
め
mw
名

ほ
ど
が
参
加
し
、
子
ど
ち
の
死
亡
率
を
低

減
さ
せ
る
定
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
効

果
的
で
な
お
か
つ
効
率
的
で
あ
る
の
か
と

い
つ
だ
国
井
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
だ
。問
月
叩
山
包
仁
財
邸
活
人
国
際
開
発
高
等

教
育
機
構

(
F
A
S
1
0
)
が
主
催
し
た

ブ
ラ
ウ
ン
パ
ッ
ク
ミ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
講
師
に
趨
井
修
・
ユ
二
セ
フ
N
Y

本
部
保
健
戦
略
上
級
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
迎

え
、
「
M
D
G
白
標
4
(子
供
の
死
亡
低
減
)

を
達
成
す
る
た
め
に
|
也
界
の
動
向
と
U

N
i
C
E
F
の
戦
略
」
と
国
屈
し
て
行
わ
れ

定。
7
7
ど
ち
の
死
亡
低
減
達
成
は
、

2
0
0

0
年
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
疋
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
(
通
称

M
D
G
S
)
の
中
で
、
極
度
の
貧
困
と
飢

餓
の
撲
滅
と
い
っ
走
事
柄
と
と
ち
に
、
日
最
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大
の
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
乞
の

の
一
つ
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
冒
頭
に
富
井
講
師
は
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
男
女
別
各
年
齢
層
の
死
亡
判
割
合

と
シ
工
ラ
レ
オ
ネ
の
数
値
を
表
し
た
図
表

を
一
部
し
な
が
ら
、
シ
工
ラ
レ
オ
ネ
で
4
歳

未
満
の
乳
鈎
児
の
死
亡
率
が
印
%
涯
く
に

達
し
て
い
る
と
説
明
、
参
加
者
の
関
心
を

若
叩
き
付
け
走
。
実
際
、
途
上
国
で
は
乳
幼

児
死
亡
率
が
著
し
く
渇
く
、
今
後
、
ユ
一
一

シエラレオネの「死亡ピラミッドJ・年齢別の死亡率在
人口ピラミジドのように縦軸とし、図表化したもの

(園井氏発表資料より)

f/! 

J， 
/，'匂品、

~~ ;)J 。
{リ

il 

ヲi

IhI!~ 

.') 同

I( 

UI~-l 

セ
フ
の
保
健
医
療
分
野
で
の
妨
果
的
な
介

入
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、

5
歳
未
満
死
亡

率
の
的
%
仁
相
当
す
る
年
間
6
6
0
万
人

の
予
防
・
治
療
行
為
が
可
能
で
あ
る
と
説

明
し
だ
。
た
だ
し
、
効
巣
的
な
介
入
が
効
巣
を
得

る
た
め
に
は
、
資
機
材
や
医
療
口
四
の
提
供

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
適
切
な
サ

ビ
ス
が
貧
困
層
に
行
き
届
く
ま
で
に
い
く

つ
か
の
段
階
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
。
具

体
的
に
は
、

(
1
)
資
機
材
や
医
療
品
が
あ

る
だ
け
の
段
階
か
ら
、

(
2
)
機
材
等
を
利

用
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
存
在
す
る
段
階
、

(
3
)
ス
タ
ッ
フ
が
提
供
す
る
保
健
サ

i
ビ

ス
仁
住
民
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
段
階
、

(
4
)

特
に
貧
困
層
の
人
々
が
保
健
サ
ど
ス
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
段
階
、
さ
ら
に

(
5
)

そ
う
い
っ
た
保
健
医
療
サ

i
ど
ス
を
継
続

的
に
利
用
で
き
る
段
階
、
そ
し
て

(
6〉

継
続
的
な
利
用
の
中
で
二

i
ズ
仁
あ
つ
だ

適
切
な
サ
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
段
階
と

い
っ
た
、
少
な
く
と
ち
6
段
階
が
あ
る
と

し
た
。現
在
、
途
上
国
で
死
亡
す
る
子
ど
ち
の

ω
%
は
、
貧
困
家
庭
や
僻
地
住
居
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
中
央
政
府
か
ら
の
援
鴎
は

最
右
必
要
な
予
ど
ち
仁
届
き
に
く
い
。
こ

う
い
っ
正
状
況
を
踏
ま
え
、
ユ
ニ
セ
フ
は

次
の
よ
う
な
5
つ
の
戦
略
を
中
山
山
に
位
置

付
け
て
い
る
と
図
井
氏
は
説
明
し
だ
。

第
一
の
中
山
戦
略
は
、
「
介
入
の
選
択
と

統
合
L

で
あ
り
、
費
用
対
効
果
の
あ
る
ち

の
を
選
択
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
上
手

に
組
み
合
わ
廿
た
母
子
へ
の
予
防
的
な
介

入
と
、
現
場
で
混
乱
し
な
い
た
め
の
シ
ン

プ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
た
予
防
接
種
パ
ッ
ケ

ー
ジ
、
ま
た
施
設
で
の
治
療
と
ケ
ア
を
地

域
活
動
や
家
庭
で
の
活
動
に
ま
と
め
る
シ

ス
テ
ム
作
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
「
拡
大
予
防
接
種
プ
ラ
ス
」
と
い
う
パ

ッ
ケ
ー
ジ
は
、
予
防
接
種
の
際
に
ど
タ
ミ

ン
A
志
向
持
に
補
給
す
J

る
十
む
の
で
あ
り
、

バ
ラ
バ
ラ
な
サ
ビ
ス
の
提
供
で
は
な
く
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
で
き
る
だ
け

効
率
よ
く
保
健
サ

i
ピ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
を
指
す
。

第
二
の
中
山
戦
略
は
、
「
介
入
の
全
国
展

開
」
で
あ
り
、
先
に
一
部
立
」
れ
だ
「
拡
大
予

防
接
種
プ
ラ
ス
」
や
妊
産
婦
に
対
す
る
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る

ι12 



「
妊
産
婦
ケ
ア
プ
ラ
ス
」
、
そ
の
ほ
か
に
ち

「
包
括
的
小
児
疾
病
管
理
プ
ラ
ス
」
、
「
殺
虫

剤
浸
透
蚊
帳
」
と
い
っ
た
保
健
医
療
ケ
ア

の
カ
パ
率
を
全
同
目
的
に
向
上
さ
ゼ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
三
の
中
心
戦
略
で
あ
る
「
分
析
と
評

価
」
で
は
、
人
口
統
計
や
厚
生
統
計
な
ど

を
用
い
、
様
々
な
指
標
で
7

正
確
な
分
析
を

行
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

蚊
帳
の
配
布
に
お
い
て
志
、

(
1
)
地
域
に

蚊
帳
が
あ
る
段
階
、

(
2
〉
蚊
拒
慨
を
配
布
す

る
人
が
い
る
段
階
、

(
3
)
蚊
帳
を
配
布
し

て
い
る
段
階
、

(
4
〉
家
庭
で
蚊
帳
在
日
利
用

し
て
い
る
段
階
、

(
5
)
家
庭
で
蚊
桔
胞
を
継

続
的
に
利
用
し
て
い
る
段
階
、

(
6
)
家
庭

で
蚊
陪
慨
を
子
ど
ち
が
継
続
的
に
利
用
し
て

い
る
段
階
、
と
い
っ
定
諸
段
階
に
分
け
、

蚊
帳
普
及
率
の
内
訳
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
を
臼
的
と
し
て
い
る
。

第
四
の
中
山
戦
略
「
政
策
へ
の
反
映
」

で
は
、
中
央
政
府
を
含
む
政
策
支
援
を
コ

ニ
セ
フ
が
実
施
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
国

際
的
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ
才
ラ
ム
の
枠
組

み
を
中
央
政
府
の
国
家
保
健
政
策
に
反
映

さ
ぜ
た
り
、
地
万
自
治
体
の
地
域
保
健
計

FASIDセミナ

画
や
予
算
在
中
央
政
府
の
政
策
と
関
連
付

け
走
り
す
る
こ
と
を
指
す
。
従
来
か
ら
保

健
分
野
で
は
援
助
機
関
の
サ
|
ど
ス
提
供

が
注
目
さ
れ
、
保
健
計
画
な
ど
に
関
す
る

ガ
パ
ナ
ン
ス
(
統
治
体
制
)
が
軽
視
台
れ

る
き
ら
い
が
あ
っ
左
と
指
摘
し
、
国
家
保

健
予
算
を
含
む
政
策
に
保
健
戦
略
を
反
映

の
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま

っ
て
い
る
と
説
明
し
走
。

第
五
に
掲
げ
ら
れ
た
「
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
L

で
は
、
世
界
銀
行
や
世
界

保
健
機
構

(
W
H
O
)
と
の
連
携
を
は
じ

め
、
世
界
工
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
基

金

(
G
F
A
T
M
)
と
い
っ
た
国
際
機
関
、

巳
本
政
府
や
米
国
国
際
開
発
庁
な
ど
の
国

家
的
ド
ナ
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
爪
プ
キ
ン
ス

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
、
そ
し
て
N
G
O

や
市
民
司
体
と
の
連
携
を
果
だ
し
て
い
く

と
説
明
し
疋
。

こ
れ
ら
5
つ
の
中
山
川
戦
略
を
渇
げ
な
が

ら
、
ユ
ニ
セ
フ
は
現
在
、
函
ア
フ
リ
カ
や

中
央
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
ミ
レ
三
ア
ム
開

発
目
標
の
達
成
が
極
め
て
困
難
と
い
わ
れ

て
い
る
国
々
で
、
「
7
7
ど
ち
の
生
存
・
成
長

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
A
C
S
D
)
」
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
多
く
の
新
し
い
試

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
ち
地

域
の
婦
人
会
総
織
や
宗
教
組
織
と
成
果
に

応
じ
た
契
約
を
結
ぶ
事
業
を
推
進
し
て
お

り
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
話
し

た。
最
後
仁
、
国
井
氏
は
厳
し
い
財
政
事
情

下
で
の
日
本
の
途
上
国
援
朗
に
触
れ
、
「
資

金
的
貢
献
が
財
政
事
情
に
よ
り
難
し
く
な

っ
て
い
く
中
で
、
今
後
、
巳
本
は
知
的
な

貢
献
を
し
て
い
く
必
要
が
出
て
く
る
で
し

ょ
う
。
実
際
に
は
、
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

の
有
機
的
な
連
携
を
す
る
こ
と
や
、
あ
る

い
は
日
本
が
呼
び
水
と
な
っ
て
他
国
の
支

援
を
取
り
付
け
る
よ
う
な
戦
略
性
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
乞
の
亡
思
わ
れ
ま
す
。
知

的
で
戦
略
的
な
援
助
政
策
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
講
演
を

ま
と
め
た
。

(
竹
本
将
規
)
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要人往来
~国際人口問題議員懇談会(JPFP)役員を表敬~

中山太部・会長(衆・白)とマリー・シモネンUNFPA事務

局次長

谷津義男・副会長(衆・自)、マリー・シモネンUNFPA事

務局次長、スル51ン・アジズ隠アジア局長、石111かえ同
資金調達オフィサ

清水嘉与子・事務総長(参・自)とマリー・シモネン

UNFPA事務局次長

逢iR 郎・幹事長(衆・自)とマザ ・シモネンUNFPA事
務局次長
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要人往来

福回康夫・副会長(衆・自)、ジJ"・ダリアIPPF新事
務局長(右)、ヴァレリー・デフヱリポ同資金調達部長

(左)

高野知恵子・副会長(参・自)(前列中央)、小宮山洋

子・幹事(衆・民)(後列中央}、若林秀樹議員(参・

民)(後列左から2人目)、ジJレ・デリアIPPF新事務局

長、(前列右)、ヴァレリー・デフェリポ向資金調達部

長(前列左)、中村富合同資金調達・日本信託基金オフ

ィサ (後列左端)
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捜井新・副会長(参・自)とジjレ・ダリアIPPF新事務局長

ジル・ダリアIPPF新事務局長(右から2人目)、ヴァレリー・

デ7工リポ向資金調達部長(左から2人目)、中村百合得資

金誘達・臼本信託基金オフィサ (左端)がAPDA来所



(JTF) 日本信託基金• IPρF 

工チオピア・メディア・トリップのご紹介

IPPF資金調達オフィサー
なかむら ゆり

中村百合

2
0
0
0
年
に
日
本
政
府
と

i
p
p
F

周
の
合
意
に
よ
り
設
置
さ
れ
だ

!
?
P

F
・
日
本
信
託
基
金

(L8雪
l
「

E
ω
2
5忌
)

は
、
以
後
毎
年
約
1
0
0
万
ド
ル
の
川
拠
出

を
日
本
政
府
か
ら
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
幻
カ
国
の

P
P
F
加

盟
協
会
が
実
施
す
る
似
件
の

H
|
V
/
工

イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
し
の
問
ち

H

V

/
エ
イ
ズ

は
、
蔓
延
し
続
け
、

4
7

や
匿
の
社
会
経
済

問
題
で
あ
る
ば
か
り
か
、
国
境
を
越
え
、

世
界
の
安
全
保
障
問
題
と
し
て
ま
で
と
ら

え
ら
れ
る
よ
う
仁
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
ち
数
例
を
ご
紹

介
し
ま
し
だ
が
、

p
p
F
の
加
盟
協
会

が
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
疋
J
T
F
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
は
、
規
模
一
し
そ
小
粧

で
す
が
、
狛
創
的
で
さ
ら
り
と
光
る
活
動

に
よ
っ
て
草
の
根
の
人
々
の
生
活
に
大
き

な
違
い
を
生
み
出
し
た
右
の
が
い
く
っ
ち

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
疋
、

J
T
F
活
動

に
よ
っ
て
蒔
か
れ
だ
種
子
が
、
途
上
冨
の

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ

し、

B
本
政
府
か
ら
の
支
援
期
間
を
過
ぎ

た
後
右
、
自
問
努
力
仁
よ
っ
て
続
け
ら
れ

て
い
る
ち
の
ち
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
出
版
物
作
成

等
に
よ
り
、
こ
う
し
疋
活
動
を
お
伝
え
す

る
よ
う
少
な
か
ら
ぬ
努
力
を
し
て
き
ま
し

定
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
万
々
に
は
ま

だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、

l
p
p
F
で
は
、
日
本
政
府

か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り
、
日
本
の

0
0
A

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
J
τ
F
が
現

場
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
効
果
を
挙
げ

て
い
る
か
を
日
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
仁
実

際
の
現
場
を
見
て
い
た
だ
く
だ
め
に
、
メ

デ
ィ
ア
・
ト
リ
ッ
プ
(
時
期

em月
四
日

j
m
B、
行
き
先
日
工
チ
才
ピ
ア
)
を
企

画
し
、
東
京
中

B
新
鶴
、
臼
本
経
済
新
問
、

毎
日
新
聞
の
記
者
3
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
走
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
ご
報
告

し
ま
す
。
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行
き
先
安
」
エ
チ
オ
ピ
ア
に
し
た
理
由
は
、

こ
の
国
が
ア
フ
リ
カ
の
直
面
す
る
開
発
と

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
課
題
の
縮

図
で
あ
る
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
、
工
チ

オ
ピ
ア
は
、
世
界
mu
最
貧
困
の

1
つ
仁
数

え
ら
れ

(
1
人
当
た
り
の
G

N

が
8
1

0
ド
ル
に
す
ぎ
ず
、
全
人
口
行
百
万
人
の



う
ち
の
約
8
割
が
1
臼

2
ド
ル
以
下
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
)
、
世
界
で
最
古
出
生
率
の

高
い
国
の

1
つ
で
あ
り
(
工
チ
オ
ビ
ア
女

性
は
、
市
歳
か
ら
m
刊
歳
ま
で
に
平
均
6
・

1
人
の
ヱ
J

供
を
産
み
、

4
人
仁

1
人
は
問
団

歳
ま
で
に
最
初
の
予
供
を
持
ち
ま
す
)
、
世

界
で
避
妊
法
利
用
率
が
最
ち
低
い
匿
の

1

つ
で
ち
あ
り
(
市
j
m空
前
の
工
チ
オ
ピ
ア

女
性
の
う
ち
近
代
的
避
校
法
を
利
用
し
て

い
る
の
は
わ
ず
か
日
。
八
セ
ン
ト
に
す
ぎ

ま
せ
ん
)
、
妊
産
婦
死
亡
率
が
高
い
国
の
1

つ
で
あ
り
(
出
生
川
万
件
当
た
り
8
5
0
、

汚

j
ゆ
歳
の
女
性
で
は
勾

i
M
歳
の
女
性

に
出
べ
て

3
倍
右
妊
娠
出
産
で
亡
く
な
る

率
が
高
く
な
り
ま
す
だ
世
界
で
社
会
文
化

経
済
的
な
条
件
に
よ
る
女
性
の
健
康
へ
の

影
響
が
最
ち
大
き
い
国
の

1
つ
で
あ
り

(
女
性
の
社
会
・
文
化
・
経
済
的
に
低
い
立

場
、
造
年
女
性
で
よ
り
高
い
H
|
V
感
染

率
、
年
齢
差
の
あ
る
男
性
と
少
女
の
結
婚
、

女
性
性
器
切
除
F
G
M
Z
等
の
問
題
が
あ

り
ま
す
て
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
政
策
に

よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
国
の

1

つ
で
す
(
グ
ロ
パ
ル
・
ギ
ャ
グ
・
ル

国際濠族計画連盟(lPPF)活動レボ ト-4

ル
ー
ー
口
封
じ
の
世
界
ル
ー
ル
|
|
2
に

従
わ
な
い
団
体
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら

の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
、
大
統
領
エ

イ
ズ
救
済
緊
急
プ
ラ
ン
u
m吾、
P
刃
〈
土
は
、
実

質
的
に
禁
欲
を
強
調
し
、
コ
ン
ド
ー
ム
に

よ
る
汁
V
予
防
を
数
え
な
い
教
育
を
奨

励
し
、
よ
り
H
V
仁
感
染
し
や
す
い
グ

ル
ー
プ
、
例
え
ば
セ
ッ
ク
ス
ワ
|
力

l
等

を
対
象
と
し
走
活
動
は
支
援
の
対
象
か
ら

は
ず
し
て
い
ま
す
)
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

1
9
6
6
年
に
設
立

以
来
、
そ
の
広
く
草
の
根
に
は
り
め
ぐ
ら

し
疋
ネ
ッ
ト
ワ
ク
と
高
い
質
の
サ
ピ

ス
に
よ
り
、
工
チ
オ
ピ
ア
仁
お
け
る
ソ
ブ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
の
リ
ダ

ー
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
工
チ

オ
ピ
ア
の

l
p
p
F
加
盟
協
会
、

F
G
A

E
が
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
(
ア

ジ
ス
ア
ベ
パ
、
パ
ヒ
ル
ダ

i
ル
、
ナ
ザ
レ

ス
)
を
4
日
間
で
め
ぐ
る
と
い
う
ち
の
で
、

J
T
F
活
動
現
場
の
ほ
か
、
工
チ
オ
ピ
ア

の
リ
プ
口
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
課
題
の

現
実
を
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
な
そ
の
他
の

活
動
ち
盛
り
込
ま
れ
ま
し
疋
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

1
.
僻
地
農
村
部
位
お
け
る
家
族
計
画
ア
ウ

ト
リ
l
チ
サ
ー
ビ
ス
の
供
与
(
パ
ヒ
ル
ダ

i
ル
郊
外
イ
ゴ
マ
村
)

パ
ヒ
ル
ダ

l
ル
市
か
ら
車
で
約
1
時間問、

土
ぼ
こ
り
が
ち
う
ち
う
と
た
ち
あ
が
る
道

路
仁
空
い
疋
い
く
っ
ち
の
大
き
な
穴
を
ま

と
ち
に
通
り
抜
け
な
が
ら
、
や
っ
と
た
ど

り
つ
い
た
の
は
、
イ
ゴ
マ
村
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ヱ

l
ジ
工
ン
卜
、
マ
リ
ト
ゥ
さ

ん
の
家
で
し
走
。
今
日
は

1
力
月
仁
一
度

F
G
A
E
パ
ヒ
ル
ダ

l
ル
支
局
か
ら
出
張

し
て
く
る
看
護
士
の
ど
ズ
ネ
シ
工
さ
ん
が

村
人
の
た
め
に
家
族
計
画
サ
ビ
ス
(
ホ

ル
モ
ン
避
妊
注
射
)
を
提
供
す
る
白
。
マ

ソ
ト
ゥ
さ
ん
の
家
に
村
の
内
外
か
ら
大

勢
の
女
性
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
工
チ

オ
ピ
ア
の
女
性
は
、
大
変
若
く
し
て
結
婚

し
(
例
え
ば
、
ア
ム
ハ
ラ
地
域
で
は
少
女

の
半
数
が
市
歳
ま
で
に
結
婚
す
る
と
い
う

調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
)
、
予
供
を
多
く
持

つ
(
平
均

6
・
1
人
)
の
が
普
通
で
す
。

家
族
計
画
を
望
み
、
同
開
え
そ
れ
が
ホ
ル
モ

ン
避
妊
注
射
の
よ
う
仁
女
性
が
受
け
る
ち

の
で
あ
っ
て
石
、
夫
の
許
可
無
し
仁
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
工

l
ジ
工

ι17 



イゴマ村でFGAEのアウトリーチサーピスでホルモン避妊注射を受ける村の女性(筆者写す)

ン
卜
の
マ
リ
|
ト
ゥ
さ
ん
は
、
村
中
の
家

を
一
軒
一
軒
訪
ね
歩
き
、
家
族
計
画
の
効

果
を
説
い
て
ロ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
特
に

夫
の
理
解
十
ち
得
ら
れ
る
よ
う
に
繰
り
返
し

十
分
な
説
明
を
し
ま
し
走
。
合
で
は
そ
の

努
力
が
実
り
、
-
力
月
平
均
し
て

m
i
犯

人
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
対
象
に
避
妊
薬
の

配
布
等
の
サ
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
、
注
射
を
受
け
に
き
た
女
性
走
ち

は、

F
G
A
E
に
よ
る
家
族
計
画
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
始
め
定
結
果
、
望
ま
な
い
妊
娠

を
防
ぎ
、
手
供
を
産
む
潤
備
を
自
分
で
調

節
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
白
分
と
家
族
の

健
康
が
向
上
し
定
、
と
話
し
て
く
れ
ま
し

だ
。
彼
女
た
ち
は
、
に
ぎ
り
し
め
だ
鍛
く

ち
ゃ
の
お
札
で
料
金
を
支
払
い
(
初
円
程

度
)
、
注
射
を
受
け
、
次
回
の
日
担
任
を
確
認

し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
仁
帰
っ
て
い
き

ま
し
だ
。
彼
女
た
ち
の
苔
し
い
家
計
に
と

っ
て
、

3
力
月
に

1
回
注
射
代
を
支
払
う

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
の
だ
そ
う

で
す
。
車
で
次
の
サ
イ
ト
に
向
か
う
途
中
、

今
に
ち
泣
き
そ
う
な
面
持
ち
で
通
り
を
急

ぎ
足
で
歩
い
て
く
る
女
性
が
い
ま
し
だ
。

マ
リ

l
ト
ゥ
さ
ん
と
ビ
ズ
ネ
シ
ェ
さ
ん
は

こ
の
女
性
に
気
づ
き
、
車
か
ら
飛
び
降
り
、

早
速
そ
の
場
で
注
射
。
彼
女
は
、
マ
リ

i

卜
ゥ
さ
ん
の
家
に
向
か
っ
て
い
だ
の
で
し

た
。
注
射
を
1
回
し
な
か
っ
た
だ
め
に
妊

娠
し
て
し
ま
う
こ
と
ち
あ
る
の
で
、
こ
の

女
性
に
と
っ
て
こ
の

B
の
サ
ど
ス
は
逃

す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
機
会
だ
っ
疋

の
で
す
。
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2
・
J
T
F
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
日
農
村
都
か
ら

都
市
ヘ
移
動
し
て
き
だ
少
女
だ
ち
を
対
象

と
し
た
H
i
V
予
防
活
動
(
パ
ヒ
ル
ダ
i

ル
市
中
心
第
5
地
区
)

J
T
F
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
現
場
で
会
っ
た

少
女
た
ち

(
M
M
j
m
悶
歳
)
は
、
選
ば
れ
て

仲
間
の
少
女
だ
ち
に
望
ま
な
い
妊
娠
と
H

l
V
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
情
報
を
伝
え
る

ピ
ア
・
エ
ジ
ュ
ケ
タ
で
し
た
。
彼
女

正
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
農
村
部
の
貧
困
か

ら
逃
れ
、
よ
り
よ
い
生
活
を
夢
見
て
パ
ヒ

ル
ダ
ル
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
顔
を
見

た
こ
と
ち
な
い
年
上
の
男
性
と
の
結
婚
を

親
に
強
い
ら
れ
て
逃
げ
て
き
正
予
ち
い
ま

す
。
し
か
し
、
都
会
で
待
ち
受
け
て
い
だ



の
は
厳
し
い
現
実
で
し
た
。
頼
り
に
で
き

る
身
よ
り
ち
な
く
、
厳
し
い
競
争
の
中
で

職
仁
ち
あ
り
つ
け
ず
、
結
局
生
き
て
い
く

走
め
に
、
セ
ッ
ク
ス
ワ
|
力
ー
と
し
て
働

く
よ
う
に
沿
り
ま
し
た
。
ま
だ
あ
ど
け
な

さ
の
残
る
彼
女
た
ち
は
、
場
所
代
を
と
り

だ
て
る
大
人
た
ち
仁
搾
取
さ
れ
、
多
く
の

男
性
に
安
<
貨
い
叩
か
れ
な
が
ら
、
毎
日

生
き
残
り
を
か
け
、
過
酷
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
農
村
部
で
は
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
情
報
や
サ

i
ビ

ス
は
、
非
常
に
綬
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
ま

し
て
結
婚
前
の
少
女
定
ち
に
そ
う
し
疋
サ

ピ
ス
は
な
か
な
か
届
き
ま
せ
ん
。
そ
の

う
え
彼
女
た
ち
の
多
く
は
字
が
読
め
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
予
が
今
年

5
月
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
ま

で
は
、
不
特
定
多
数
の
男
性
を
相
手
仁
し

な
が
ら
乞
、
望
ま
な
い
妊
娠
や

H

V

を

含
む
性
感
染
疲
か
ら
自
分
の
島
を
守
る
術

を
知
り
ま
ぜ
ん
で
し
た
。
A

コ
で
は
、

F

G

A

E
が
週
に

3
口
実
施
す
る
ア
ウ
ト
リ

チ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

コ
ン
ド
ム
配
布
、
緊
急
避
妊

(
E
C
)

を
含
む
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
、
性
感
染
症

回際家族計爵連関(lPPF)活動レポ ト-4

F
G
A
E
パ
ヒ
ル
ダ

l
ル
支
局
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
実
施
す
る
自
発
的
仁
受
け
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

H

V

抗
体
検
査

(
V
C
T
)
、
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
自
分
で
自
分
の
体
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
怠
っ
廷
と
話
し
て
く
れ
ま

し
だ
。
特
に
酔
っ
ぱ
ら
い
の
男
性
を
相
手

仁
コ
ン
ド
ム
を
使
う
よ
う
交
渉
す
る
↑
し

と
は
と
て
ち
難
し
い
の
で
す
が
、
ど
う
し

て
ち
駄
目
な
時
は
大
声
で
叫
び
、
仲
間
の

少
女
た
ち
を
呼
ん
で
助
け
合
う
の
だ
そ
う

で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
彼
女
た
ち
が
自

分
の
夢
|
こ
こ
か
ら
抜
け
出
し
て
自
活
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
結
婚
し
た
い

i

に
少
し
で
ち
近
づ
け
る
よ
う
、
今
後
は
リ

ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
サ
ど

ス
だ
け
で
な
く
、
識
字
教
育
や
職
業
訓
練

に
ち
サ
ビ
ス
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

治
療
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
巴
あ
け
る
H
l
V
と
と

も
忠
生
き
る
人
々
と
の
共
生
(
ナ
ザ
レ
ス

近
郊
)

ダ
ン
ガ
ス
さ
ん
は
初
歳
の
笑
顔
が
美
し

い
女
性
で
す
。

3
歳
仁
な
る
娘
が
い
ま
す
。

3 

今
、
仕
事
を
探
し
て
い
ま
す
。
彼
女
は
、

週
に
3
司
、
同
じ
村
に
住
む
F
G
A
E
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ケ
ア
ギ
パ
|
、
サ
ラ
モ

ン
さ
ん
の
訪
問
を
受
け
、
島
の
回
り
の
世

話
を
し
た
り
、
病
院
に
連
れ
て
い
っ
て
ち

ら
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ガ
ス
さ
ん
の
夫
は

3
年
前
、
お
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
原

因
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
多
分

エ
イ
ズ
だ
っ
疋
の
だ
と
彼
女
は
思
っ
て
い

ま
す
。
ち
と
ち
と
は
デ
ブ
レ
ザ
イ
ト
に
伎

ん
で
い
ま
し
た
が
、
自
に

B
に
衰
え
て
い

く
彼
立
を
見
か
ね
た
お
兄
さ
ん
が
、

F

G

A

E
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス

ケ
ア
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
を
聞
き
つ
け
て
、
ァ

ザ
レ
ス
近
郊
の
こ
の
村
に
透
れ
て
き
ま
し

だ
。
ア
ブ
レ
ザ
イ
ト
で
は
、
十
分
な
医
療

ケ
ア
は
受
け
ら
れ
ず
、
隣
人
か
ら
何
と
な

く
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と

ち
あ
り
ま
す
。
テ
ス
ト
は
受
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
長
<
続
く
極
吐
や
下
痢
と

そ
の
他
の
症
状
か
ら
、
ち
し
か
し
た
ら
H

V
仁
感
染
し
て
い
る
か
ち
し
れ
芯
い
と

う
す
う
す
感
じ
て
は
い
ま
し
た
。
あ
て
に

し
て
い
た
近
く
に
住
ん
で
い
る
親
戚
か
ら

の
サ
ポ
ト
は
受
け
ら
れ
ず
、
結
局
怠
け
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FGAEのサポートでHIV治療を受けた結果、

健康が回復したずンガスさん 自宅前で

(JPPF Paul 8911) 

な
し
の
貯
金
を
削
っ
て
倍
家
住
ま
い
を
し

て
い
ま
す
。

4
7

の
家
に
住
み
始
め
て
か
ら

3
カ
月
後
、
ま
す
ま
す
悪
化
し
続
け
る
症

状
仁
、
お
隣
に
住
ん
で
い
る

F
G
A
E
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
勧
め
で
、
思
い
き
っ
て

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
t
H
i
V
抗
体
テ
ス
ト

を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
だ
。
結
果
は
陽

性
。
そ
の
後
ち
衰
弱
は
ひ
ど
く
、
誰
ち
が

ち
う
長
く
ち
た
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
サ
ラ
モ
ン
さ
ん
は
、

毎
日
彼
女
の
家
を
訪
問
し
、
献
向
日
的
に
看

病
し
、

H
I
V
治
療
の
た
め
に
病
院
に
ち

連
れ
て
い
き
ま
し
定
。
そ
し
て
3
カ
月
後
、

彼
女
に
は
笑
顔
が
戻
り
、
仕
事
を
し
だ
い

と
思
え
る
く
ら
い
ま
で
健
康
が
回
復
し
た

の
で
す
。
し
か
し
、
貯
金
は
底
を
つ
き
か

け
て
お
り
、
自
分
に
乞
し
ち
の
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
の
娘
の
将
来
を
案
じ
て
い
ま
す
。

終
始
穏
や
か
な
表
情
だ
っ
た
彼
女
で
す
が
、

夫
に
つ
い
て
の
質
問
を
答
え
る
と
き
だ
け

は
、
黙
っ
て
亡
く
な
つ
だ
夫
に
対
す
る
激

し
い
怒
り
を
表
し
ま
し
定
。
信
じ
て
い
た

夫
に
裏
切
ら
れ
定
患
い
で
い
っ
ぱ
い
な
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
美
し
い
横
顔
が
な
ん
と

ち
悔
し
そ
う
に
ゆ
が
み
ま
し
た
。

4
7

回
の
ト
リ
ッ
プ
に
参
加
し
定
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
ち
大
変
意

欲
的
に
取
材
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
走
。
行

く
先
々
で
出
会
っ
た
エ
チ
才
ピ
ア
の
女
性

だ
ち
が
抱
え
る
悶
鐙
は
、
貧
困
、
女
性
の

低
い
地
位
、
リ
プ
ロ
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
へ

の
限
ら
れ
た
ア
ク
セ
ス
を
含
む
多
く
の
要

素
が
何
重
仁
志
重
な
り
あ
っ
て
で
き
だ
複

合
体
で
す
か
ら
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
答

え
を
出
す
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
で
そ
の
答
え
を
探
す
議
論

の
き
っ
か
け
と
な
る
小
さ
な
波
を
、

エ
チ

オ
ピ
ア
の

N
G
O
で
あ
る

F
G
A
E
が
草

の
根
で
粘
り
強
い
活
動
を
積
み
重
ね
て
い

る
現
場
を
実
際
に
見
聞
き
し
、
感
じ
た
こ

と
を
、
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
皆

さ
ん
が
広
<
臼
本
の
読
者
に
お
伝
え
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
引
き
起
こ
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
両
院
吋
に
、

l
p
p
F
で
は
今
後
志
日
本
政
府
か
ら
の

ご
支
援
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
活
動

の
重
要
性
に
関
す
る
広
報
活
動
に
ま
す
ま

す
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
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【注】
(
1〉

p
p
F
は、

1
5
1
力
国
の
加
盟
協
会
在

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ク
で
、

1
8
0
力
国
で
活



動
す
る
世
界
最
大
級
の
国
際
N
G
O
で
す
。

セ
ク
シ
ャ
ル
/
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
と
う
イ
ツ
(
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と

権
利
)
分
野
の
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者

と
し
て
、
ま
疋
推
進
者
と
し
て
活
動
し
て
い

る。

(2)
女
性
の
外
性
器
を
全
部
ち
し
く
は
部
分
的
に

取
り
去
る
ち
の
。
主
に
ア
フ
リ
カ
地
域
で
白

く
か
ら
行
わ
れ
て
き
だ
女
児
の
通
過
儀
礼
・

慣
習
。
由
連
機
関
に
よ
る
と
ア
フ
リ
カ
だ
け

で
ち
現
在
1
億

3
干
万
人
以
上
の
女
性
疋
ち

が
F
G
M
E
受
け
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

F
G
M
E
受
け
た
E
め
に
、
貧
血
、
腎
障
害
、

月
経
由
難
症
、
失
禁
、
躍
狭
さ
く
お
よ
び
陰

唇
裂
傷
、
ろ
う
孔
(
陸
と
鴎
航
、
躍
と
直
腸

の
間
に
穴
が
あ
い
て
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
疾

病
)
、
尿
路
感
染
等
の
症
状
に
生
涯
苔
し
む

こ
と
に
な
る
女
性
ち
少
な
く
怠
い
。

F
G
M

は
女
児
や
女
性
の
身
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
人
権
在
侵
害
し
、
女
性
の
健
康
を
害

し
、
最
悪
の
場
合
は
死
を
ち
た
5
す
こ
と
ち

国際家族計函連盟(lPPF)活動レポート 4 

コ
シ
テ
ィ
で
調
か
れ
疋
関
連
盟
際
人
口
会
議

で
発
表
・
導
入
し
(
そ
の
た
め
、
メ
キ
シ
コ

あ
る
有
害
な
慣
明
白
で
あ
る
と
し
て
、
国
連
機

関
等
在
中
心
と
す
る
世
界
的
な
F
G
M
廃
絶

運
動
が
高
ま
っ
て
い
る
。

(
3
)
1
9
8
4
年
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
メ
キ
シ

シ
テ
ィ
・
ポ
リ
シ
と
ち
呼
ば
れ
る
)
、
ブ

ッ
シ
ュ
(
父
)
大
統
領
が
踏
襲
、

1
9
9
3

年
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
よ
る
同
政
策
織

目、

2
0
0
1
年
、
ブ
ッ
シ
ュ
(
現
)
大
統

領
に
よ
る
同
政
策
の
再
導
入
し
だ
ち
の
。

G

ア
メ
リ
カ
国
外
の
団
体
が
中
絶
に

G
R
は、

関
す
る
す
べ
て
の
活
動
の
実
施
(
例
え
そ
れ

が
自
己
資
金
に
よ
る
ち
の
で
あ
っ
て
ち
)
在

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
安

全
な
人
工
妊
娠
中
絶
サ
ビ
ス
は
最
高
裁
判

禁
止
す
る
壱
の
。

決

(
E
0
0
〈

ω
〈〈包
O
)

に
よ
り
〈
一
口
法
と
認
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
国
内
の
関
連

機
関
に
は
お
し
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
制

限
在
国
外
機
関
に
お
し
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ

が
問
題
と
さ
れ
る
。
一
」
の
ル
ル
に
よ
り
、

U
N
F
P
A
や
l
p
p
F
は
ア
メ
リ
カ
政
府

に
よ
る
拠
出
金
在
打
ち
切
ら
れ

E
。

(
4
)
ア
メ
リ
カ
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
大
統
領
イ

ニ
シ
ア
一
ア
ィ
ブ
の
一
部
と
し
て
2
0
0
3
年

1
月
の
大
統
領
一
般
教
書
演
説
中
で
発
表
さ

れ、

2
0
0
4
年
か
ら
5
年
間
で
1
5
0億

米
ド
ル
を
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
力
リ
ブ
の
計
時

力
居
(
ボ
ツ
ワ
ナ
、
象
牙
海
岸
、
工
チ
才
ど

ア
、
ギ
ヤ
ア
、
ハ
イ
チ
、
ケ
二
ア
、
主
し
ザ
ン

ピ
ー
ク
、
ナ
ミ
ピ
ア
、
ナ
イ
ジ
工
リ
ア
、
ル

ワ
ン
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ヲ
ン
ザ
ニ

ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ザ
ン
ビ
ア
)

で
集
中
的
に
H

V

/
工
イ
ズ
対
策
(
予
防
、

治
療
、
ケ
ア
)
在
支
援
す
る
走
め
の
プ
ラ
ン
。

工
イ
ズ
治
療
の
促
進
と
い
う
側
面
で
一
定
の

評
価
在
受
け
て
い
る
ち
の
の
、
付
さ
れ
だ
制

約
(
例

H
l
V
感
染
の
危
機
に
特
に
さ
ら

さ
れ
や
す
い
セ
ッ
ク
ス
ワ
カ
や
ド
ラ
ッ

ゲ
ユ
ー
ザ
ー
、
ゲ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
在
対

象
と
す
る
活
動
が
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
唱
予
防
活
動
資
金
の

1
/
3
を

「
結
鰐
ま
で
は
禁
欲
」
在
促
進
す
る
活
動
に

使
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
等
〕
か
ら
政

い(霊 j台
o 先的
す・
るイ
ちデ
のオ
で G
あギ
る!
と E
の公
批衆
判権I
の生
声よ
がり
高志
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一
誌
上
再
録
②

人
口

開
発

食
糧
を
考
え
る

• 

• 

佐
藤

故佐藤隆・衆議院議員
(さとう たかし)

元農水大臣、臣際人口問題議員懇

談会 (JPFP)元代表幹事、函連関
尭計io1(UNDP)元顧雨、人口と
開発に関するアジア議員フォ ラ
ム (AFPPD)初代議長、(財)ア
ジア人口・開発協会 (APDA)創
始者・元理事長、国連平和貰畳賞。

隆

著
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(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
は
、
今

年
2
丹
、
設
立
お
周

PTτ
迎
え
る
。

A
P
D
A
の
原
点
は
、
国
会
議
員
活
動
を
通
じ
て
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
諸
問
題
」
の
解
決
に
取
り
組
み
、
人
類
と

地
球
の
平
和
な
共
生
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

人
口
と
際
発
問
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
る
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
A
P
D
A創
設
者
で
あ
り
、

こ
の
問
題
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
故
佐
藤
径
氏
(
元
農
水

大
臣
、

A
F
P
P
D
初
代
議
長
、
元
A
P
D
A
課
事
長
)
が

そ
の
思
い
を
記
録
し
た
著
書
ア
八
日
・
開
発
'
食
糧
を
考
え

る
」
を
取
り
上
げ
、

8
屈
に
分
け
て
迷
載
し
、
あ
る
国
会
議

員
の
視
点
と
先
見
性
、
そ
の
足
跡
を
再
録
し
て
み
た
い
。

附
主
計
は
す
で
に
絶
版
と
な
っ
て
お
り
、
再
刊
を
望
む
声
が

強
い
た
め
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

(
役
職
・
表
記
等
は
著
作
の
ま
ま
で
掲
載
)

名
勺
》



3 

イ
ツ
ド
で
の
衝
撃

i
国
際
問
題
へ
の
出
発

人
口
問
題
の
深
刻
さ
を
知
る

九
七
三
年
十
月
、
私
は
ア
ジ
ア
人
口

事
情
視
察
団
の
こ
買
と
し
て
、
イ
ン
ド
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

四
カ
国
を
訪
問
、
こ
れ
ら
諸
国
の
人
口
事

情
を
一
六
日
間
に
わ
た
っ
て
視
察
し
だ
。

こ
の
視
察
団
は
、
関
連
人
口
活
動
基
金

(
U
N
F
P
A
)
と
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
l
p
p
F
)
の
主
催
に
よ
る
ち
の
で
、
団

長
は
岸
信
介
元
首
相
、
団
長
は
、
国
会
議

員
七
名
、
大
蔵
・
外
務
・
厚
生
の
各
省
か

ら
各
一
名
、
経
回
遠
か
ら
二
名
、
新
聞
記

者
三
名
、
国
連
と
国
際
家
族
計
爾
連
盟
の

関
係
者
五
名
と
い
う
構
成
だ
っ
た
。
事
務

局
員
を
含
め
る
と
、
総
勢
二
九
名
の
視
察

屈
で
あ
る
。

著f人口目開発・童糧在者えるj佐藤隆

U
N
F
P
A
と
i
p
p
F
が
い
か
に
こ

の
視
祭
を
重
視
し
て
い
定
か
、
ま
だ
人
口

問
題
が
世
界
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
だ

か
が
う
か
が
え
よ
う
。

視
察
邸
は
訪
問
の
先
々
で
各
国
の
政
府

首
脳
、
高
宮
と
会
見
し
、
ま
だ
家
族
計
画

関
係
者
と
真
剣
な
議
論
を
交
わ
し
だ
。
さ

ら
仁
、
各
地
で
ス
ラ
ム
を
含
む
人
口
密
集

地
区
や
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
ま
の
あ

た
り
に
見
学
し
て
、
人
口
問
題
の
深
刻
さ

と
そ
の
緊
急
性
に
対
す
る
認
識
を
深
め
た
。

国
際
的
な
誤
解
を
お
そ
れ
ず
、
畝
え
て

書
く
が
、
当
時
の
訪
問
国
の
ス
ラ
ム
街
、

と
く
に
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
悲
惨
芭

は
、
ま
さ
に
目
を
そ
む
け
た
く
な
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
私
芥
」
襲
つ
だ
の
は
、
一
人
の
人
間
と
し

て
の
素
朴
な
衝
撃
だ
っ
た
。

食
糧
不
足
、
失
業
、
教
育
・
医
療
の
欠

如
、
住
宅
問
題
・
・
人
間
の
生
存
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
問
題
が
混
在
し
、
濃
縮
し

た
か
た
ち
で
そ
こ
に
横
疋
わ
っ
て
い
た
。

私
の
脳
裏
仁
、
戦
後
日
本
の
状
況
が
よ

み
が
え
っ
て
き
だ
。

政
治
家
と
し
て
の
私
に
で
さ
る
こ
と
は

何
な
の
か
、
日
本
と
し
て
で
さ
る
こ
と
は

何
な
の
か
|
|

栄
養
失
調
で
や
せ
こ
け
だ
母
手
、
そ
の

7

才
の
異
常
に
大
き
く
見
隠
か
れ
た
眼
|
|

地
球
上
に
こ
ん
な
悲
惨
が
あ
っ
て
よ
い

ち
の
な
の
か
。

ま
さ
に
、
道
で
生
ま
れ
、
道
一
で
死
ん
で

い
く
7
7
ど
ち
走
ち
。
こ
の
7
7
ど
ち
た
ち
が

幸
ゼ
に
成
長
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く

る
こ
と
こ
そ
、
政
治
の
役
巳
で
あ
り
、
ま

E
B際
協
力
の
責
務
で
は
な
い
の
か
。

ス
ラ
ム
街

笑
顔
の
児
ら
に

界
も
な
く

一
し
の
拙
句
は
、
右
記
し
た
よ
う
な
私
の

真
警
な
気
持
を
込
め
、
帰
国
の
飛
行
機
上

で
、
団
長
の
岸
信
介
先
生
、
団
員
の
加
藤

シ
ヅ
ヱ
先
生
に
ご
披
露
し
だ
ち
の
で
あ
る
。

会
、
振
り
返
る
と
、
こ
の
俳
句
に
こ
そ
、

私
の
人
口
・
開
発
・
食
獲
の
分
野
に
お
け

る
国
際
活
動
の
原
点
が
あ
る
よ
う
な
気
が

す
る
。ま
た
、
こ
の
視
察
旅
行
で
私
が
受
け
た

感
動
仁
、
岸
信
介
図
長
、
ウ
ィ
ソ
ア
ム
・

ド

レ

パ

i
氏
、
加
藤
シ
ヅ
ヱ
団
員
の
情

熱
が
あ
る
。

当
時
の
視
察
団
日
程
表
を
見
て
右
お
わ

か
り
の
と
お
り
、
視
祭
は
き
わ
め
て
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ル
で
あ
り
、
朝
四
時
半
仁

飛
行
場
に
駆
け
着
け
た
こ
と
ち
あ
つ
だ
。

53 



イ イア i
十ン 十三ジ i
Eド 里r )/ 
六カ 五回二ニノ¥

Bル 白日 Eュヨ i 
(カ ~l 事 i
'*ッ 同固とビデ橋 i
'-.../7 '-" '-"リ視 i
---ヌ9:

五O八六回二 九四九八)鼠 i
O自品三 主二ら 主主6とら 自日 i
O五 00 0五o 00000  和壁 i

四売!
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八
年
十
月
十

日

十
月

十
八
日

十
月
一
七
日
(
水
)

タ
イ
(
バ
ン
コ
ク
)

十
月
一
七
日
(
水
〉

十
月
一
八
日
(
木
)

十
月
一
九
日
(
金
)

一
七
・
一
一
一

O
八・。。
一
0
・
一
五

一
一
一
一
・
二
五

七
・
一
五

九
・
三

O

八
・
二
一

O

羽
田
発

二

ュ

デ

リ

訪

問

パ
ラ
ブ
ガ
ー
ル
農
村
保
健
プ
ロ
ジ
工
ク
卜
訪
問

タ

i
ジ
・
マ
ハ

l
ル
及
び
レ
ッ
ド
・
フ
ォ
ト
訪
問

ア
シ
ョ
力
取
テ
ル
で
、
①
政
府
②
家
族
計
画
協
会

活
動
報
告

イ
ン
ド
家
族
計
画
協
会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
見
学

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
医
家
家
族
計
画
研
究
所
見
学

保
健
家
族
計
画
山
豆
訪
問

三
コ
デ
リ
発
力
ル
カ
ッ
タ
に
向
う

カ
ル
力
ッ
タ
空
港
着

イ
ン
ド
商
工
会
議
所
に
て
会
議

ベ
ン
ガ
ル
の
陶
器
工
場
で
パ
セ
ク
ト
ミ

i
手
術

見
学
力
ル
力
ツ
夕
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
訪
問

市
内
視
察

家
族
計
画
セ
ン
タ
訪
問

力
ル
力
ッ
タ
空
港
発

バ
ン
コ
ク
空
港
善

政
府
な
ら
び
に
ヲ
イ
家
族
計
画
協
会
の
活
動
報
告

ラ
ジ
ブ
ソ
(
バ
ン
コ
ク
市
か
ら
百
キ
ロ
)
へ
出
発
。

セ

ン

タ

訪

問

司回目何回司自『【ー『一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーー------司自四時四『ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーー“--悶町田司自ーー一一一一一一一一一一一一J

③
関
連
ー
の

(
女
性
不
妊
手
術
)

政
府
M
C
H

こ
う
い
う
ハ
ド
な
日
程
で
あ
っ
た
に

ち
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
す
で
に
七

O
歳
を

超
え
て
お
ら
れ
だ
岸
包
長
、
ド
レ

l
パ

i

氏
、
加
藤
氏
の
高
齢
の
三
万
は
、
暑
熱
を

ち
の
と
ち
ぜ
ず
、
農
村
視
察
、
家
族
計
画

ク
リ
ニ
ッ
ク
訪
問
、
ス
ラ
ム
街
の
視
察
仁

い
た
る
ま
で
、
常
に
先
頭
仁
立
っ
て
進
ま

れ
た
。
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と
く
仁
、
岸
先
生
の
一
途
な
熱
意
に
は
、

私
を
は
じ
め
団
員
一
同
が
励
ま
さ
れ
る
こ

と
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
と
き
に
は
、
思
わ

ず
襟
を
正
し
た
い
よ
う
な
思
い
を
す
る
こ

と
ち
あ
つ
だ
。

視
祭
回
は
帰
国
後
、
岸
信
介
団
長
の
名

前
で
「
人
口
・
家
族
計
画
に
対
す
る
援
闘

に
つ
い
て
」
と
い
う
政
府
に
対
す
る
要
望

書
を
発
表
し
定
。

そ
の
な
か
で
強
調
し
て
い
る
の
は
、
人

口
・
家
族
計
画
分
野
に
お
け
る
、
我
が
国

の
国
際
協
力
の
強
化
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ

ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
訪
問
四
力
国
の
人
口
自

然
躍
加
率
は
、
当
世
間
、
年
二
・
五
j
三
・

五
%
(
当
時
、
我
が
国
は
約
一
%
)
で
あ

つ
だ
。
こ
う
い
う
急
激
な
人
口
増
加
が
、
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一
四
・
二
一

O

九
・
一
二

O

一
一
・
一
二

O

一
七
・
二

O

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
(
ジ
ャ
カ
ル
タ
)

十
月
一
一

O
B
(士
)
二

0
・一二

O

十
月
二
一

g
(
B
)

八
・
一
二

O

十
月
一
三
百
(
月
)
八
・

=δ

一
0
・0
0

二・
O
O

一一一・

0
0

一
二
・

0
0

十
月
二
一
一
一
日
(
火
)
九
・

0
0

一
0
・0
0

二・
0
0

一
六
・
一
二

O

十
月
二
四
日
(
水
)
八
・
一
二

O

フ
ィ
リ
ピ
ン
(
マ
ニ
ラ
)

十
月
二
四
日
(
水
)
一
五
・
一

O

十
月
二
五

B
(木
)
一

0
・
0
0

一
四
・
一
二

O

一
五
・
一
五

八
・
一
二

O

一一了。。
一
四
・
一
二

O
九・。。
八
・
一
五

十
月
二

O
日
(
土
)

十
月
二
六
B
(金
)

十
月
二
七
日
(
士
)

十
月
二
八
B
(巴
)

バ
ン
コ
ク
郊
外
の
タ
イ
家
族
計
画
協
会
プ
ロ
ジ
工
ク
ト
見
学

タ
イ
首
相
(
サ
ン
ヤ
・
ダ
マ
サ
ク
氏
)
表
敬

記
者
会
見

バ
ン
コ
ク
空
港
出
発

こ
れ
ら
冊
目
カ
国
の
社
会
経
済
の
発
展
と
民

生
の
安
定
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
実
情

芝
、
視
察
団
の
随
一
員
一
同
が
真
撃
に
認
識

し
た
結
果
が
、
こ
の
要
望
書
仁
異
体
化
し

だ
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
空
港
着

ボ
ゴ
ー
ル
宮
殿
に
出
発
。
ブ
ン
チ
ャ
ッ
ク
完
物

B
K
K
B
N
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

情
報
省
訪
問

ジ
ャ
カ
ル
タ
知
事
と
の
会
見

記
者
会
完

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ザ
議
会
議
長
と
の
会
見

ス
ハ
ル
卜
大
統
領
表
敬

政
府
ク
リ
ニ
ッ
ク
訪
問

U
N
D
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明

記
者
会
見

ジ
ャ
カ
ル
タ
空
港
出
発

一
し
の
ア
ジ
ア
人
口
事
情
視
察
は
、

後
の
日
本
人
の
人
口
分
野
に
お
け
る
冨
際

協
力
を
大
き
く
前
進
さ
官
、
ま
だ
私
に
と

っ
て

t
、
政
治
家
と
し
て
の
使
命
感
を
改

め
て
植
え
つ
け
ら
れ
だ
と
い
う
意
味
に
お

い
て
、
画
期
的
な
ち
の
で
あ
つ
だ
。

そ
の

食
糧
と
人
口
問
題
に
関
す
る
寅
一
言
に
署
名

ま
た
、
私
に
と
っ
て
国
際
問
題
、
お
よ

び
国
連
を
舞
台
に
し
た
活
動
の
出
発
点
と

な
っ
た
ち
う
一
つ
の
ち
の
に
、
一
九
七
四

年
の
、
「
食
穫
と
人
口
問
題
に
関
す
る
宣
言
L

が
あ
る
。

マ
二
一
フ
差
出

マ
ニ
ラ
市
長
と
会
見

U
N
D
P
ハ
デ
ィ
ン
グ
代
表
と
会
見

P
O
P
C
O
M
、
委
員
と
会
見

E
P
O
P
の
活
動
説
明

マ
ル
コ
ス
大
統
領
表
敬

ホ
セ
・
フ
ァ
ベ
ラ
記
念
病
続
視
察

マ
ニ
ラ
郊
外
の
F
P
O
P
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
視
察

マ
ニ
ラ
空
港
出
発
東
京
ヘ

一
し
の
富
一
一
一
一
己
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
口
危
機

委
員
会

(
P
C
C
)
が
週
連
に
提
出
し
た

t
の
で
、
世
界
の
人
口
・
食
糧
問
題
解
決

の
だ
め
各
国
政
府
が
現
実
的
か
つ
果
叡
な

諸
政
策
を
採
る
こ
と
を
要
請
、
か
っ
そ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
匿
速
が
と
る
よ
う
求
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め
た

t
の
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
は
世
界
人
口
年
で
あ
り
、

向
年
八
月
に
世
界
人
口
会
議
(
於
ブ
力
レ

ス
ト
)
、
お
よ
び
十
一
月
に

P

U
列
国
議

会
同
盟
会
議
が
開
か
れ
た
。

ζ

の
二
つ
の

会
議
に
先
立
つ
、
重
要
な
意
昧
を
ち
つ
宣

言
だ
っ
た
。

こ
の
宣
言
文
に
は
、
世
界
九
五
カ
園
、

二
O
O名
が
署
名
し
た
が
、
私
は
岸
信

介
元
首
相
の
代
理
と
し
て
、
鴎
連
本
部
に

出
席
、
署
名
し
た
の
で
あ
る
。

四
月
二
十
四
日
に
渡
米
し
、
二
十
七
日

に
は
ト
ン
ボ
返
り
す
る
と
い
う
強
行
ス
ケ

ジ
ュ
ル
だ
っ
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド

レ
ー
パ
ー
氏

(
P
C
C
名
誉
会
長
)
を
は

じ
め
、
各
国
各
界
か
ら
の
参
加
者
と
親
し

く
意
見
を
受
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
十
四

B
に
開
催
さ
れ
疋
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
席
上
、
食
糧
増
産
に
関
す
る
国
際
協

力
の
進
め
万
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
議
論

が
受
わ
さ
れ
た
。
私
は
発
言
の
際
、
霞
擦

分
業
論
に
ふ
れ
た
。

私
が
強
調
し
た
の
は
、
各
国
が
最
大
限

に
食
糧
自
給
の
努
力
を
す
べ
き
こ
と
、
そ

れ
で
ち
不
足
す
る
分
は
輸
入
に
仰
ぐ
と
い

う
考
え
万
を
纂
縫
に
し
て
、
改
め
て
世
界

的
な
食
糧
の
自
給
体
制
・
備
蓄
体
制
の
整

備
が
急
務
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
定
。

翌
二
十
五
日
の
式
典
に
お
い
て
、
出
席

し
た
一
一
一
五
力
国
の
代
表
が
宣
言
文
仁
署
名
、

私
ち
署
名
し
た
。

つ
ぎ
に
、
白
本
の
岸
一
元
首
紹
、
佐
藤
前

首
相
相
、
全
国
農
協
中
央
会
の
宮
脇
会
長
、

全
国
農
業
会
議
所
の
鍋
島
会
頭
ら
の
署
名

ち
含
め
、
九
五
力
国
一
二

O
O名
の
署
名

を
添
え
た
宣
言
文
が
、
ワ
ル
卜
ハ
イ
ム
白

連
事
務
総
長
仁
子
渡
さ
れ
走
。

こ
の
宣
言
文
を
受
け
て
、
ワ
ル
ト
ハ
イ

ム
事
務
総
長
の
挨
拶
が
行
な
わ
れ
た
。
そ

の
内
容
は
、

「
叫
限
界
の
人
口
が
予
想
以
上
に
急
憎
し
た

疋
め
、
す
で
に
世
界
の
食
糧
事
情
は
窮
迫

し
て
い
る
。
世
界
の
食
糧
生
産
を
人
口
増

加
の
速
度
に
追
い
つ
か
ゼ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
そ
れ
が
困
難
な
現
状
に
あ
る
。

我
々
の

B
的
は
、
次
の
世
代
の
人
々
が
気

口
凹
と
平
和
を
伴
っ
た
生
活
を
送
れ
る
希
望

を
ち
た
ぜ
る
こ
と
に
あ
る
」

と
い
う
ち
の
だ
っ
た
。

私
は
、
家
族
計
画
へ
の
一
言
及
が
な
か
っ
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た
こ
と
、
お
よ
び
表
現
が
抱
象
的
で
あ
る

こ
亡
が
多
少
不
満
だ
っ
た
が
、
人
類
の
将

来
仁
対
し
て
現
在
の
我
々
に
責
任
が
あ
る

と
い
う
論
旨
仁
怯
、
深
く
共
鳴
し
た
。

さ
ら
に
、
式
典
の
直
後
、
国
連
記
者
ク

ラ
ブ
で
記
者
会
見
が
行
な
わ
れ
定
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ド
レ

l
パ
氏
の
報
告
の
後
、

私
が
、
日
本
で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
(
後
に
詳
説
)
が
発
足
し
だ
こ
と
を
紹

介
、
そ
し
て
い
ま
や
人
口
・
食
糧
問
題
は

専
門
家
の
み
の
討
議
の
対
象
で
は
な
く
、

政
治
の
レ
ベ
ル
で
ち
大
い
に
議
論
、
検
討

さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
。

す
る
と
、
こ
の
私
の
発
一
言
が
終
わ
る
や

い
な
や
、
す
か
さ
ず
ド
レ
パ
氏
が
補

足
す
る
か
だ
ち
で
、

B
本
の
冨
際
人
口
問

題
議
員
懇
談
会
設
立
の
意
義
を
高
く
評
価

し
、
強
議
さ
れ
た
。
私
は
、
ウ
ィ
リ
ア

ム

・

ド

レ

パ

l
氏
の
人
口
問
題
仁
対
す

る
情
熱
、
ま
走
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
、
改
め
て
驚
き
、
か
つ
尊
敬
の
念
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
食
糧
問
題
に
関
し
て
、
こ
の

年
(
一
九
七
四
年
〉
に
私
が
「
ラ
イ
ス
・

パ
ン
ク
掲
想
」
を
提
唱
し
た
こ
と
を
付
記

f人口・開発・童糧を考えるj佐藤隆著

し
て
お
き
た
い
。

一
九
七
四
年
十
月
七
日
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
i
p
U
列
国
議
会
伺
盟
会
議
の
第

七
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
世
界
的
な
人
口
爆
発
の

経
済
的
社
会
的
影
響
L

に
お
い
て
、
私
が

演
説
し
、
そ
の
な
か
で
、
ア
ジ
ア
の
特
殊

性
に
か
ん
が
み
、
ラ
イ
ス
・
パ
ン
ク
の
創

設
を
提
隠
し
た
。

さ
ら
に
ζ

の
演
説
で
私
が
強
調
し
た
の

が
、
戦
後
短
期
間
に
多
産
多
死
か
ら
少
産

少
死
と
い
う
人
口
転
換
と
経
済
成
長
を
達

成
し
疋
我
が
国
の
経
験
ち
生
か
し
、
ア
ジ

ア
の
各
国
の
実
情
と
二
|
ズ
に
応
じ
疋
き

め
織
か
い
額
際
協
力
を
推
進
す
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

人
類
の
将
来
に
不
安
が
あ
る
と
し
て
ち
、

各
国
が
社
会
体
制
と
信
条
の
差
異
を
超
え
、

新
し
い
国
際
秩
序
の
ち
と
で
全
て
の
人
類

の
生
活
の
向
上
在
日
指
す
な
ら
ば
、
必
ず

や
問
題
の
解
決
は
可
能
|
|
↑
し
れ
は
私
の

演
説
の
パ
ッ
ク
ボ
ン
に
な
っ
て
い
た
考

え
で
あ
る
が
、
こ
の
信
念
は
会
ち
変
わ
っ

て
い
な
い
。

刊
界
人
口
会
議

一
九
七
四
年
は
世
界
人
口
年
だ
っ
疋
が
、

そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
色
言
え
る
の
が
、
八

月
十
九

B
か
ら
三
十
日
ま
で
、
ル
ー
マ
一
一

ア
の
首
都
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た

「
世
界
人
口
会
議
L

で
あ
る
。

当
時
、
「
人
口
爆
発
L

と
い
う
こ
と
ば
か

各
分
野
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
急
激
な
人

口
増
加
に
対
す
る
危
機
感
は
世
界
的
仁
高

ま
っ
て
い
走
。

当
時
、
世
界
の
人
口
一
一
一
九
億
九
干
万
、

人
口
摺
加
率
は
年
間
二
%
だ
っ
た
。
二
%

と
い
う
数
字
は
、
一
二
五
年
間
で
世
界
人
口

が
二
倍
に
な
る
こ
と
を
意
昧
し
て
い
る
。

ま
さ
に
人
口
爆
発
だ
つ
だ
。

こ
の
人
口
爆
発
に
対
し
、
世
界
の
食
糧

生
産
、
資
源
・
工
ネ
ル
ギ

l
、
蹟
境
は
だ

い
じ
よ
う
ぶ
な
の
か
。
ひ
い
て
は
、
人
口

爆
発
が
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
対
し
深
刻

な
危
機
を
ち
疋
ら
す
の
で
は
な
い
か

也
界
の
人
口
学
者
、
関
係
者
、
有
識
者
の

聞
に
危
機
感
が
古
田
ま
っ
て
い
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、

ζ

の
ブ
力
レ
ス
ト
の
世

界
人
口
会
議
は
世
界
の
注
目
を
集
め
、
ま
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た
そ
の
意
義
ち
大
き
か
っ
定
。

会
議
に
は
世
界
の
二
一
一
五
力
国
の
代
表

が
参
加
し
た
。
我
が
国
乞
、
政
府
代
表
団

三
O
名
が
参
加
し
疋
が
、
私
ち
そ
の
一
員

だ
っ
た
。
一L
の
会
議
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
ク
ル

卜
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム

B
連
事
務
総
長
の
、

開
会
に
当
た
っ
て
の
次
の
声
明
が
何
よ
り

ち
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
春
の
国
連
総
会
で
、
私
は
六
つ
の
問
題

を
提
起
し
た
。
そ
の
一
つ
が
空
前
の
人
口

同
増
加
率
で
あ
る
。
こ
こ
で
会
議
を
し
て
い

る
二
週
間
に
、
ブ
力
レ
ス
ト
市
(
約
一
四

O
万
人
)
の
二
倍
の
人
口
が
地
球
に
ふ
え

る
。
世
界
人
口
は
一
世
代
で
倍
増
し
て
し

ま
う
。
次
の
三
十
余
年
間
は
、
人
類
の
歴

史
に
お
け
る
最
古
挑
戦
的
な
時
期
に
怠
る

で
あ
ろ
う
。
食
糧
、
住
宅
、
雇
用
、
教
育
、

保
健
仁
対
す
る
、
こ
れ
ほ
ど
膨
大
な
需
要

に
当
面
し
た
こ
と
に
は
、
未
だ
か
つ
て
な

か
っ
走
。
問
題
は
錯
綜
し
て
、
地
図
上
の

国
境
を
超
え
、
国
連
が
舞
台
の
中
央
に
立

疋
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
走
。
こ
の
会
議
は
、

こ
の
重
要
問
題
に
処
す
る
わ
れ
わ
れ
の
態

度
の
辰
史
的
転
換
点
で
あ
る
」

ま
た
、
歓
迎
の
挨
拶
で
ル
ー
マ
ニ
ア
の

チ
ャ
ウ
シ
工
ス
ク
大
統
領
が
述
べ
た
、

「
こ
の
会
議
は
、
人
類
文
化
の
根
本
問
題

の
一
つ
を
討
議
す
る
ち
の
で
あ
り
、
人
類

の
未
来
は
、
こ
こ
に
い
る
人
定
ち
の
双
肩

に
か
か
っ
て
い
る
L

あ
る
い
は
、

「
人
口
問
題
解
決
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
条

件
は
、
開
発
の
遅
れ
と
格
差
の
解
消
で
あ

り
、
諸
国
間
の
平
等
と
協
力
、
さ
ら
に
平

和
の
達
成
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
ば
の
な
か
に
、
人
口
問
題

は
疋
ん
な
る
量
の
問
題
で
は
な
く
、

H

開

発
μ

と
密
接
仁
結
び
つ
い
た
問
題
で
あ
る

こ
と
が
明
確
仁
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

会
議
は
、
総
会
の
あ
と
、
第
一
委
員
会

「
人
口
変
化
と
経
済
社
会
開
発
」
、
第
二
委

員
会
「
人
口
、
資
源
、
環
境
」
、
第
一
二
委
員

会
「
人
口
と
家
族
、
人
権
」
、
お
よ
び
「
世

界
人
口
行
動
計
画
L

を
起
草
す
る
作
業
部

会
仁
分
か
れ
て
討
議
が
開
始
さ
れ
走
。

政
治
、
文
化
、
経
済
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
多
数
の
国
が
集
ま
り
、
一
つ
の
結
誠
仁

達
す
る
と
い
う
の
は
並
疋
い
て
い
の
一
し
と

で
は
な
い
。
し
か
ち
、
一
ア
マ
が
人
口
と

い
う
き
わ
め
て
鴎
難
で
ブ
ラ
イ
ベ
ト
な

問
鐙
で
あ
る
。

人
口
は
、
っ
き
つ
め
る
と
各
夫
婦
問
の

問
題
で
あ
る
。
各
夫
婦
の
予
ど
ち
に
対
す

る
価
億
観
、
生
活
水
準
、
教
育
、
宗
教

等
々
、
多
数
の
要
殴
が
複
雑
に
か
ら
み
あ

っ
て
、
出
産
と
い
う
行
動
に
結
び
つ
く
。

「
地
球
の
人
口
は
ち
う
満
員
だ
か
ら
、
ち

う
子
供
は
産
む
な
」
と
お
上
が
命
令
し
疋

と
し
て
ち
、
決
し
て
問
題
解
決
に
は
な
ら

な
い
。
「
人
口
爆
発
」
と
い
う
状
況
を

B
前

に
し
て
い
て
ち
、
そ
れ
は
同
じ
だ
っ
た
。

し
か
ち
、
当
時
、
南
北
問
題
を
中
山
に
、

開
発
途
上
国
か
ら
の
先
進
国
に
対
す
る
突

き
上
げ
が
い
ろ
ん
な
局
面
で
噴
出
し
て
い

た
こ
ろ
で
ち
あ
っ
た
。

人
口
に
お
い
て
ち
し
か
り
。

先
進
国
が
人
口
抑
制
を
開
押
し
つ
け
る
の

は
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る
新
た
な
植
民

地
主
義
で
は
な
い
か
|
|
こ
う
い
う
板
蹄

な
反
論
ち
存
在
し
た
。

だ
か
ら
、
最
終
日
に
採
択
さ
れ
た
「
世

界
人
口
行
動
計
画
」
の
な
か
に
あ
る
、

つ
一
九
八
五
年
迄
に
各
国
政
府
が
各
々
の

目
標
達
成
に
成
功
し
だ
な
ら
ば
、
開
発
途
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上
国
の
人
口
増
加
率
は
現
在
の
年
二
・

8
%
か
ら
一
九
八
五
年
に
は
約
二
・

O
%

に
低
下
し
，
，
L

と
い
う
く
だ
り
の
、
具
体
的
数
字
を
入

れ
る
か
入
れ
な
い
か
で
、
急
進
的
な
開
発

途
上
国
と
先
進
国
と
の
慢
で
、
激
し
い
議

論
の
応
酬
が
行
な
わ
れ
だ
。

あ
る
意
昧
で
は
、
こ
の
「
世
界
人
口
行

動
計
画
」
は
妥
協
の
産
物
亡
ち
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
世
界
が
そ
れ
ま
で
タ
ブ
|
祝
し

て
い
た
H

人
口
H

を
初
め
て
共
通
の
議
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
各
国
が
真
正
面
か
ら

ぶ
つ
か
り
合
っ
て
認
議
し
、
そ
し
て
曲
が

り
な
り
に
ち
一
つ
の
合
意
に
達
し
た
と
い

う
こ
と
に
、
は
か
り
し
れ
怠
い
意
義
が
あ

る。

[人口・開発・童糧を考えるj佐藤隆 著

紛
糾
し
、
か
つ
好
余
曲
折
を
経
た
会
議

で
は
あ
っ
疋
が
、
つ
い
に
歴
史
的
な
「
国

連
世
界
人
口
行
動
計
画
」
(
資
料
篇
資
料

③
参
照
)
が
採
択
さ
れ
だ
。

4 

国
会
議
員
百
余
名
が
結
集

j
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

九
七
四
年
四
月
一
日
は
、
人
口
問
題
、

さ
ら
に
人
口
分
野
に
お
け
る
日
本
の
冨
際

協
力
を
考
え
る
と
き
、
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
B
付
で
あ
る
。

こ
の
目
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
以
下
議
員
懇
と
略
す
)
の
発
会
式
が
行

な
わ
れ
、
岸
信
介
先
生
が
会
長
に
就
任
さ

れ
た
。こ
の
議
員
懇
は
、
人
口
問
題
を
中
心
と

す
る
資
源
・
食
糧
危
機
に
深
い
関
山
存
」
寄

せ
る
国
会
議
員
有
志
が
超
党
派
で
結
成
し

だ
乞
の
で
、
設
立
発
起
人
は
、
岸
信
介
先

生
を
中
山
に
、
私
を
含
む
そ
の
前
年
ア
ジ

ア
人
口
事
情
視
察
に
参
加
し
疋
議
員
だ
ち

だ
っ
た
。
発
会
式
の
席
上
、
白
中
龍
夫
先
生
が
設

立
発
起
人
を
代
表
し
て
、

「
我
々
は
国
連
人
口
活
動
基
金
お
よ
び
国

際
家
族
計
画
透
明
田
の
基
本
趣
旨
に
賛
同
し
、

人
口
問
題
と
こ
れ
に
関
連
す
る
資
源
・
食

糧
な
ら
び
に
国
際
協
力
な
ど
の
諸
問
題
を

研
究
し
、
か
っ
そ
の
対
策
を
建
議
す
る
た

め
に
、
こ
こ
に
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
を
設
立
し
ま
す
」

と
、
設
立
の
趣
意
を
力
強
く
説
明
さ
れ

だ。

次
い
で
、
岸
信
介
先
生
が
会
長
に
選
出
、

就
任
さ
れ
た
。

議
員
懇
設
立
の
背
景
に
つ
い
て
、
説
明

し
て
お
こ
う
。

き
っ
か
け
と
な
っ
だ
の
は
、
先
述
し
走
、

岸
信
介
先
生
を
団
長
と
す
る
ア
ジ
ア
人
口

事
情
視
察
屈
だ
っ
た
。

人
口
急
増
が
、
開
発
途
上
国
の
社
会
開

発
や
経
済
発
展
に
重
大
な
支
障
を
来
た
し

て
い
る
現
状
、
さ
ら
に
、
人
口
問
題
は
た

ん
に
人
間
の
数
の
コ
ン
ト
ロ
ル
で
は
な

く
、
社
会
開
発
や
経
済
開
発
と
セ
ッ
ト
で

考
え
て
い
く
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
ー
ー

こ
う
い
う
認
識
が
背
景
に
あ
っ
た
。

し
か
ち
、
現
地
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
匿
連
人
口
活
動
基
金
(
U
N
F
P
A
)
、

国
際
家
族
計
廼
連
盟
(
|
P
P
F
)
な
ど

の
罰
際
機
関
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
政
府
、

ス
ウ
工
デ
ン
政
府
な
ど
の
多
く
の
先
進

開
発
国
が
、
物
必
両
面
に
わ
た
る
積
極
的

な
援
助
芥
」
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
だ
。

さ
ら
に
、
強
調
す
べ
き
な
の
は
、
人
口

問
題
に
悩
む
国
々
が
日
本
か
ら
の
協
力
援

助
を
強
<
期
待
し
て
お
り
、
ま
た
、
異
一
体
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的
に
我
が
国
仁
協
力
委
請
を
し
て
き
て
い

る
こ
と
だ
っ
走
。

し
か
し
、
従
来
、
我
が
医
の
人
口
分
野

に
関
す
る
協
力
援
肪
は
微
々
た
る
ち
の
だ

っ
た
。そ
こ
で
、
岸
先
生
を
通
じ
て
政
府
に
要

望
し
走
の
が
次
の
二
点
で
あ
る
。

(
1
)

国
連
人
口
活
動
基
金
と
国
際
家
族

計
箇
連
盟
へ
の
資
金
供
与
を
、
一
九

七
四
年
に
は
倍
憎
し
て
五
百
万
ド
ル

と
す
る
こ
と
。

(
2
)

政
府
の
行
な
う
二
国
間
協
力
(
国

際
機
闘
を
通
す
の
で
は
な
く
、
我
が

固
と
杷
子
園
で
直
接
行
な
う
協
力
)

の
な
か
で
、
人
口
・
家
族
計
画
で
の

協
力
を
緊
急
に
出
国
大
さ
ゼ
る
こ
と
。

ま
だ
、
わ
が
鴎
の
対
外
無
償
協
力
額

の一

O
%
程
度
在
日
標
と
す
る
こ

と。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く
定

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
行
政
ま
か

せ
で
は
な
く
、
立
法
府
が
間
関
ゆ
を
ち
ち
、

ま
だ
国
会
議
員
が
結
集
す
る
必
要
が
あ
っ

た。
国
民
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
が
結
集

し
、
人
口
問
題
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る

開
発
、
食
糠
問
題
、
さ
ら
に
国
際
協
力
の

あ
り
万
を
討
議
し
、
と
き
に
は
政
府
に
対

し
て
献
策
す
る
こ
と
が
必
要
|
|
こ
う
い

う
認
識
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
議
員
懇
の
メ
ツ
パ
は
、
設

立
趣
旨
に
賛
同
す
る
超
党
派
の
同
国
会
議
員

で
あ
る
。
ま
走
、
鯖
月
一
回
定
例
会
を
開

い
て
研
究
討
議
を
行
な
う
ほ
か
、
各
国
の

議
員
と
関
係
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
な
う
な
ど
が
具
体
的
な
活
動
だ
っ
た
。

ち
っ
と
ち
、
メ
ン
バ
ー
は
超
党
派
の
匿

会
議
員
と
い
っ
て
ち
、
共
産
党
の
み
は
参

加
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

持
々
人
に
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
一
L

の
場
在
借
り
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

一
言
で
言
え
ば
、
設
立
に
当
た
っ
て
、

共
庄
党
に
は
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
呼
び
か

け
な
か
っ
定
。
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

当
時
、
人
口
問
題
に
関
し
て
、
共
産
党
の

考
え
万
お
よ
び
世
界
観
は
、
議
員
懇
設
立

発
起
人
た
ち
の
考
え
万
と
あ
ま
り
に
ち
隔

絶
し
て
い
走
。

新
し
い
試
み
を
世
界
に
先
駆
け
て
行
な

お
う
と
す
る
と
き
、
世
界
観
の
異
な
る

人
々
と
一
緒
に
出
発
す
る
ほ
ど
時
間
的
余

裕
が
な
か
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
だ
い
の
は
、
人

口
問
題
に
お
け
る
岸
信
介
先
生
の
偉
大
な

幼
績
で
あ
る
。

岸
先
生
か
ら
、
そ
の
人
生
に
お
け
る
三

つ
の
大
き
な
節
目
に
つ
い
て
、
私
は
四
回
人

的
に
話
を
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

か
つ
て
若
か
り
し
こ
ろ
、
商
工
省
の
官

僚
と
し
て
、
満
州
(
現
中
国
東
北
部
)
の

地
に
青
春
の
情
熱
を
傾
け
、
満
州
の
開
発

に
す
べ
て
を
賂
け
だ
こ
と
。

戦
後
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
巣
鴨
プ
ソ

ズ
ン
に
拘
置
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
。

そ
し
て
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
第
一

回
改
定
(
い
わ
ゆ
る
六

O
年
安
保
)
に
際

し
て
の
、
深
刻
な
政
治
状
況
と
そ
の
な
か

で
の
政
治
責
任
者
と
し
て
の
岸
信
介
先
生
。

私
は
、
こ
の
三
つ
の
経
験
に
つ
い
て
直

接
話
を
う
か
が
う
機
会
が
あ
つ
だ
わ
け
だ

が
、
合
さ
ら
な
が
ら
感
服
し
走
の
は
、
岸

先
生
の
政
治
家
と
し
て
の
責
任
感
、
使
命

感
の
強
烈
さ
で
あ
る
。

山
序
先
生
は
、
現
在
は
す
で
に
政
界
の
第

一
線
を
引
退
し
、
静
か
に
後
輩
の
育
成
に
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当
た
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
岸
先
生
が

ム
コ
ち
な
お
情
熱
を
傾
け
、
使
命
感
を
ち
っ

て
お
ら
れ
る
の
が
、
人
口
問
題
で
あ
る
。

岸
先
生
が
人
口
問
題
に
取
り
組
ま
れ
た

き
っ
か
け
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ソ
ア

台市

議員懇発会式で挨j揮する岸信介先生(左2人目)加藤シヅ工参議院議員(左端)

回中龍夫衆議院議員(右から2入居)

ム

-
H
・
ド
レ
パ
|
三
肢
と
の
出
会
い

だ
っ
走
。
ド
レ
ー
パ

i
三
世
は
、
日
本
の

戦
後
の
経
済
復
興
の
ブ
一
フ
ン
で
あ
る
『
ド

レ
ー
パ
!
報
告
』
を
書
い
走
人
で
、
日
本

の
戦
後
の
経
済
復
興
の
恩
人
と
ち
い
え
る

万
で
あ
る
。

こ
の
ド
レ

i
パ

l
氏
と
岸
先
生
が
肝
胆

相
照
ら
す
仲
と
な
り
、
腹
蔵
な
い
意
見
交

換
の
な
か
で
合
富
山
に
達
し
た
の
が
、
人
口

問
題
の
解
決
な
く
し
て
世
界
平
和
は
あ
り

え
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
走
。

人
口
問
題
は
、
人
権
や
ヒ
ュ
マ
二
ズ

ム
と
い
う
ち
の
に
分
か
ち
難
<
結
び
つ
い

て
い
る
。
し
か
ち
、
地
球
上
の
人
類
の
核

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
家
族
で

あ
る
。人
口
問
題
の
解
決
は
、
た
ん
な
る
数
の

抑
制
で
は
な
く
、
個
々
の
家
族
の
幸
福
を

高
め
る
ち
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
う
い
う
思
想
の
ち
と
、
岸
先
生
は
戦

後
一
貫
し
て
人
口
問
題
仁
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
走
わ
け
で
、
そ
の
一
つ
の
結
実
が
、

一
九
七
四
年
の
議
員
懇
の
結
成
で
あ
る
。

以
来
、
議
員
懇
は
活
発
な
国
内
・
国
際

活
動
を
続
け
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
会

員
が
国
会
議
員
と
い
う
性
格
上
、
選
挙
時

な
ど
に
多
少
の
入
れ
代
わ
り
は
あ
る
が
、

常
時
一
四

O
名
前
後
の
超
党
派
議
員
が
結

集
し
て
い
る
。
一
九
八
六
年
(
昭
和
六
十

一
年
)
十
二
月
十
二

B
現
在
、
議
員
懇
は
、

名
誉
会
長
岸
信
介
元
首
相
、
会
長
福
田
起

夫
元
首
相
、
副
会
長
田
中
龍
夫
衆
議
院
議

員
、
代
表
幹
事
佐
藤
隆
、
事
務
局
長
一
一
市
千

景
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
総
勢
一
四
二

名
が
結
集
し
て
い
る
(
資
料
篇
資
料
③

参
照
)
。
な
お
、
議
員
懇
事
務
局
は
、
財
司
法
人

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
内
に
置
か
れ
て

い
る
。表
ー
ー
ー
に
、
国
連
人
口
活
動
基
金

(
U
N
F
P
A
)
仁
対
す
る
各
国
拠
出
金
の

状
況
を
示
し
た
。
こ
れ
を
見
て
ち
わ
か
る

と
お
り
、

B
本
の
拠
出
割
合
は
す
で
に
約

一二

O
%
に
↑
口
達
し
て
い
る
。
世
界
の
人
口

問
題
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
悶
の
一
つ
が
日

本
で
あ
る
と
言
っ
て
ち
、
過
言
で
は
な
い
。

人
口
庭
的
存
」
通
じ
て
、
日
本
が
世
界
平

和
仁
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
高
く
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
推
進
役
と

し
て
の
議
員
懇
の
役
割
は
大
き
い
。
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(単位千ドル)

「
1980 1981 1982 

願位 国名 金額瓶{す 国名 金額 順位 図名 金額

I 来 同 32.開。 I 
"< 1'1 32.問。 米 同 33.760 

2 日 本 23.500 2 日 本 29.5ω 2 日 本 33印。

3 西 独 19，415 3 オランダ 12，795 3 ノルウェー 14.220 

オランダ 15.3叩 4 西 』車 12曲5 4 凶 割! 13，411 

5 ノルウェー 13.333 5 ノルウェー 12.077 5 オランダ 11.315 

6 スウェーデン 10.765 6 スウェーデン 8.411 6 カ ナ ダ 7.794 

7 カ ナ ダ 5.983 7 カ ナ ダ 6.443 7 スウェ}デン 7.186 

8 テeンマーク 5.414 8 デンマーク 5.068 8 デンマーク 4，468 

9 英 国 4.554 9 英 国 4.518 9 其 冨 4.204 

10 ス イ ス I制。 10 ス イ ス l，408 10 ス イ Y、 1.774 

計 100カ冨 計 91カ国 計四カ医

官o、 額 135但8 撃品、と、‘ 額 129.384 総 額 130.9∞ 
日本の拠出都合 17.40% 日本の拠出割合 22.80% 日本の拠出都合 25.59% 

国連人口活動基金主要拠出国一覧表1-1

(1985年6月30日現在)

1983 1984 1985 

見当日 間 名 金額 順{古 巨l 名 金額 額{立 ドl 名 金額

1 H 本 3ι850 1 日 本 40.100 I 米 国 46.000 

2 米 ドl 33.71印 2 米 同 羽田0 2 日 本 42叩7

3 西 主直 13，412 3 西 独 13.016 3 西 独 11.920 

ノルウェー 11.539 ノルウェー 11.37.1 ノルウェー 10.918 

5 オランダ 10.752 5 オランダ 10.082 s オランダ 10，155 

6 カ ナ ダ 8.333 6 カ ナ ダ 8，815 6 カ ナ ダ 7.482 

7 スウェーデン 6.215 7 スウェーデン 5.963 7 スウェーテrン 5.955 

8 デンマーク 4.623 8 デンマーク 4.664 8 英 同 5，625 

9 英 国 3.986 9 英 因 4，155 9 デンマーク 4.530 

10 崇 1M 1.960 10 イタリア 2.096 10 ス イ ス 1.931 

計 94カ国 計 91カ国 計 87カ国

総 額 139，100 £町込 額 14邑700 主杭， 額 l53，254 

H本の拠出割合 26.49% H本の拠出割合 27.52% 日本の拠出割合 28.0% 

定
だ
、
主
要
先
進
国
政
府
に
比
べ
る
と
、

臼
本
の
援
邸
時
間
は
、
そ
の
経
済
力
に
出
べ

て
ま
だ
ま
だ
低
い
亡
石
一
言
え
る
(
表

1
1

2
最
乙
照
)
。

人
口
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
開
発
、
食

糧
問
題
の
研
究
は
ち
ち
ろ
ん
、
我
が
国
の

国
際
協
力
の
あ
り
万
を
含
め
、
議
員
懇
の

活
動
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
多
彩
か
つ
活

発
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

0985年6J!30H現在)

主要先進国政府の人口援助 (1976年度概算)

政府名 多国間協力 国間協力 総額(万杓レ)

*f<l (AIlJ) 3.100 8.800 11.900 

スウヱ-7ン (SIDA) 1.300 1.5帥 2.8ω 

ノルウェ~ (NORDO) 900 1.8開 2.700 

日本(外務省、 JICA) 900 叩 開。

カナダ (CIDA) 300 700 L曲。

表1-2
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(むNFPA1980年資科)



UNFPA緊急援助セミナ

リ
フ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
• 
ヘ
ル
ス
の

考
え
方
を
踏
ま
え
た
緊
急
援
助
支
援
を

i
i
i
U
N
F
P
A
緊
急
援
酷
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
万
針
説
明
会
実
施

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
お
よ
び
イ
ン
ド
洋
津
波
被
害
や
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
な
ど
、
頻
発
す
る

大
規
模
災
害
に
対
す
る
緊
急
援
助
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
援
助
活
動
の
現
場
で

は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
ジ
エ
ン
ダ

i
が
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
な
い
ケ

1
ス
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
回
途
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
は
、
緊
急
援
助
活
動
に
関
す
る
方
針

を
決
定
。
今
後
、

N
G
O
と
連
携
し
な
が
ら
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
議
相
惜
し

た
緊
急
援
助
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
し
い
緊
急
援
助
活
動
の
実
施
に
先
立

っ
て
、

U
N
F
P
A東
京
事
務
所
は
、
外
務
省
国
際
協
力
局
民
間
援
助
連
携
室
の
協
力
を

得
て
研
修
会
を
開
催
。

U
N
F
P
A
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
か
ら
人
道
支
援
局
職
員
が
来
日

し
、
保
健
衛
生
・
人
口
分
野
を
含
む
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
日
本
の

N
G
O
団
体
職
員

向
け
に

U
N
F
P
A
の
緊
急
援
助
活
動
の
方
針
を
説
明
し
た
。

昨
合
、
大
規
模
な
白
然
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
。
貧
困
に
直
面
し
、
保
健
衛
生
施

設
右
十
分
と
は
い
え
な
い
途
上
国
で
は
、

災
害
に
よ
る
直
接
被
害
の
み
な
ら
ず
、
初

動
体
制
の
遅
れ
や
不
十
分
な
緊
急
援
鈎
体

制
仁
よ
っ
て
更
な
る
被
害
が
砿
大
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
自
然
災
害
と
は
別

仁
、
経
済
格
差
や
民
族
問
題
に
基
づ
く
地

域
紛
争
・
内
戦
な
ど
に
よ
っ
て
、
難
民
や

園
内
避
難
民
が
大
震
に
発
生
す
る
ケ

i
ス

ち
見
ら
れ
る
な
ど
、
今
、
世
界
的
な
規
模

で
、
緊
急
援
邸
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。U
N
F
P
A
は
頻
発
す
る
緊
急
事
態
を

重
く
と
ら
え
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
災
害
お

よ
び
人
的
災
害
に
対
す
る
緊
急
援
部
体
制

を
完
直
し
、
新
た
に
緊
急
援
問
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
万
針
を
決
定
し
走
。

妊
産
婦
を
含
む
女
性
の
健
康
問
題
・
リ

ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
の

普
及
を
課
題
と
す
る

U
N
F
P
A
は
、
繁

急
援
協
の
局
面
で
女
性
問
題
が
軽
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
具
体
的
な
事
例
亡
し
て
挙

げ
、
キ
ャ
ン
プ
設
営
時
に
女
性
の
定
め
の
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シ
ャ
ワ
ー
室
や
更
衣
室
を
安
全
な
工
リ
ア

に
配
置
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
妊
産
婦

ケ
ア
施
設
の
設
営
、
被
災
地
で
の
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
防
止
活
動
、

H
i
V
/
工

イ
ズ
の
蔓
延
を
防
ぐ
避
妊
具
の
配
布
な
ど

が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
、
各
箆
際
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
き
だ
。

今
回
は
、
そ
の
活
動
を
さ
ら
に
拡
大
す
べ

く
、
多
く
の
N
G
O
と
連
携
す
る
枠
組
み

を
作
り
上
げ
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
を
重
視
し
た
緊
急
媛
朋
万
針
の
普
及

の
た
め
仁
N
G
O
活
動
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

ム
コ
回
開
催
さ
れ
た
「
緊
急
人
道
支
援
跨

に
お
け
る
国
連
人
口
基
金
と
日
本
の
N

G

O
連
携
促
進
の
た
め
の
特
別
研
修
会
」
は
、

保
健
衛
生
・
人
口
分
野
を
は
じ
め
様
々
な

分
野
で
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
日
本

の
N
G
0
・
大
学
関
係
者
を
対
象
と
し
た

ち
の
で
、
今
後
、
具
体
的
な
援
防
活
動
の

担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
日
本
の
N

G

O
関
係
者
作
郎
体
お
よ
そ
初
名
仁
、

U

N

F
P
A
の
緊
急
援
協
の
考
え
万
を
伝
え
る

レ
ク
チ
ャ
ー
形
式
で
行
わ
れ
た
。

講
師
と
し
て
U
N
F
P
A
ニ
ュ
ー
ヨ

l

ク
本
部
か
ら
参
加
し
だ
日
比
絵
里
予
U

N

F
P
A
人
道
支
援
局
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
イ

サ
は
、
「
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

の
権
利
は
普
遍
で
あ
り
、
人
道
危
機
や
復

興
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
尊
重
さ

れ
受
持
さ
れ
る
ち
の
で
す
J

。
そ
れ
ゆ
え
に
、

緊
急
人
道
援
聞
に
は
υ
N
F
P
A
か
ら
ジ

エ
ン
ダ

i
や
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
/
ラ
イ
ツ
の
重
要
性
を
強
調
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
が
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

U
N
F
P
A
は
、
多
く
の
N
G
O
に
こ
の

万
針
を
理
解
し
て
ち
ら
い
な
が
ら
、
と
ち

に
活
動
し
て
い
き
疋
い
と
考
え
て
い
ま
す
L

と
研
修
会
の
主
国
自
在
説
明
し
定
。

日
本
の
緊
急
援
聞
の
活
動
は
、

2
0
0

4
年
吃
月
に
起
こ
っ
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

及
び
イ
ン
ド
洋
津
波
被
害
な
ど
の
ケ
ス

で
知
ら
れ
る
よ
う
な
J
ー

c
A
に
よ
る

「
緊
急
復
鈎
隊
」
の
活
動
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
緊
急
援
問
を
め

ぐ
る
日
本
の
N
G
O
活
動
は
、
ジ
ャ
パ
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
立
な
ど
が
知
ら

れ
る
一
万
で
、
欧
米
の
N
G
O
活
動
に
出

べ
て
規
模
が
小
さ
く
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
の
段
階
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

1
9
8

G4 



0
年
代
の
イ
ン
ド
シ
ナ
紛
争
を
契
機
に
包

本
居
内
に
数
多
く
の
N
G
O
が
生
ま
れ
、

数
多
く
の
実
績
を
打
ち
立
て
て
き
だ
が
、

日
本
の
N
G
O
活
動
は
概
し
て
国
際
的
な

ア
ピ
ー
ル
に
劣
り
、
世
界
各
国
の
災
害
現

場
で
存
在
感
を
一
訴
す
段
階
仁
至
っ
て
い
な

い
の
が
ほ
亡
ん
ど
で
あ
る
。

研
究
会
仁
参
加
し
た
N
G
O
関
係
者
か

ら
は
、
「
新
生
児
や
妊
産
婦
の
た
め
の
医
療

用
キ
ッ
ト
が
被
災
地
域
仁
副
到
着
す
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う
な
ち
の
か
っ
L

、

「
現
地
で
の
他
機
関
と
の
情
報
交
換
を
実
施

す
る
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ス
タ
制
度
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
っ
L

な
ど
と
い
っ
た
現
場
経
験
者
な
ら

で
は
の
質
問
の
他
に
、
「
緊
急
援
助
の
現
場

で
臼
本
の
N
G
O
団
体
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
震
献
が
集
定
し
う
る
の
か
っ
し
、
「
U

N
F
P
A
が
考
え
る
緊
急
援
助
万
針
の
重

要
性
と
は
何
か
?
」
と
い
っ
た
援
助
の
本

質
論
に
触
れ
る
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
る

な
ど
、
新
し
い
緊
急
援
朗
活
動
の
可
能
性

を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

緊
急
援
聞
に
お
け
る
ソ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
活
動
が
合
後
ど
の
よ
う
に
根

UNFPA緊急援助セミナ

付
い
て
い
く
の
か
、
ま
だ
ど
の
よ
う
な
閤

難
が
こ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
か
。

2
日

間
に
わ
だ
る
セ
ミ
ナ
を
通
し
て
、
今
後
、

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
重
視
し

た
N
G
O
の
緊
急
援
問
活
動
が
日
本
の
グ

ル
ブ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
た
。

(
竹
本
将
規
)
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APDA理事会・評議員会開催圃麟

一新常務理事に楠本鋒事務局長就任一

盤重量

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協

会

(
A
P
D
A
)
は
日
月
9
8

都
内
ホ
テ
ル
で
理
事
会
・
評
議

員
会
を
防
き
、
平
成
四
年
度
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

2
0
0
7
年、

A
P
D
A
は
設

立
お
周
年
を
迎
え
、
更
な
る
飛

躍
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
に
あ

わ
せ
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
各
国

民
会
議
員
を
招
く
「
人
口
と
悶

発
に
期
間
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

代
表
者
会
議
(
通
称
A
P
D
A

会
議
)
」
を
束
京
で
開
催
し
、
設

立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
す

る
こ
と
で
了
承
。
ま
た
昨
年
4

月
か
ら
祭
席
と
な
っ
て
い
た
常

務
理
事
に
楠
本
修
事
務
局
長
が

就
任
す
る
な
ど
理
事
の
退
任
・

新
任
が
承
認
さ
れ
た
他
、
「
乎
成

時
年
度
事
業
経
逃
報
告
」
、
「
基

金
の
増
額
」
が
審
議
さ
れ
た
。

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P

D
A
)
は
れ
日
付

9
5
、
都
内
ホ
テ
ル
で
理

事
会
・
評
議
員
会
を
開
き
、
平
成
ゆ
年
度

事
業
計
画
等
に
つ
い
て
承
認
し
た
。
承
認

さ
れ
走
事
柄
は
次
の
通
り
。

平
成
問
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算

2
0
0
7
年、

A
P
D
A
は
設
立
お
周

年
を
迎
え
る
。
人
口
爆
発
が
懸
念
さ
れ
た

ア
ジ
ア
諸
国
の
う
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は

著
し
い
改
善
が
見
ら
れ
た
が
、
南
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
諸
国
等
で
は
合
後
ま
す
ま
す

人
口
問
題
が
重
大
な
関
山
山
事
と
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
人
口
増
加
に

伴
う
自
然
環
境
・
工
ネ
ル
ギ
問
題
等
ち

不
安
定
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

A
P
O
A
と
し
て
合
後
、
更

な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
世
界
的
な
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、

来
年
度
事
業
計
画
と
し
て
次
の
点
が
承
認

さ
れ
た
。
第
一
に
、
設
立
お
周
年
を
記
念
し
、
例

年
ア
ジ
ア
十
A

平
洋
地
域
の
各
国
国
会
議
員

在
中
心
に
間
開
催
さ
れ
て
い
る
「
人
口
と
隠

発
仁
隠
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会

議
(
通
常
A
P
D
A
会
議
ど
を
東
京
で
開

催
し
、
併
せ
て
設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を

実
施
す
る
こ
と
。
ま
だ
A
P
D
A
会
議
で

は、

A
P
D
A
設
立
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

「
人
口
と
弱
発

i
新
し
い
課
題

l
L
を一

7
1

マ
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
定
。

ま
た

B
本
政
府
信
託
基
金
と
し
て
委
託

さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、

2
0
0
8

年
に
日
本
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

第
4
ロ
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

(
T
I
C
A

D
W
)
お
よ
び
G
B
サ
ミ
ッ
ト
を
受
け
て
、

ア
フ
リ
カ
議
連
と
の
交
流
事
業
と
怠
る
国

際
会
議
お
よ
び
日
本
へ
の
視
察
受
け
入
れ

事
業
な
ど
を
計
画
し
、
国
連
人
口
募
金

(
U
N
F
P
A
)
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
走
。

2
0
0
5
年

7
月
に
開
催
さ
れ
た
ゲ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

サ
ミ
ッ
ト
以
眠
降
、
ア
フ
ソ
力
支
援
は
開
発

援
助
分
野
で
の
主
要
議
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
事
業
計
画
は
人
口
問
題
の
解
決
を

目
指
す
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J

P
F
P
)
と
し
て
ア
フ
リ
カ
支
媛
に
本
格

的
仁
取
り
組
む
契
機
に
な
る
と
し
て
理
事

会
・
評
議
員
会
と
ち
承
認
さ
れ
た
。
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APDA理事会・評議員会

APDA評議員会

理
事
の
退
任
・
選
任

午
前
中
の
評
議
員
会
で
は
、
理
事
の
退

任
と
選
任
が
審
議
さ
れ
た
。
理
事
人
事
と

し
て
は
独
立
行
政
法
人
屋
際
協
力
機
構

(
J
l
C
A
)
の
担
当
理
事
交
代
に
伴
い
、

松
岡
和
久
氏
の
退
任
と
上
回
善
久
氏
の
A

P
D
A
浬
事
就
任
が
認
め
ら
れ
だ
。
ま
定

本
年
9
月
か
ら
事
務
局
長
と
し
て
A
P
D

A
事
務
局
在
指
揮
し
て
い
る
楠
本
修
氏
の

A
P
D
A
理
事
就
任
が
あ
わ
せ
て
認
め
ら

れ
だ
。続
い
て
午
後
に
開
聞
か
れ
た
理
事
会
で
は
、

空
席
と
な
っ
て
い
定
常
務
理
事
に
橋
本
修

理
事
が
選
出
さ
れ
正
式
に
承
認
さ
れ
疋
。

楠
本
修
常
務
理
事
は
事
務
局
長
を
兼
任
す

る
。
理
事
会
で
の
挨
拶
で
楠
本
常
務
理

事
・
事
務
局
長
は
「
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で

懸
命
に
活
動
を
続
け
て
い
き
、
理
事
・
評

議
員
の
皆
さ
ま
に
歪
な
る
ご
支
援
・
ご
抑
制

力
を
頂
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
だ
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

新
理
事
の
略
歴
は
次
の
通
り
。

-
新
常
務
理
事
(
兼
任
事
務
局
長
)

橋
本
修
(
く
す
も
と
・
お
さ
む
)

昭
和
幻
年
生
ま
れ
。

玉
川
大
学
文
学
部
理
財
専
攻
卒
業
、
日
本

大
学
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
単
位
取
得
。
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人

口
・
開
発
協
会
研
究
員
、
主
任
研
究
員
、

事
務
局
長
。
博
士
(
国
際
学
)
明
治
学
銃

大
学
。
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-
新
理
事

上
回
善
久
(
う
え
だ
・
よ
し
ひ
さ
)

68 

APDA理事会

昭
和
お
年
生
ま
れ
。

昭
和
幼
年
大
蔵
省
入
省
後
、
国
際
金
融
局

留
際
資
本
課
長
等
を
経
て
、
米
州
開
発
銀

行
駐
日
事
務
所
長
、
神
戸
税
関
長
大
臣
、

官
房
審
議
官
(
国
際
局
担
当
)
、
米
州
開
発

銀
行
理
事
等
を
歴
任
。
平
成
げ
年

6
R
よ

り
独
立
行
政
法
入
国
際
協
力
機
構

(
J
i

C
A
)
理
事
。



-

i

'

二
O
三一
O
年
の
世
界
の
死
ロ
ス
・
メ
デ
ィ
シ
ン
の
電
子
と
な
り
、
最
長
は
日
本
人
女

A
H
H
H
v
-
-
A

、E，企'」
T唱
E
4
4

n
4
u
r
r「
、
ノ
下
レ
L
己
、
一
国
ト
ッ
プ
は
心
筋
梗
塞
(
こ
版
に
発
表
さ
れ
た
。
伎
の
八
八
・
五
歳
の
是
み
0

0
り
と
上
川

υ
w
E
y
h
H
U
う
そ
く
)
な
ど
の
虚
血
性
心
研
究
チ
i
ム
は
、
一
ニ
O
年
塁
の
厚
生
労
働
省
一
主
主

qF白
ノ
-
，
t
7
Fノ
E
t
l

b

i

i

'

疾
患
、
二
位
は
脳
梗
塞
な
ど
の
世
界
の
死
者
数
を
七
千
三
七
月
に
発
表
し
た
O
五
年
の

ニ

ノ

!

ー

一

、

、

、

く

J
L
F
L
の
脳
血
管
疾
患
で
、

O
二
年
寄
一
十
万
人
と
、
国
連
の
O
簡
易
生
命
表
で
は
、
女
性
の

コ
パ
l
-
ノ

c
ζ
ι
U
時
点
と
変
む
り
な
い
が
、
一
一
一
四
年
予
測
の
七
千
四
百
万
人
平
均
寿
命
は
八
千
四
九
歳

，
位
に
は
肺
炎
な
ど
の
下
部
呼
よ
り
低
め
に
予
測
。
五
歳
未
で
、
約
三
懸
延
び
る
こ
と
に

)
l
l
i
吸
器
感
塗
症
に
代
わ
り
、
エ
満
の
幼
児
の
死
者
は
O
二
年
な
る
。
死
因
別
で
は
、
三
O

酌
イ
ズ
が
四
位
か
ら
浮
上
す
る
時
点
か
ら
ほ
ぼ
半
減
す
る
と
年
の
世
界
の
感
染
症
に
よ
る

の
と
の
予
測
を
、
世
界
保
健
機
の
見
通
し
を
示
し
た
。
死
者
数
は
全
般
に
減
少
す
る

畔

関

(
W
H
O
)
の
研
究
チ
!
高
所
得
の
先
進
国
で
は
、
が
、
エ
イ
ズ
だ
げ
は
O
一一年

。
ム
が
め
た
。
研
究
論
文
平
均
寿
命
が
女
性
で
八
五
の
二
百
八
十
万
人
か
ら
六
百

2030年の世界

l( 1) 虚血勤
2(2) 脳I1n管1
3 (4) エイズ
4 (5) 慢性問j

5(3) 下部呼I
6(9) 腕・鯨

7(11) 糖尿病
8 (10) 交通事l
9(6) 属産却耳

10(15) 胃がん

{カッコ内は20

WHO 
l立;

倍増占刊

6503 
万員

人に警年

長

千万人増に たま、

(日本経済新聞 O! 

に
ゆ

I
す
ふ
ぉ

I
ら
む

塞性肺疾患

殴器感染症

気管などのがん

の世界の死因予測

ら疾患

疾患

O予測

にゆーす4、お らむ

.
米
人
口
3
億
人

エ
イ
ス

3
位

:
i
i
i
i
j
i
-
-・:・・
:
:
ω

移
民
が

M
M
%
:
:
:
j
j
j
j
i
-
-
-
-
:
:
・:河

-
2
0
3
0年
の
死
因

-
人
口

戦
後
初
の
減
少

B次

• エイ
ズ
感
染
透者
去 3
最 9
少 5。
万
人

73 72 72 71 

-
男
の
赤
ち
ゃ
ん
比
率
低
下

-
人
工
中
絶

夕刊)11・28
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53% 

仁二コ白人
区逐3ヒスパニッヲ系
盤盟黒人

-アジア・太平洋系
l'222Jその他

2億人
(約35億人)
(約1億人)

5% 
イヲリア

マイケル
リサ

-
増
え
続
け
る
米
国
の
人
口
と

人
種
・
民
族
構
成
の
変
化

(
米
国
勢
調
査
局
な
ど
の
ヂ
l
タ
よ
り
'
)

米人口3億人移民が12%

一
は
、
労
働
力
確
保
な
ど
の
面
で
、

一
綴
済
の
活
力
を
保
つ
源
泉
に
な

一
る
と
い
う
肯
定
的
な
受
け
止
め

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
uu大

塚

隆

一

て

い

る

。

一

方

が

多

い

。

一】

3
億
人
の
大
台
に
乗
っ
た
一
す
で
に
黒
人
の
人
口
を
超
文
一
た
だ
、
日
本
や
欧
州
諸
国
出
ほ

米
国
の
人
口
増
加
の
原
動
力
一
た
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
は
出
生
率
一
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
人
口
の

は
、
大
量
流
入
が
続
く
虫
南
米
一
が
一
一
局
い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
一
高
齢
化
は
徐
々
に
進
ん
で
い

出
身
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
移
一
速
い
ペ
l
ス
で
増
え
続
け
る
も
一
る
ひ
例
え
ば
、
総
人
口
の
ち
ょ

民

た

ち

だ

。

一

人

口

が

4
億
人
に
達
す
る
見
込
一
う
ど
中
間
の
年
齢
(
中
位
値
)

八
本
文
記
事
2
函
〉
一
み
の
-
2
0
4
0年
代
に
は
全
体
一
は
1
9
6
7年
に
お
・

5
歳
だ

米
間
闘
の
一
人
口
が
2
億
人
に
到
一
の
お
%
、
米
国
人
の
4
人
に
1
一
っ
た
の
が
、
今
年
は
お
・

2
歳

達
し
た
の
早
6
6
7年
。
当
一
人
に
あ
た
る
1
億
人
近
く
が
ヒ
一
に
な
っ
た
。

2
0
4
0年
代
に

時
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
人
口
一
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
に
な
る
面
見
込
み
一
は
紛
歳
を
超
え
る
見
通
し
で
、

は
約
8
5
0万
人
で
全
体
の
4
一
だ
。
一
方
、
白
人
の
人
口
は
2
一
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
は
大

%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
一

0
6
0年
こ
ろ
に
は
全
体
の
5
一
き
な
課
題
に
な
る
。

た
。
現
在
は
そ
の
S
倍
以
上
の
一
割
を
切
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
一
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量

約
4
4
7
0万
人
、
総
人
口
の
一
人
口
構
成
の
変
化
は
米
国
の
一
消
費
す
る
生
活
様
式
と
人
口
の

何
%
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
一
社
会
や
政
治
に
様
々
な
変
質
を
一
増
加
が
相
ま
っ
て
、
環
境
問
題

い
る
。
こ
の
お
年
間
の
増
加
数
一
も
た
ら
一
す
可
能
性
が
あ
る
o

一
が
深
刻
に
な
る
と
指
摘
す
る
専

は
白
人
人
口
の
伸
び
も
上
回
っ
一
人
口
全
体
の
伸
び
に
つ
い
て
一
門
家
も
い
る
。

最
大
出
身
国
は
メ
キ
シ
コ

1
1
-け
1
1川

朝刊)
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にゆーす4、ぉーらむ

人口 戦後初の減少

回
同
信

ω

m

5

0

一

寸
l
l
J
I
l
l斗
l
l
l寸
l
l」
伴
?
一

機
騒
騒
噛
鴎
綴
境
問
山
一

明
鴎
母
音
閤
嬰
∞
…

刊
閤
齢
制
白
日
鴎
両
市
出
…

序
曲
闇
滋
樹
世
闘
図
画
的
出
一

嶋
一
叩
闘
闘
闘
瀞
闘
町
田
一

M
哨

随

騒

際

捜

臨

鴎

m

u川
白
鶴
醐
間
取
爵
醐

Tm

総
昨

z
劉
醐
男
爵
醐
醐
市
一

同
脚
腕
川
豊
富
邸
一

引
語
凋
型
機
闘
史
騒
臨
m凶

f
町
一
怯
4
上
限
断
層
部

料
九
一
f
j
悶
悶
醐
闘
印

「
「
↓
|
閣
時

万

万

。

)

似

万

万

一

慨

は

献

暗

醐

醐

提
示
時
四
事
上
手
こ
白
宇
一
誌
が
諮
問
一
れ
諮
問
誌
か

性

行

ニ

ノ

晶

刻

一

流

一

一

E
ヨ
p
z
f
1一
E
一
一
拡
大
。
女
性
の
単
身
需
が
一
全
体
と
し
て
は
低
下
し
た

時
間
定
値
を
∞
年
の
前
回
調
一
今
回
の
調
査
に
よ
り
、

ω年
一
消
滅
っ
た
。
年
少
人
口
が
老
一
男
性
の
約
2
・
7
倍
に
上
っ
一
が
、
出
生
串
を
左
右
す
る
お

査
と
比
べ
る
と
、
制
万
2
1
一
が
ピ
l
ク
だ
っ
た
こ
と
に
な
一
缶
入
口
を
上
回
っ
た
の
は
前
一
た
。
高
齢
者
の
夫
婦
世
摘
も
一

5
m歳
代
の
年
齢
層
で
は
男

5
1人
増
え
た
が
、
増
加
率
一
る
。
日
本
の
一
人
口
は
ナ
イ
ジ
一
回
白
熊
あ
っ
た
が
、
今
回
は
一

2
・
日
俗
世
相
の
4
4
8万
7
一
女
と
も
未
婚
串
が
上
昇
。
ぉ
一

は
0
・
7
婦
に
と
ど
ま
り
、
一
エ
リ
ア
に
按
か
れ
、
世
界
9
一
沖
縄
県
だ
け
で
、
少
子
高
齢
一

0
4
2慣
帯
と
急
増
し
た

o
J
s
m歳
で
男
性
別
H

・
4
助一

1
9
2
0年
の
調
査
開
始
以
亙
か
ら

m
E後
退
し
た
。
五
の
広
が
り
を
裏
付
け
た
o

一
毒
事
(
離
婚
者
は
除
く
)
(
前
回
比
2

i

話
)
二

来
最
低
だ
っ
た
前
回
の
l
・
一
総
人
口
の
う
ち
、
老
年
人
一
高
齢
者
の
勢
車
需
は
3
一
は
男
性
出
・

4
物
、
女
性
竺
女
住
関
空
間
5
W増
)
。
一

1
婦
を
下
回
っ
た
。
推
計
人
一
口
(
筋
歳
以
上
〕
が
占
め
る
…

:

;

l

j

;

;

t

L

m

山

S
M歳
で
男
性
訂
・

1
場一

口
は
国
勢
調
査
に
慕
づ
き
、
一
笠
宮
謁
査
隠
始
以
来
最
高
一
の
率
>
9
4
2
>
J
』
』
>
』
』
1
>
4
8
』
L
a
4
・
2
W号
、
女
性

そ
の
後
史
口
震
を
踏
ま
一
の

m-み
に
上
り
、
前
凶
扇
一
語
辞
品
目
げ
凶
騨
話
題
問
問
加
盟
器
(
向
日
・

4
語
)
だ

え
算
出
す
る
が
、

m月
時
点
一
調
査
か
ら
2
・
8
静
上
昇
。
一
府
均
の
都
県
府
の
県
県
県
の
都
県
川
の
察
山
県
草
J

一
っ
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、

で

は

単

が

聖

書

の
1
一
年
少
人
史
認
要
満
足
一
号
刊
誌
一
諸
説
融
岬
贈
賄
欄
鯨
馳
細
欄
醐
盛
男
女
と
も
璽
暑
の
未
婚
事

時国
2
7
7
9万
人
だ
っ
た
。
一
割
合
は
犯
・

7
物
と
0
・
9
一
幽
<
①
②
@
<
①
@
@
<
①
②
③
<
①
②
@
が
一
番
高
か
っ
た
。

総
務
省
は
剖
目
、
回
年
叩
月
に

実
施
し
た
国
勢
調
査
の
確
定
値
を

発
表
し
た
。
日
本
の
総
人
口
は
1

億

2
7
7
6万
7
9
9
4人
で
、

似
年
ぬ
月
の
推
許
人
臼
に
比
べ
約

2
万
2
0
0
0人
減
り
、
戦
後
初

め
て
終
f
八
口
が
前
年
を
割
り
込
ん

だ
。
総
人
口
の
内
訳
は
、
男
性
日

2
3
4方
8
9
7
7人
マ
矢
性
6

5
4
1
A
9
0
1
7人
。
同
省
に

よ
る
と
、
今
年
間
月
の
整
計
人
口

は
1
億

2
7
7
5万
人
で
さ
ら
に

約
1
万
8
0
0
0人
減
少
し
て
お

り
、
日
本
が
「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
た
こ
と
は
確
実
ど
な
っ

た
1

【
川
上
克
己
】

.2005年国勢調査縫定値掴

夕刊)
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新
生
児
に
占
め
る
男
児
の
比
率
干
占
ザ
0年
代
以
降
低
下
盟
伺
が

続
ぎ
、
特
に
、
首
都
圏
で
喧
少
の
目
立
つ
こ
と
が
、
隅
半
〈
盆
大
学
医
学

聞
の
丸
井
直
一
説
田
面
白
分
前
で
閉
じ
り
か
に
な
っ
た
。
軍
埴
悪
化
7

に
よ

る
河
語
性
主
白
、
詳
し
い
匝
凶
の
究
明
告
が
れ
る
。

る

也

知

庁

劃

時

以

¥4

L

G

L

 

児
見
¥
入
、
、
、
w

k
u
巧弘、、

環境悪化原因??取教授ら分析

ゃ A 上七芸容イ工去r

全国

T東京
ι大阪

!.04~..且….
19iO 71 叫時

I.OS 
(人)

1.07 

106 

1.05 

ヲヨσコ妥示ち
q
A
W
4
z
弘
行

4
九
F

N

M

ご
と
一
日
川
~
二
ヘ
サ
九
}

ぺ秒司自
ι

自…

E
一:九¥〉

己盈
E
F
脳
白
4
4九回

ea

，‘E
E』
品
町
晶
一
ペ
二
川

一日

rJ1Rη
三
一
ペ
パ
j
j
u
Y
Aパハ)

日
ー
霊
園
で
の
出
生
男
児
の
時
少
男
児
減
少
の
詰
聞
は
分
か
っ
て
い

間
中
同
は
以
前
か
ら
吊
摘
さ
れ
て
い
る
な
い
。
刊
年
代
に
イ
タ
リ
ア
で
起
き

が
、
丸
井
教
控
ら
は
、

1
8
9
9年
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
再
出
軍
事
故
や
、
水

か
ら
2
0
0
4年
ま
で
1
0
8年
岡
田
町
属
が
尭
生
し
た
当
時
の
熊
本
県
水

分
泊
摩
生
封
酷
省
白
人
口
動
議
柏
田
計
毘
市
な
ど
、
極
端
六
角
揖
丙
提
出
あ

を
使
い
、
都
道
府
県
別
の
催
直
Z
を
詳
っ
た
時
じ
男
児
が
揖
っ
た
語
学
問
は
知

し
く
謂
ベ
た
。
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
一
時
的

全
国
で
処

1
4
7
1年
に
男
児
な
田
象
だ
っ
た
。
海
外
で
も
男
児
械

が
女
児
の
1
・
0
ワ
1
闘
だ
っ
た
少
の
帽
出
向
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
米

が

2
0
0
4年
は
1
0
5品
田
で
は
出
生
性
比

T
・
0
5
5偏

に
盛
宗
し
た
O

(

叩
年
)
か
や
l
・
0
4
8倍
(
位

都
道
府
県
別
で
み
る
と
、
刊
年
代
年
)
に
ド
が
っ
て
い
る
。

以
降
に
男
児
割
合
早
川
明
ら
か
に
低
下
丸
井
教
控
は
「
苔
都
圏
接
関
入
人

し
た
の
は
北
海
道
、
山
形
、
埼
玉
、
口
も
多
く
、
単
闘
に
は
地
域
の
扇
埴

千
灘
、
宝
京
、
神
奈
川
、
大
阪
で
、
型
化
と
桔
U
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
全

半
分
以
上
が
首
都
圏
「
卓
中
し
て
い
冨
的
に
男
児
の
元
産
も
急
摘
し
寵
け

た

J
方
、
育
事
や
秋
田
、
宮
崎
、
て
い
る
。
開
田
町
究
岡
が
必
里
戸

鹿
児
島
な
ど
上
昇
し
た
需
も
あ
っ
と
話
し
て
い
る
。

た

。

正

木

睦

雄

日

体

大

名

誉

教

揮

の

東
京
は
叩
年
が
1
・
0
7
6情
話
「
明
年
代
ま
で
男
児
が
増
え
た
の

で
、
記
録
上
、
銀
も
男
児
が
多
か
つ
に
、
そ
村
以
出
減
少
し
続
け
て
い
る

た
が
、

2
0
0
4年
に
は
!
0
4
宵
鼠
に
は
、
同
ら
か
の
胃
墳
位
変
化

8
由

i岳
巨
大
阪
は
l
d
7
1年
が
あ
っ
た
は
ず
。
地
増
別
の
遭
い
を

の
1
・
o
?ワ
倍
か
ら
2
0
0
4年
分
析
す
る
こ
と
で
、
聞
国
が
分
か
る

に
1
目

0
4
6簡
に
揖
宇
っ
て
い
る
。
の
で
は
な
い
か
」
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朝刊)

計

白

拘

白

l
s
i
一

色

白

日

一

た

る

2
4
7
0力
人
。
十
分
一

雄

エ

イ

ズ

感

染

者

蜘

万

人

に

一

742Rない
人
一

咋

d
o
l
j
e
p
:

。、υ
一

，

，

一

が

多

い

た

め

、

死

者

数

で

は

一

州
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
6
剣
一
は
咋
可
申
2
1
0
万一

【ジュ

T福
田
克
己
】
互
に
感
染
し
、
今
手
持
一

N
A
I
D
Sは
ぎ
の
国
一
車
ア
ジ
ア
の
思
警
は
お
一

国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画

(υ
一
点
の
壇
呆
者
数
は
推
定
3
9
一
で
居
県
拙
大
が
輯
い
て
い
一
乃
λ
で、

9
割
而
中
国
に
卑

N
A
I
D
S
)
と
世
界
保
障
一

5
0方
人
に
な
る
と
白
出
年
一
る
」
と
曹
告
し
て
い
る
。
一
中
し
て
い
る
模
様
だ
。
日
本
一

間
闇
(
W
H
O
)は
白
目
、
世
一
服
エ
イ
ズ
翠
白
書
在
公
表
し
喧
染
者
が
最
も
多
い
の
は
一
の
感
染
者
は
l
方
7
0
0
0
一

界
で
今
年
、
約
4
3
0万
人
一
た
。
今
年
の
死
者
数
は
2
9
一
サ
ハ
ラ
砂
震
以
南
の
ア
フ
リ
一
人
と
推
定
さ
れ
た
。
日
本
で

が
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

(
H
I
一
O
万
人
に
な
る
両
窓
み
。
む
一
カ
で
、
会
訟
の
8
割
強
に
あ
一
白
新
た
な
感
染
故
は
凶
年
代

学
ほ
に
時
へ
る
と
倍
増
し
て

一
い
る
。

一
東
南
ア
ジ
ア
・
間
ア
ジ
ア

…
で
は
、

5
7
0万
λ
(伍
年

一
推
定
彊
)
の
一
君
臨
者
を
担
豆
一

一
る
イ
ン
ド
で
の
国
訪
問
拡
大
が

商
ち
着
ぎ
を
見
せ
て
き
た
。

一
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
タ
イ
で
も
新

た
な
感
染
者
は
減
少
踊
両
に

あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
田
一

nυ

年
の
思
量
者
が
却
万
λ
で
、
一
何

回
年
か
百
倍
増
し
た
。
一
言
サ

世
界
の
感
染
者
白
う
ち
、

日
提
米
謂
り
f
供
は

2
q
b

万
λ
。
成
人
(
児
瞳
以
上
)

の
半
数
在
く
に
あ
た
逼
1
7

7
0方
人
が
女
性
だ
っ
た
。

06・11・22

06・11・6(読売新聞
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人
工
中
絶
過
去
最
少
昨
年
度
全
国

初
万
件
切
る

娠
中
絶
率
も
mM
・
3
と
過
去

最
少
と
な
っ
た
。
年
齢
別
で

は
羽
1
M歳
が
mm
・6
と
最

も
高
く
、
初
歳
未
満
は
9
・

4
だ
っ
た
。
都
道
府
県
別
で

は
鳥
取
が
お
・

9
で
最
も
高

全
国
で
昨
年
度
実
施
さ
れ

た
人
工
妊
娠
中
絶
件
数
が
お

万
9
1
2
7件
(
前
年
比
1

万
2
5
4
6件
減
)
ど
記
録

が
残
る
1
9
5
5年
以
隊
、

初
め
て
鉛
万
件
を
切
り
過
去

最
少
と
な
っ
た
こ
と
が
、
厚

生
労
働
省
の
保
健
・
衛
生
行

政
業
務
翠
号
分
か
っ
た
。

母
体
保
護
法
で
童
府
県

知
事
へ
の
属
切
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
妊
娠
忽
選
米

にゆ すふぉーらむ

満
の
中
絶
件
数
が
対
象
。
件

数
が
綴
少
数
に
と
ど
ま
る

ω

歳
以
上
を
除
き
、
す
べ
て
の

年
代
で
前
年
よ
り
減
少
。
特

に
若
年
層
で
減
少
率
が
大
き

く
、
加
歳
以
上
は
減
少
率
が

0
・
2
5
3
・
7
4
wな
の
に

対
し
、
初
歳
未
満
は
3
万
1

1
9件
で
一
前
年
よ
り
4
6
2

6
件
、
日
・

3
物
の
滅
。
乙

の
う
ち
、
お
歳
未
満
は
3
0

8
件
で
前
年
比
1
4
8件、

沼・

5
φ
も
減
少
じ
た
。

日

M
S
M叩
歳
の
女
子
人
口
1

0
0
0人
あ
た
り
の
人
工
雇

出
生
数

7
カ
月
連
続
増

8
月
前
年
比
立
年
ぶ
り

厚
生
労
働
省
が
鈎
日
公
表
一

6
人
で
、

7
カ
月
連
続
で
前

し
た
人
口
動
福
田
統
計
(
速
報
一
年
同
月
を
上
回
っ
た
。

7
カ

億
)
に
よ
る
と
、

ω年
8
月
一
月
連
続
の
増
加
は
、
犯
カ
月

の
出
生
数
は
前
年
同
月
比
3
一
連
続
で
増
え
た
例
年
1
月
5

0
0
1人
増
の
9
万
8
2
7
一
郎
年
1
月
以
来
、
立
年
ぶ
り
。

く
、
奈
良
が
5
・
8
で
最
も

低
か
っ
た
。

社
団
法
人
・
臼
杢
家
族
計

画
協
会
常
務
理
事
の
北
村
邦

夫
さ
ん
は
「
経
口
避
妊
薬
(
ピ

ル
)
の
利
用
率
が
高
ま
っ
て

い
る
ほ
か
、
保
険
は
適
用
さ

れ
な
い
も
の
の
、
性
古
文
後
に

使
用
す
る
と
高
い
割
合
で
妊

娠
を
回
避
で
き
る
『
緊
急
避

妊
ピ
ル
』
の
認
知
度
が
若
い

世
代
の
鴎
で
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
、
大
き
な
要
因
で
は

な
い
か
」
と
詰
問
し
て
い
る
。

【
北
川
仁
士
、
江
口
一
〕

タ干1))06・10・21
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V
E
i
l
-
2
1
;
iー
;
ー
;
ー
。
・
ー
;
ー

;
l
f
t
i
!
?
2
1
2
1
2
iー
;
!
?
2
1
1
;ー
;

ー

;
i
i
;ー
;

ー

;
!
?
2
!
?
2
!
?
0・
L
・ノ

ト
悶
闘
闘
闘
臨
闘
聞
闘
鴎
闘
闘
闘
臨
闘
臨
臨
瞳
臨
闘
闘
闇
臨
臨
臨
圃
臨
臨
臨
闘
臨
圃
臨
臨
臨
臨
臨
闘
臨
臨
瞳
臨
臨
臨
臨
圃
臨
臨
臨
臨
臨
臨
臨
腿
隠
臨
臨
臨
臨
臨
隠
属
医
繍
繍

j
襲
撃
襲
撃
瀦
繍
襲
撃
瀦
瀦
繍
鶏
襲
撃
議
綴
線
量
襲
警
ト

。…

A
P
D
A
賛

助

会

員

欝

韓

盤

整

欝

欝

議

鐘

璽

鱗

…

…

i
ご
入
会
の
お
願
い

1

機

鱗

鱗

鋭

機

鱗

翻

欝

鱗

欄

鱗

鱗

機

議

議

機

欄

…

。

↓
圃
闘
闇
闘
闘
闘
闘
闘
闇
闇
闘
臨
圃
臨
闘
闇
圃
闇
闇
圃
圃
闇
闇
闘
臨
薗
闘
臨
闘
闇
瞳
瞳
麗
盟
瞳
闘
瞳
臨
瞳
輯
躍
醒
盟
闘
瞳
闇
瞳
轟
轟
聾
麗
翼
線
級
議
議
機
襲
撃
綴
襲
撃
襲
撃
議
一

昨
人
口
問
問
題
は
、
幻
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
一
家
な
諜
一
越
で
す
0
1
9
9
9

織
機
鞠
欄
闘
機
機
機
織
機
織
機
織
鰯
動
機
機
鰍
錦
繍
機
織
ト

十

年

に

ω億
人
を
超
え
た
世
界
人
口
は
現
在
盟
国
人
に
達
し
、
人
口
は
依
然
と
し
て
増
え
続
け
て
い
ま
鱗
鱗
脳
機
織
級
機
鰍
繍
織
機
麟
機
閥
燃
機
鱗
機
鶴
岡
問
叩

叫

す

o

今
後
、
2
0
5
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
約
程
人
に
ま
で
増
加
を
続
け
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
護
鷲
護
機
騒
翠
欝
撃
機
議
議
機
測
機
線
機
撃
吋0
 

4

こ

の

地

球

環

境

に

大

き

な

圧

迫

を

加

え

る

こ

と

は

関

連

い

あ

り

ま

せ

ん

。

線

機

機

響

機

問

機

畿

襲

撃

鶴

選

撃

機

機

議

襲

撃

一

。

↓
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
初
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
今
、
世
界
各
地
機
隊
機
蹴
鞠
諸
機
磁
機
織
鱗
麟
機
織
線
機
燥
機
織
燃
錦
織
機
線
機
機
機
関
関
川

引

で

M

叫
ば
れ
て
い
る

n
環
境
問
題
u

も

、

人

口

の

増

加

が

大

き

な

根

本

原

因

で

す

。

響

機

駿

欝

襲

警

議

議

欝

泌

総

棚

機

織

機

議

機

鱗

鱗

鱗

刊

…
現
在
、
世
界
の
人
口
問
題
は
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
や
南
ア
鱗
織
機
鱗
鱗
機
織
機
織
繍
機
騒
鰯
繍
機
鰯
織
機
織
畿
機
一

…
ジ
ア
で
は
爆
発
的
な
人
口
増
加
が
続
き
、
貧
困
に
悦
ん
で
い
る
と
同
時
に
、

H
I
V
/
エ
イ
ズ
の
蔓
幾
磯
欝
機
縁
綴
機
畿
機
鱗
騒
騒
綴
線
機
機
畿
綴
綴
機
綴
綴
綴
織
ト

ト
延
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
な
ど
の
よ
う
な
先
進
国
で
は
、
少
子
・
高
齢
機
緩
畿
お
機
線
機
綴
綴
機
畿
線
総
線
機
畿
機
畿
綴
線
機
綴
綴
機
機
畿
ト

…
化
が
進
み
、
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
様
々
な
重
機
鱗
機
織
機
闘
機
織
機
鱗
織
機
機
騒
鱒
機
織
剛
一

ル
大
な
担
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
人
口
問
題
は
私
達
に
と
っ
て
身
近
な
、
手
せ
u

や
か
生
機
議
議
議
機
機
機
綴
機
縁
議
総
額
綴
機
織
綴
機
綴
務
機
鋭
機
一

十

き

方
H

を

左

右

す

る

問

題

で

も

あ

る

の

で

す

。

襲

撃

韓

親

議

襲

撃

議

議

議

時

一

個
こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
文
脈
の
中
で
の
、
環
境
、
保
畿
川
綴
拶
機
綴
綴
綴
総
綴
械
機
燃
機
幾
山
緩
線
機
機
綴
機
織
綴
奴
綴
剖
一

引
健
、
農
業
、
労
働
、
都
市
問
題
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
世
界
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
鱗
義
援
襲
撃
機
撃
議
議
議
襲
撃
引
。

寸
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、

A
P
D
A
(
ア
プ
ダ
)
は
、
官
民
お
よ
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
「
調
査
議
議
機
警
警
護
総
襲
撃
翠
翠
警
灘
警
機
幾

務
撃
に
協
議
白
線
審
議
務
議

?
i警
察
医
院
総
線
機
緩
鱗
仰
幾
夜
肱
緩
綴
緩
綴
務
緩
務
隠
緩
間
協
線
機
毅
。

↓
研
究
事
業
」
、
「
出
版
事
業
」
、
「
凶
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
支
援
事
業
」
、
「
人
口
と
跨
発
に
関
す
る
警
襲
撃
襲
撃
協
議
選
襲
撃
襲
撃
一
。
• 

一
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
東

京

事

務

所

」

な

ど

の

活

動

を

号

、

研

究

か

ら

政

策

襲

警

鐘

盤

整

麓

譲

襲

撃

撃

機

織

機

議

議

ト

…

形

成

主

張

、

国

会

議

員

活

動

に

貢

献

し

て

い

ま

す

。

議

機

繍

灘

機

織

機

織

繊
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2 東南アジア諸国等人口 開発基礎謂査報告書

インド国

Report on the BasIc Survcy of Population and 

DevelopnH'nt in Southeast Asian Countries 

Il1dia-(英語版)

3. 11'華人民共和国人口 夕、族計画第二次基礎調査報告書

Basic Survey (ll) on Population and Family 

Planning in the People's Republic of China (英語版)

生育左手和生活水平去五中毘合作調査研究提告二持

(中国語版)

4 ネパ ル王国人口家族計出基礎謂査

Basic Survey Report on Population and Family 

Planning in the Kingdolll of N旬 01(英語版)

5. H本の人口都lt;ftと開発

Urbanization and Dew'lopment in ]apan (英語版)

6 バンコクの人口都市化と生活環境福祉詩査

テ'ータ崩

Survey of Urbanization， Living Environmcnt and 

Welfare in Bangkok -Data - (英語版)

7 スライド 日本町都市化と人口

Urbanization and Population in ]apan (英語版)

R本的域市化与人口 (中国語版)

Urbanisasi Dan Kependudukan Di ]epang (インドネ

ンア語版)

昭和61 (1986)年度
I アジア諸国の農村人LIと農業開発に関する調査報告書

インドネシア同

Rcport on the Sur、eyof Rural Population and 
Agrkultural De¥'elopment in Asian Countries 

Jndon田iw- 英語版)

2 東南アジア諸国等A.rJ 開発基礎爵査報告書

インド不シア同

Report on the Basic Survcy of Population and 

Deve¥opment in Southeast Asian Countries 

Indonesia - (英語版)

3 在日留学生の学胃と生活条件に関する研究 人的能力

開発の課題に即Lて

4 日本の労働力人11と開発

Labor Force and Development in ]apan (英語版)

5 人Llと開発関連続計集

Demographic and Socio-Economic Indicators on 

Populati引はndDevelopmellt (英語版)

75 

富喜華民事建謝i1iljis戚-ifEE事関羽鵬首富

昭和58(1983)年度
l 中華人民共和国人け 家族計画基礎詩査報告書

Bask Sur¥'eyα1 Population and Falllily Planning in 

thc Pcople's Republic of China (耳語版)

生育E宇和生活水平主車中日合作潤査研究担告唱

(中匝語問。

昭和59(1984)年度
l アジア諸呂町農村人rrと農業開発に関する詞売報告書

インド民

Rcport on thc Survcy of RUfal Population and 

Agrkultural Developlllent in Asian Countries 

India-(英語版)

2 東南アジア諸出等人口 開発基礎調査報告書

タイ回

Report on the Basic Survcy of Population and 

Devek中mentin Southeast Asian Countries 

Thailand-(英語版)

3 日本の人口転換と農村開発

Demographト Tran剣tion in ]apall and Rllral 

De¥'eloDlllent (英語版)

1. Sur¥'ey of Fertility and Living Standards in Chinese 

Ru問1Areas…Dala -aJlthe households of two vi1lagcs in 
Jilin Province sur¥'eyed by Questionnaires-(英語版)

芙干中国在村的人口生育率与生活水平的調査根告

対干吉林省関ノト村遊行全戸面談調査的結果

=続廿鎮~(中国語版)

5 スライド 日本の農業、農村開発と人11 その軌跡

Agricuitural & Rural Development and Population in 

]apan (英語版)

日本車止ま村的宜展和人口的推移 Ut，国語版)

Perkembangan Pertanian，}，[asyarakat Desa Dan 

Kependlldukan Di ]epang (インドネンア語版)

本作品 (4カ国語版)は、回目年(肘)日本視聴覚教育

協会 i催恒秀咲操教甘選現社会教育部門で慢秀賞を
受賞。

昭和60(1985)年度
I アンア諸屈の農村人rrと農業開発に関する詞昔、報告書
タイ同

Rcport on thc SUJ'vcy of Rural Population and 

Agricultural De、'elopmentin Asian Countries 
Thailand-(英語版)



Agricultural Development in Asian (.υuntries 

-Nepal~ (英語版)

2 東南アンア諸国等人口 開発革礎謂査報青書

中華人民共和問

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Sol1theast Aωan Countries 

China-(英語版)

3 アンア諸国からの労筒}J流出に関する詩査研究報告書

タイ回

し日本の人口と家族

Population and the Fami1y in ]apan (英語版)

5 アジアの人口転挽と開発詑言|集

Demographic Transition and Development in Asian 

Countries-O¥'erview and Statistical Table、
(英語版)

6 スライド 日本町人口e家族

Family and Population in ]apan-Asian Experience… 
(英語版)

日本的人口与家庭(中国語版)

Penduduk & Ke!uarga ]epang (インドネンア語版)

7 ベル 共和凶人口家政計画基礎調査

平成元 (1989)年度
l アジア諸国の農村人口と農菜開発に関する謂査報告書

バングラデンユ国一

Report on the Sur¥'ey of Rural Population and 

Agricultural De¥'elopment 

Bangladesh - (英語版)

2 東南アンア諸ドl等人口 開発基礎調査報告書

不パール国

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

De¥'e¥opment in Southeast Asian Countries 

Nepal-(英語版)

3.アジア諸問からの労働力流出に関する詞査研究報告書

マレシア国

4 日本の人口構造変動と開琵 高齢化のアジア的担点

Structural Change in Pop111ation and Development 

]apan's Experi回目inAging-(英語版)

5 アジア諸国の農業開発 5カ再の比較

Strategic乱feasuresfor the i¥gricultura! Develop 

ment-Comparative Studies on Five Af;ian 

Countn田 (英語版)

6 スライド 日本の産業開発と人ロ

その原動力，電気

Tndustrial Development and Population in Japan 

The Prime ~lover-EtectTicity- (英語版)

日本的戸.¥!k賞展与人口

其原功力 曳"(-(中国語版)

Pembangunan Industri dan kepel1dudukandi 

]epang…Penggerak Utama-Tenga Listrik 
(イ/ドネシア語版)

7 ネパール王国人口・家族計再革功、基礎調査

Complementary BasIc Survey Report on Population 

and Family Planning in the Kingdom of Nepal 

(英語版)

昭和62(1987)年度
I アジア諸国の農村人rlと農業開発に関する説査報告書

中華人民共和周

Report on the Survey of Rural Pop111ation and 

Agricl1ltl1ral Development in Asian Cαmtnes 

China-(英語版)

2 東南アンア諾1<1等人口 開発基礎調査報告書

中華人民共和国一

Report on the Basic Sur¥'ey of Popl1!ation and 

De¥'elopment in South四 stAsian Countries 

China-(英語版)

3 アンア諸国からの労簡}J流出に悶する調査研究報告書

ーフィリピン固

4. 日本の人11と農業開発

Population and Agricultl1ral Development in ]apan 

(英語版)

5 ネパルの人口開発環境

Popu!atωn， De¥'elopment and Environment in Nepal 

(英語版)

6 スライド 日本の人口移動と経済発展

The }..!igratory )，Iovement and Economic De¥'elop 

m叩 tin ]apan (英語版)

日本的人口移i:JJ与経済宣展(中国語版)

Perpindahan Penduduk Dan Perkembungan Ekonomi 

Di Jepang (インドネンア語版)

7 トルコ国人口家族計凶基礎調査

昭和63(1988)年度
: アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

ネパル同

Report on the Survey of Rural Population and 
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SrI Lanka-(英語版)

2 東南アジア諸凶等人日 開発幕礎調査報告書

ーフィリピン国

Report on the Basic Survey of Popu!atIon and 

Deve!opment in Southeast Asian Countries 

The Philippin回 (英語版)

3 アジア諸国からの労閏)J流出に関する謂査研究報告書

中華人民共和国

4 日本の地域開発と人11-1990{j代的展望

Regional Devεlopment and Population in Japan 

一Trendsand Prospects in the 1990¥ (英語版)

5 アジアの労働力移動

Labor )'Iigration in Asia (英語版)

6 スライド 日本の地域開発と人口

RegIonal Development and Population in Japan 

(英語版)

日本的区域汗宜和人口 (111国語版)

Permbangunan Daerah dan Populasi di jepang 

(インドネンア語版)

平成4(1992)年度
1 アジア諸凶の農村人口と農業開発に関する謂昔、報告書

マレーシア同

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricu1tural Development -)，Ia1aysia - (英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎謁査報告書

ベトサム凶

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Countries 

Viet Nam-(耳語版)

3 アジア諸国からの労闘力流出に閏?る詞査研究報告書

スリランカ戸l

L アジアの産業転換と人口

lndustria! TransItIon and Popu!atIon in八割a

(英語版)

5 スライド ピデオ 明 ~Iこ生きる
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H本の産業転換と人口

LIving for TOlllorrow-Industrial Transition and 

P叩 ulationin ]apan-(英語版)

生活在明天 日本的戸並特換勾人口 (中国語版)

Hidup Untuk Hari Esok-Pera1ihan StrukturIndustri 

Dan PopulasI Jepang-~ (インドネシア語版)

6 スフイド 高齢化社会へのE本の挑戦

生きがいのある老佐を目指Lて

At.'ing in ]apan…仁hallengε写andProspects 

(英語版)

涯人高齢化社会的日本正面幅跳披 迫求具生命童文

的老年生涯 (中国語版)

Tantangan )'fasyarakat Lanjut usia Jepang 

(インドネシア語版)

本作品 (.1カ同語版)は、 1990年(財)日本視聴覚教

育協会主催f~秀映操教材置華社会教育部門で寵秀賞を

受賞。

平成2(1990)年度
1 アジア諸国の農村人口と農業開発に関する謂査報告書

フィリピン国…

Report on the Sur¥'ey of Rural Population and 

i¥gricultural Deve!opment 

The Philippines - (英語版)

2 東南アジア諸問等人口 開発基礎調査報告書

/{;.，-グラデンュ国一

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

Development in Southeast Asian Countnes 

Bangladesh - (英語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に悶ずる調査研究報告書

インドネシア凶

.1. H本の人口開発環境アジアの経験

Population， De¥'elopment und Environment in 

]apan-Asian Experience-(英語版)

5 アジアの人口都，Iiit統計集
Prospects of Urbanization in A則(英語版)

6 スライド 日本の環境人1I 開発

日lVironment.Population and Development in ]apan 

(英語版)

日本的耳境・人口 7干宜(中国語版)
Lingkungan，Penduduk dan Pembangunan ]epang 

(インド不ンア語版)

本作品 (4カ国語版)は、 199111卜(貯) ~本視認覚教

育協会主催憧秀映像教材遅延

社会教育部門で臣秀賞を受賞。

平成3(1991)年度
l アジア諸国の農村人11と轟案開発に関する詩査報白書

スリランカ問

Report on the St1rvey of Rural Population and 

Agricultural Development 



New Horizons for the "¥¥'omen of Asia (耳語版)

E州知主的新厨脅{中国語版)

¥Yanita Asia Kini...... (イ J ドネンア語版)

平成7(1995)年度
l アンア諸国の琵毘段階別農業龍村開発基礎調査報告書

パキスタン国

Report on the Basic Survey on Agricultural and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

Countries-Pakistan-(英語版)

2 アジア諸ド!の都市fcと開発調査報告書 ネバ ル毘
Report on the Survey of Urbanization and 

Development in Asian Countri田沢cpal.-. 英語版)

3 アジア諸国の人間資源開発と封筒力に関する調査研究

報告書ーインド国一

4 アジ7における女性のエンパワーメント

Empowerment of Women in Asia (英語版)

5 スライド ピデオ アジアをt1ilt 女t'tたち

A Bright of Gendcr Eqm'liity-Empowerment of 

¥Yomen in Asia-(英語版)

通往目強之路ー今日亜出女性…(中国語版)

Harpan Cerah bagi Persamaan-Kaum ¥Yanita Asia 

i¥lerambah Jalan - (インドネシア語版)

平成8(1996)年度
1 アジア諸国の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

ラオス人民民主共和問

Report on the Basic Survey on Agricl1ltural and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

Countries 

Lao People's Democratic Republic-(英語版)

2 アジア諸問の都市化と開発調査報告書

フィリピン出

Report ωI the Survey of Urbanizatioll and 

Development in Asian Countries 

the Philippinesー(英語版)

3 アジア諸国の人間資源開発と労働力に隠する調査研究

報告書ラオスド!

4. 21世紀の人口 食糧戦時アジアとi世界

Population anrl F，凹dStrategy for the 21st Century 

Asia and ¥V orld - (英語版)

5，スライド。ピデオ 2025l'[:への決断

一アジアの人口増加左食料

Challenge and Decisioll for the Year 2025 

平成5(1993)年度
I アジア諸罰の農付人uと農莱局発に間?る調査報告書
ベトナム出

Report 011 the Sl1rvey of Rural Populatioll and 

Agricultural Development 

日etNam-(主語版)

2 東南アジア諸国寺人11 開発基礎詞査報告書

スリランカ同

Report on the Basic Survey of Popu!atIon elud 

Developmellt in Southeast Asian Countries 

Sri Lanka --(英語版)

3 アジア諸国の人間資源開発主労働力に関する調査研究

報告~:I!} フィリピン同

4，アンアからの挑戦 人口E開発

Challenge and Stratcgy of Asian Nations 

p叩ulatiolland Sustainable Oevelopn淀川 (英語版)

5 スライド・ピテeオ

立たちの挑戦 女性の地位向上と日本の人口

¥Voman anrl their Challengcs…Improvemcnts ill the 

Status of Woman the Population of Japan 

(英語版)

女性的挑故 女性地位的提高与日本的人口

(中国語版)

Tantallgan KaulIl W anita -Emansipasi Wanita dan 

Populasi日 Jepang-(インドネンア語版)

平成6(1994)年度
l アンア諸国の発展段階!I)農業農村開発基礎調査報告書

インド向

Report on the Rasic Survey on Agricultura! and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

Countries 

India-(英語版)

2 アジ7諸国の都市化と開発調査報告書 タイ同

Report on the Survey of Urbanization and 

Deve!opment in Asian Cotlntries 

Thailand-(英語版)

3 アジア諸問の人間資源開発と労働力に関する謂査研究

報告書ベトナム国

4 アジアの女性労働力参加左経済発展 21世紀の戦時

Woman's Labor Participation and E倒的mlC

Development in Asia-Strategy Toward the 21st 

Centuryー(耳語版)

5 スライド ピデオ アジアの女性たちはいま…
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，l 発展の制約 '1'同 インドを中心に

COIlslrains on Devclopment 

Focus on China and India - (英語版)

5 スライト ピデオ地球からの警告

アンア、水と立科の未来

A 'Yarning from the Earth 

The Future of Asia， Water and Food - (英語版)

来白地球的警告亜洲、水和掠宜的未来 (中同語版)

Peringatan dari Bumi 

~\lasa Depan Asia-Air dan Pangan-(インド不ン

ア語版)

平成11(1999)年度
1，アジア諸国の発展段階別農業。農付開発基礎調査報青

書モンコル向中央県、セレンゲ県をJfl，l.、として

Report on the Basic Survey on Agricu!tural and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

COltntries-}，[ongolia -Focus on To¥' and Selege 

Ailllang-(英語版)

2 アジア諸問の高齢化と保憧の実態調査報告書

中国上海をljl，し、に

Report Qn the Survcy of Aging and Health In Asian 

Countries 

Chi山 FOCl脂叩 Shanghai-(英語版)

3 アジア諸国の職業安定制度と雇用政景に関する調査研

究報告書 パングラデンユ人民共和国

Report of Employment Sεcurity System and Labolll 

Policy in Asian COUlltries.B叩 g!adesh-(英語版)

平成12(2000)年度
l アジア諸国の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

ーミヤンマ連邦マングレ管区。ェヤワデイ管区

を!fl'L，tlて

Report on the Basic Sur¥'ey on Agricultura! and 

Rural De、'elopmentby Progress Stage in Asian 
Countries 

The Union of }，!yanmar-FOCllS on }，Iandalay and 

i¥ycyarwady Division-(英語版)

2 アジア諸国の高論ftと保障の実態調官報告書

タイ国

Report on the Sur¥'ey of A却ngand Health in Asian 

Countries 

TI出 land-(英語版)

3 アジア諸問の戟幸安定割i度と雇用政策に関する調査研
究報告書 カンドジアヲ同
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Population lncrease and F削 dinAsia-{英語版)

向着2025年的尭断 盟洲的人口増長和検吉

Tekad Untuk Tahun 2025-Pertambahan Populasi 

dan Pangan di Asia - {イ/トネシア語版)

平成9(1997)年度
1 アジア諸国の発展段階~IJ農業農村開発基礎調査報告書

ラオス人j" l~王共和国

Report on the Basic Survey on Agricultl1ra! and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

COl1ntries 

Lao People's Democratic R叩 ublic-{英語版)

2 アジアの社会開発と人間開発

S，淀川1Dcvelopment and Human Development in 

A剖a(英語版)

3 アジア諸問の人間資源開発と労倍JJに関する詞査研究

報告書マレシア向

L オをめくる2l世紀の危機 アジ7人11を佐府主 Lて

¥Yater Crisis in the Twenty First Century 

…Prospect of Asian Population and Dcvelopment 
(英語版)

5 スライド ピデオ 本は生きている 人口と水責t軍

¥Yater is Ali¥'e-Population and Watcr Resources 

(英語版)

本是有生命的 人口与水属探 {中国語版}

Air itu Hidl1p-Penduk dan Sl1mder Air 

(イントネンア語版)

平成10(1998)年度
l アジア諸国の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

カンボジア回

Report on the Basic Survey 011 Agricu!tural and 

Rl1ral Development by Progress Stage in Asian 

Countries 

Cambodia-(英語版)

2 アジア諸留の高齢化と保憧の実態調査報告書

大韓民間

Report on the Survey of Aging and Hea!th in Asian 

Countries 

The Republic of Korea - (英語版)

3 アジア誇凶の議葉安定制度と雇用政荒に関する詞査研

究報告書

イラン同

Report of Employment Security System and Labour 

Po!icy in Asian Countries-Jslamic Republic of Iran 

(英語版)



Rase Study on Illlpact of Popu!ation Issue on 

Agriculture and Rura! Development 

-Vietnam-(主語版)

2 日本企業における中宙人高度技能労働者の日本への時

動に関する詞査研究

平成13(2001)年度
I 人rr問題を基礎とした農薬。農村開発詞在報告書
カザフスタン同

Report on Survey of Agricultural and Rura! 

Development based on Poplllation Issues 

…The RepubJic of Kazakhstan.. 吏語版)

2 アジア諸患の都市fとと開発調会、報告書

マレーシア伺

Report on the Survey of Urbanization and 

Development in Asian Countries 

-MaJaysia _. (英語版)

3 アンア諸国の戟業安定制度と雇用政政に関する詞査研

究報告書 fンドI司IT産業をrt1，l.、に

平成14(2002)年度
1.人口問題を基礎とした農業農村開発調査報告書

ーウズベキスタ/国一

Report on Sllrvey of Agricll1tural and RuraJ 

Dc¥'elopment based on Population Issues 

'fhe Republic of Uzbekistan - (英語版)

2 アジア諸同町職業安定制度と雇用政革に関する調査研

究報告書ベトサム凶

平成15(2003)年度
1 人口問題を基礎tLた農業員村開発調査報告書
パキスタン毘

Report on Survey of Agricultural and Rural 

Development bHsed on Population Issues 

Pakistan-(英語版)

2.アンア諸国の濡湖政最と同際的な労働jJ移動に関する

調査研究報告書

ミべ/マ連邦

平成16(2004)年度
1.人口問題を基礎とした農業 農村開発詩査報告書

ーインド国-

Report on Survey of Agricultural and Rural 

Development based on Population IsslIes 

India 

2 情報サ ピス幸における国際分業と労働力需給に関す

る詞査研究日本中国

平成17(2005)年度
l 人口問題が農業 農村に与える影害に関する基礎謂査

ベトナム国
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第4[υl世界女性会議 (FWCW)にあわせ、 1995年9月に

東京で開催された間際女性・人U 荷発議員会議

IIMPGPD)の議事録「同会議には第1回世界女性会議

に対する各同政府代表を中心とする同会議員が参加L

た。

9. FAO/UNFPAおよびボートン・ス?アン、子工ン・テ

ィ・タン著「リソース・シり ス百食料安全信障と

人口貰料J1997年(日本語版)

世界宜科サミヅトへの準情として、団連立科農業機関

(FAO)が国連人口基金と共同研究を行った「人口増

加と土壌劣化jに隠する詩文の司本語版。および、

1996年5月にマレーγア クアラルンプールで関かれ

たノ、日主食糧安全保障に隠するAFPPD(人口と開発

に関するアジア議員フォーラム)特別運営苦員会で、

ベトナム国会社会委員会委貝長グヱン ティ タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である苦名な農業学者ボー

トン ズアン博士の共著論文の日本語版円台本。世界

食料サミヅトに向けた資科Eして作成された。

10. r窓際宣料安全保障・人口・開尭議員会議 (!MPFSPD)

議事録」叩97年(日本語阪)

主科農業機関 (FAO)主催の世界宜科サミヅ}

(WFS)にあわせ、 1996年11月にスイス ジュネープ

で開催された同際食料安全保障・人日 開発議員会議

の議事録。同会議の成果は、世界食料サミットで企式

に配布され、横井新会議議長からルジエ ロWτo
事務局長にF渡された。

打 国連人口基金 f未来のための宣料J1997年(日窓語
版)

民連人口基金出版物 rF凹 dfor the FutureJの日本

語版。人11増加の抑制と宜科確保を行うためには、立

性の参加が布、-1"であることを様々な具体例から解明
Lている。

12 毘連宣糧農畢機構 (FAO)rリソ…ス・シリース'4

世界宜料サミット1996年世界食料安全悟障のための

ローマ宣言および世界宜料サミット行動計顕J1997 

年(日本語版)

世界食料サミヅトのローマ買言と行動計雨の本邦初の

翻訳η 多分野から同文書の日本翻訳の決定版として高

い評倍を'主けた。

13. rリソース・シリ-X5 Five Years from ICPPD 

国際人口隠尭議員会議から5年 人口と閲需に関す

る国会議員会議宣言文J1998年(和・英)

カイロの回路人日開発会議から5司日を迎え、人口と

開発に関する国際議員会議、地域議貝会議の宣言文を

集成。今f査の国なる発展のための貴科とした。

14. rリソ}ス・シリース:6 Population Poticy in AsiaJ 

1998年(翼語版}
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当前同が主催する「人口と開発に関するアジア国会議

員会議jで呼びかけ、各国の人口政章について色同政

1. r国連人口原尭会議における註釈のついた概要J(日本
語版)

rlntcrnational Conference on Population and 

Development Aunotated o¥ltline of the final 

docl1ment of the conference， noted by the Secretar) 

GeneraUの日本語版。同際人U開発会議行動計出の

作成過程で、その最終準備会議開催に向けて用意され

た行動計画案である。この「概要Jに薬っき、国際人

口摘発会議行動計闘が形成されたn 行動計酉採択以前

に準閣されたこの和訳は、行動計両採択仁際し日本か

らの働きかけを行う上で大きく寄号した。

2. r国際人口閲尭会議行動計密要旨J1995年(日本語版)

1994{jカイロの照際人口開発会議 (ICPD)の行動計

画の要旨。fJil文書関連の出版物としては本邦初。

3. r霞際人口問尭議員会議(lCPPD)議事録J1995年

(a本語版)
印刷年カイロでの陪際人口隠発会議 (ICPD)に先駆

けて開催された、国会議員会議である凶際人口開発議

員会議の議事録っ同会議に{ま117ヵI可約300名の佳I会議

員が参加L、会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を型機と Lてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された。

4 国連人口基金「世界人口・罰尭撞助の現状 日本の貢

献 J叩95年(日本語版)
現告の人円分野に対する援助の現状と、資金の流れを

分析。我が同町人口分野への貢献も併載っ

5. r国際人口・社会期尭議員会議(lMPPSD)議事録j

1996年(日本語版)

世界社会開発サミヅト (WSSD)にあわせ、 1995{r-3

月にデンマーク コベンハーゲンで開催された人口と

社会開発に潤する出会議貝会議議事録u

6 黒困龍夫著 fリソース・シリース1 国連人口会議20
年の軌跡 ブカレストからカイ口へ 11996年(日

本語版)

第l国人口会議であるプカレスト会議から1994年カイ

ロの凶際人口開発会議まで、すべての医連主催町人口

会議!こ参加し、人日分野における世界的大家である若

者が、その推轄を概観し分析した。リソ ス・シリ

ズとLて銘打った記念すべき第1号。

7. Toshio Kuroda， Resource Serles 2 r From 

Bucharest to Cairo-20 Years of United Nations 

Population Conferences-J 1996年(英語版)

軒詐をもって迎えられた「リソ}ス・シリーズ1.1の

英文版。

8. r国際女性・人口・島鳴議員会議 (!MPGPD)議事録」

1996年(日本語版)



AFPPD議長の干により、ハーグの国際フォ ラムな

らびに3月にニュ}ヨークで開擢された準情会議の場

でも発表された。

19. rりソース・シリース:9 第21間関連特別総会特別委

員会報告書 r1'守録j 国瞳人口開発会議行動計額のさ
らなる実施に向けた主な行動 J1999年{日本語版)

199ゆ年6月30日-7月2日にかけて、ニューヨークの関

連本部で開催された「用際人口開発会議から5年を経

過したその評価のための国連人口特別韓会報告書J日
本語版。同会議では、同際人口開発会議 (ICPDlか

ら5年を経て、行動計画を実施する上で必要と金る指

標や、 AIDSのF想以 1:の蔓珪といった障害を解消す
るための具体的行動などを、国連加開国が国連総会の

場で協議L確認した。

20. r人口と開発に関するアジア議員フォーラム車6回大会
議事録J20叩年(日本語版}

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人口左陪発に隠する議員フォーラム (AFPPD1Jが3

年に 度開催する大会町議事録(日本語版)01981年に

設立されて以来、 AFPPDは世界の人口と開発にi唱する

地域議員活動において、アジアのみならず、世界レベ

ルでも指導的な役割を担っている。同大会は、その提

唱者であり創設者の佐藤隆元農水大国と、裡井新-

AFPPD議長町出身地である新潟県で需催され、 l田O~j

期最f査の大会として、 2氏ゆ年期lこjil)ltたアジア太平日
地域の人LJ'I需発問題に関する国会議員の活動)j針を

協議し、その成果は「新潟宣言jにまとめられた。

21. rリプロダクティブ・ライツーチャート2000J2000年

(日本語版)

IPPF (同様家旗計画連盟)が作成した[IPPFI

iwaraw， reproductive rights羽田jウオ ルチャ}ト

のH本語版。 世界寺岡のリプロダクティプヘルスや

ライツ!こ関する政靖の現状や進捗状況を 覧仁したも

のであるG 英語版ではアルフアベットlIIiになっていた

ものを地域防・あいうえお械に編集を加え、読者の恒

を隠っている また、名同の同名表記は外務省の表記

に準拠したH蹴名称を用いている。

22.国連人口基金「女性のエンパワーメントに向けてj

2000年(日本語版)

国連人口基金/1¥版物 rWorkingto Empower Women: 

UNFPA's Experience in Implementing the Beijing 

Platform of ActionJのH本語版。"女性のエンパワー

メント"は国際人口開発会議 IICPD)行動計凶に必い

て人口問題の解決を果たすiでの重要なカギとなる概

念として位置付けられた。また、 '1'出北京で尚催され
た第4回世界女性会議では中心的な概念となった。第4

知世界女性会議から5年を踏まえ、人円、女性問題に

共通する女性のエンパワーメントを中心lこ、 ICPD行

動計画ならびに主性会議の行動綱領実施と関連する

UNFP;¥(7)活動を具体的に紹介Lている。

府責任者も Lくは専門家が記述した。各凶の政策に責

任を持つ同会議員が関守している点で頭慨を見ない。

15. rリソ}ス・シリーズ7 究互の時代的政治学 引き裂か
れる水資源 11998年(日本語版}

ワ ルド・ウォッチ研究所から刊行されたSandra

Postel著 rWorldwatchPaper 132: Dividing the 

Waters: Food Sccurity， Ecosystem Health， and the 

New Politics of Scarcity Jの邦訳。今桂、淡水資源の

不足は人類社会に大きな制約を与えると考えられてい

る。増え続ける人口を支えるための農業弓産も、淡水

資源の逼:ii!lこよって太きく制約を受ける。地球は本の

惑星といわれるが、飲科や農業用に安定して世用でき

るホの韓景!土地球上町水の0.0阻曲8持に過ぎないロこ

の水の総量は有史以来変わっておらず、人口が増加す

れば 人当たり住用できる水の量は減少していくのが

現実だが、 f分に認識されているとは言い患い。人口

増加を支えている地球の限界が日の前に追っているこ

とに警告を発している。{日本語版版権取得)

16 国連人口基金f人類のための環境J1998年(日本語版)
国連人口基念/1¥版物rEnvironmentfor P制 pleJの日本語

版。人口問題、環境問題、開発問題を効寧的かっ実質的

に解決するためには、その3つの闇域開に弾け揖を架け、

相関関揺を重視することが必要である。この視点に立ち、

主に環壇と人口の問に横たわる様々な問題を取り 1'.lr、

解決のために必要な視点、方法、手段を採っている。

17. rリソース・シリース.'8 Parliamentarians' Act附 ties

。nPopufation and Oevefopment-History of 
Parli訓 ent町田s'Activities田 dIts Findingŝ---J 1醐年

(英文、 部スペイン語)

i叩叩年2月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催され

た、国際人Ll開発会議評価のための国会議員フォーラ

ム(JF刊のために準倍された出版物。 199-1-今の周際

人日開発会議以降、人口と開発に再与するアジア議員フ

ォーラム(AFPPD)を始めとし、アメ')カ地域人口 雨

量国会議員グループIIAPG)、アフリカアラブ地域人汀

開発議員フォーラム(FA八PPD)、ヨーロッパ地域での国

会議員活動の成果である宣言文と、各議連の活動史を

掲載。地庄の枠を超え、人口と開発に関する国会議員

活動の成果が一覧としてまとめられた事はかつてなく、

地球現模での医会議員活動の広がりを象徴している。

18. r医際人口務尭会議評価のための国会議員フォーラム
(IFP)報告書J1999'手{日本語版)

1999年2月ハーグの国際フォーラムに合わせて掬催さ

れた「同際人口開発会議評価のための同会議員フォー

ラム(JFP)Jの報告書。 103ヵ凶からおよそ210名の

伺会議員が参加した照会議では、国際人日開発会議か

り5年間の進捗状況と、その進展を阻む障害について

熱心な討議が行われ、人11と持続可能な開発を 貫L

た揖点で扱う事を強く求めた「周際人口開発会議評価

のための回会議員フォーラム ハーグ宣言jが探択さ

れた。この内容は会議事務総長を蒋めた桜井軒
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誌に資するために作成されたもので、主科4産、安全
な水供結、公衆南生などの間同から水と人口問題とか

かわりを包括的に扱ったものである。

31. fODAOua耐 rly2叩4on Popu!ation and Deve!opmentJ 

2004年(英語版)

200-t-{1置に4半期ごとに刊行されたODAクオータリー

の5<;'から8号までを英訳Lたもの。 ODAクオータリ

ーは同会議員に対Lて人口左開発問題に対する日本国

からの拠出の重要性を訴えかけるために作庇されたも

ので、財団法人家臨計両国協力貯団(jOICFP)と

UNFPA東京事務所の協力で発行されている。それぞ

れのテマは、第5号 nCPD+lOJ、第6号 rALJ、持

続可能な開発と環境j、第7号「人口、持続可能な開発

とJt匿とODAJ、第8号「ミレニアム開発目標と人口J。

32. rミレニアム闘韓目標の達成に向Itて 人口とリプ口
ずクティ7・ヘルスが正吾の鍵を握る一人口・開発戦
時一J2004年(日本語版)

同連人口基金から刊行された、 IAchiev問符 thc

1IiIlennium Development Goals -Population and 

Reproductive Health as Critical Dctcrminants 

Population and Development Strategies #1O.J Q)H4、

語版。ミレニアム開発目標と人口関連の目標を関係付

け、ミレニアム開発目標とこれまでの達成を凶で示L、

ミレニアム開発日標を達成するためには今桂どのよう

な努力が.Q.要になるかを具件的に示Lている。

33. r人口から見た安全器障冷戦種田内戦と人口J2005

年(日本語版1
Population Actioll InternatIonalから刊行された rThc

Sccurity Demographic -Population and Civil War 

after the Cold War-.Jの ~4、語版。市戟悼の各同デ

タを解析し、全人口に対する若年層の高い割合、都

市人口の急散な増加、 人当たり利用可能な耕地・水

資源の減少といった特徴を示す国では内戦に陥る危険

性が高いことを示す。その一}jで、「多産多死」から

「少産少死Jの状態へと移行することで内戦のリスク
が低下することを指摘L、リプロダクティプ・へル

ス・サーピスの椙広い提供や主性の地位向i等への活

動や国際協JJi;!、安全保障の観点からも重要Tあると

論じている。

34. fODA Ouarterly 2005 on Populalion and DevelopmentJ 

2005年(英語版}
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2005年!こ4半期ごとに刊行されたODAクォータリ の9号

から12号までを英訳したもの。 ODAクオータリーは問会

議員に対して人口と開発問題に対する日本国からの拠出

の重要性を訴えかけるために作成されたもので、酎同法

人家族計両国際協}J財団(JQICFP)、日NFPA東京事掛

所、 NP02Q:司の協力で発行されている。

23. rリソ ス・シリ ス1国連人口会議20年の軌跡-ブ

カレストからカイロへ J (1軍部)
好評のため組市えとなったりソ ス・シリ ズlを檀刻した。

24. rリソース・シリーズ7究王の時代の政治学 引き裂かれ
る水資源 J(彊刻}

好計のため絶版となったリソース γリーズ7を檀刻したn

25 国連人口基金「人口掲題ブリ 7ィンヅキット2000

年度版J2001年(日本語路}

団連人口基金出版物 rpopulation Issues Briefing 

Kit 2000Jの翻訳。人口問題は"数"の問題ではなく、

生活をLている"人々向の問題であるという視点から、

現在の人口分野における様々な課題とその問題への取

り組みを概観したもので、カイロの行動計画実誌の意

味を説明している。

26.笛連人口基金「人口問題ブリー7ィンデキット2001

年度版J2002年(日本語版)

国連人口基金出版物 rpopulationIssues Bricfing Kit 

2田uの翻訳っ 2田D年lこ同連本部で開催されたミレニ
アムサミットで採事きれたミレニアム開発目標の中に

人口問題を位置付け、新たなUNFPAの人口問題への

取り組みを不L、人円分野における様々な課題とその

問題の現状と取り組みを慨践した。

27. r人口問題を考える 人類生存の条件と人類社会の未
東 J (日本語版)
APDA都立20周年を記念Lて開催された公開フォーラ

ムの議事録。この公湖フォーラムでは、日本が世界に

誇る各分野町権威者が、宇宙物理学、生物ザーから生命

指理まで様々な視点から人口問題を概観してもらい、

なぜ人口問題が人類の将来にとって決定的に重要なの

かを言語じた。私達が生きるこの世界における人口問題

町立刻、を、このような様々な視向から論じた説書はほ

とんどなく、好評をもって迎えられた。

28. rpopulation lssues-The Condilions of Human 

Survival and fulu陪 ofour Society J (英語版)

「リソ ス27人口問題を考える…人類生存の条件と人

類社会の料←Jの英語版。

29. rODAQυarterly 2003 on Popufation and DevelopmentJ 

2003年(英語版)

2003年度に4半期ごとに刊行されたODAクオータリー

の創刊号から4号までを英訳Lたもの。 ODAクォ タ

リーは同会議員に対して人口と開発問題に対する日本

国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成された

もので、財団法人家族計南国際協力財団(jOICFP)

とUNFPA東京事務所との協力で尭行されている「

30. r地球の人口と水J(8本語版)
国連八日基金の刊行物である rGlobalPODulation and 

WaterJのH本語版。同書は2凹31f.3月に京都大阪・

滋賀で開催された草3回世界本フォーラムにおける議



APDA-8~志田
(2006年 9 月 ~2006年11 月)

9
月
1
B

QJV
ロH
R
U
ロM

9
R
7
日

9
月
8
日

9
月
叩
日

i
げ
日

9
月刊
M
E

楠
本
修
事
務
局
長
就
任
な
ら
び
に
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口

転
換
」
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
。

楠
本
事
務
局
長
が
福
罰
康
夫
(
衆
・
自
)
、
襖
丹
新
(
参
・

自
)
、
谷
津
義
男
(
衆
・
自
)
各
議
員
を
訪
問
。
業
務
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
。

O
D
A
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
会
を

A
P
D
A
で
開
催
。

o
p
A

ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
編
集
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。
近
泰
男
ジ
ョ

イ
セ

7
理
事
長
、
石
井
波
江
ジ
ョ
イ
セ

7
常
任
理
事
・
事
務

局
長
、
北
谷
勝
秀
N
P
0
2
0
5
0
理
事
長
、
抽
出
上
清
子
U

N
F
P
A東
京
事
務
所
長
、
上
野
ふ
ょ
う
U
N
F
P
A
東
京

事
務
所
長
補
佐
、
楠
本
事
務
局
長
、
木
村
亮
子
渉
外
謀
長
、

恒
川
ひ
と
み
国
際
議
長
が
参
加
。

平
成

m
f一
度
農
林
水
産
省
委
託
事
業
「
人
口
問
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に
ワ
え
る
影
響
に
照
す
る
基
礎
調
査
|
カ
ン
ボ
ジ

ア
凶
十
1

」
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

楠
本
事
務
局
長
、
竹
本
将
規
研
究
員
・
業
務
線
長
が
農
水
省

を
訪
問
し
、
担
当
者
と
協
議
。

平
成
四
国
年
度
農
林
水
産
省
委
託
事
業
「
人
口
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
基
礎
調
査
1
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
」
と
し
て
、
竹
本
研
究
員
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
張
し
、

予
備
調
査
を
実
施
。
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

議
員
連
盟

(
C
A
P
P
D
)
」
事
務
局
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
水

省
等
を
訪
問
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
口
や
農
業
概
況
な
ど
に
つ

い
て
の
閤
聞
き
取
り
を
行
う
。

関
連
大
学
で
閣
か
れ
た
「
ア
フ
リ
カ
農
業
照
発
支
援
シ
ン
ポ

9
R
m
m
日

9
月
初
日

i
n
a
 

9
月
初
日

叩

R
3
日

ジ
ウ
ム
」
に
楠
本
事
務
局
長
が
参
加
。
中
川
間
町
一
農
水
大
臣

が
基
調
講
演
。

8，1 

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
地
域
の
相
互
扶
効

能
力
の
向
上
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
災
害
管
理
と
復
興
に
関

す
る
回
開
会
議
員
会
議
」
を
都
内
で
開
催
。
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
力
、
モ
ル
デ
イ

ブ
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
国
会
議
員
H
名
が
参
加
。
日
本
か
ら

は
、
福
田
康
夫
(
衆
・
白
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参
・
自
)
、
接

対
新
(
参
・

8
)
、
小
杉
隆
(
衆
・

8
)
、
和
田
ひ
ろ
子

(
参
・
氏
)
、
大
野
松
茂
(
衆
・

8)
各
議
員
が
参
加
。
事
務

局
か
ら
は
楠
本
事
務
局
長
、
竹
本
業
務
課
長
、
木
村
渉
外
謀

長
、
恒
川
国
際
課
長
が
参
加
。

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
地
域
の
相
互
扶
助

能
力
の
向
上
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
災
害
管
烈
と
復
興
に
関

す
る
照
会
議
員
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
。
都
内
で
は
外

務
省
、
ジ
ョ
イ
セ

7
、
東
京
消
妨
庁
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
を
視
察
。
新
潟
県
で
は
、
新
潟
県
庁
、
国
土
R

父
通
省
北
陸

事
務
所
新
潟
紡
災
セ
ン
タ
ー
、
長
岡
市
役
所
、
旧
山
古
志
村

を
訪
問
し
、
母
子
保
健
、
災
害
復
加
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自

助
努
力
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
中
野
正
則
外
務
省
関
係

協
力
局
人
道
支
援
室
首
席
事
務
官
、
池
上
清
了
U
N
F
P
A

東
京
事
務
所
長
が
尚
行
。
事
務
局
か
ら
は
楠
本
修
事
務
局
長
、

木
村
亮

F
渉
外
課
長
、
恒
川
ひ
と
み
隠
際
課
長
が
同
行
。

竹
本
研
究
員
が
「
G
I
I
/
I
D
I
に
関
す
る
外
務
省
/

N

G
O懇
談
会
」
に
参
加
。

橋
本
事
務
局
長
が
清
水
嘉
与
子
議
員
(
参
・
白
)
を
訪
問
。



叩
月

6
R

仙川月

6
a

業
務
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J
P
F
P
)
役
員
会
」
を

参
議
院
特
別
会
議
案
で
開
催
。

A
P
D
A事
業
報
告
ム
な
ら
び

に
鶴
岡
公

-γ
外
務
省
地
球
規
模
課
題
審
議
官
に
よ
る
「
平

成
問
年
度
U
N
F
P
A
I
P
P
F
に
対
す
る

O
D
A
拠

出
」
、
「
U
N
F
P
A
事
務
局
次
長
人
事
」
お
よ
び
、
「
国
際

的
な
人
の
移
動
と
開
発
に
関
す
る
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話
」

報
告
、
池
上

U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
に
よ
る
「
世
界
人

口
白
書
」
に
相
関
す
る
報
告
。
参
加
議
員
は
、
中
山
太
郎
・
会

長
(
衆
・
自
)
、
森
山
田
県
弓
・
副
会
長
(
衆
・
白
)
、
関
谷
勝

山
附
・
副
会
長
(
参
・
白
)
、
接
井
新
・
副
会
長
(
参
自
)
、

小
田
野
知
恵
子
・
副
会
長
(
参
・
自
)
、
逢
沢
一
郎
・
幹
事
長

(
衆
・
自
)
、
清
水
嘉
守
子
・
事
務
総
長
(
参
目
白
)
、
竹
本

直
一
・
閥
幹
事
長
(
衆
・
自
)
、
福
島
豊
・
剥
幹
事
長

(
衆
・
公
)
、
品
橋
千
秋
・
剤
事
務
総
長
(
参
・
民
)
。
長
浜

博
行
(
衆
・
民
)
、
中
川
義
雄
(
参
・

8
)
、
谷
津
義
男

(
衆
・
自
)
各
議
員
は
代
理
出
席
。
そ
の
他
の
参
加
者
は
、

大
菅
岳
史
・
外
務
省
多
国
間
協
力
課
長
、
辰
己
知
恵
子
'

M円

多
隠
間
協
力
諜
外
務
事
務
官
、
上
野
ふ
ょ
う
U
N
F
P
A
東

京
事
務
所
長
代
田
明
。
事
務
局
か
ら
は
楠
本
事
務
局
長
、
竹
本

業
務
課
長
、
木
村
渉
外
謀
長
、
恒
川
国
際
課
長
が
参
加
。

国
内
セ
ミ
ナ
ー
「
人
類
と
地
球
の
平
和
的
な
未
来
の
た
め
に

人
口
・
環
境
・
エ
イ
ズ
・
国
際
協
力
」
を
広
島
県
広
島
市

「
西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
。
講
師
は
山
内
嶋
善
兵

衛
・
お
茶
の
水
大
学
名
誉
教
授
、
梯
正
之
・
広
島
大
学
大
学

院
保
健
学
研
究
科
教
授
、
水
本
和
実
広
島
市
立
大
学
平
和

研
究
所
助
教
授
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
柏
村
武
昭
・
参
議
続

外
交
防
衛
委
員
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

i
と
し
て
楠
本
事
務

10 
月
18 
日

叩
月
お
日

叩
月
お
日

旬
月
山
由
民

叩
月
初
日
i
 

れ
月
1
日

川山月

ω日
i
M出日

刊
月
1
日

局
長
が
参
加
。
恒
川
国
際
課
長
が
出
席
。

財
団
法
人
同
際
開
発
高
等
教
育
機
構

(
F
A
S
I
D
)
に
よ

る
ブ
ラ
ウ
ン
パ
ッ
ク
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
M
D
G
目
標

4
(子
供
の
死
亡
低
減
)
を
迷
成
す
る
た
め
に

l
世
界
の
動

向
と

U
N
I
C
E
F
の
戦
，
陪

l
」
開
催
。

A
P
D
A
か
ら
楠

本
事
務
局
長
、
竹
本
業
務
謀
長
が
参
加
。

西
原
和
久
・
名
古
屋
大
学
教
授
来
所
が
来
所
。

大
宮
登
・
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
長
と
出
内
セ
ミ
ナ

ー
に
つ
い
て
協
議
。

竹
本
業
務
課
長
が
清
水
嘉
与
子
・

A
P
D
A
副
理
事
長
を
訪

問
。
理
事
会
・
評
議
員
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

W
H
O
U
N
A
I
D
S
と
北
海
道
大
学
が
「
ア
ジ
ア
に
お

け
る
エ
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
閲
発
促
進
の
た
め
の
基
盤
整
憶
の
拡

充
」
に
つ
い
て
合
同
会
議
を
北
海
道
大
学
で
同
開
催
。
木
村
渉

外
線
長
が
参
加
。

「
緊
急
人
道
支
援
時
に
お
け
る
出
連
人
口
基
金
と
日
本
の

N

G
O
迷
携
促
進
の
た
め
の
特
別
研
修
会
」
が
U
N
F
P
A東

京
事
務
所
の
主
催
(
外
務
省
悶
際
協
力
局
民
間
援
助
連
携
室

協
力
)
に
よ
り
外
務
省
お
よ
び

U
N
ハ
ウ
ス
で
調
催
。
竹
本

業
務
総
長
と
恒
川
伺
際
課
長
が
参
加
。

第
日
間
厚
生
政
策
セ
ミ
ナ
ー
「
社
会
保
障
と
日
本
経
済

l
社

会
保
障
の
経
済
効
果
を
考
え
る

l
」
が
国
連
大
学
で
開
催
。

竹
本
業
務
課
長
が
参
加
。

85 



H
H

舟
7
日

打
月
8
日

竹
月
9
日

H
H

月
叩
日

打
月
叩
日

刊
月
叫
日

楠
本
事
務
局
長
が
苅
田
評
議
員
を
訪
問
。
評
議
員
会
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
、
ヲ
。

マ
リ
i
.
、ンモ、一ネン

U
N
F
P
A事
務
局
次
長
、
石
川
か
え

同
資
金
調
達
オ
フ
ィ
サ
l
が
訪
日
。
中
山
太
郎
(
衆
・
白
)
、

清
水
嘉
守
子
(
参
・
白
)
、
榎
井
新
(
参
・
自
)
、
福
田
康
夫

(
衆
・
自
)
、
谷
津
義
男
(
衆
・
自
)
、
逢
沢
一
郎
(
衆
・
白
)

各
議
呉
を
表
敬
。
橋
本
事
務
局
長
と
木
村
渉
外
課
長
が
同
席
。

平
成
問
年
度
A
P
D
A
理
事
会
・
評
議
員
会
を
都
内
ホ
テ
ル

で
開
催
。

(
1
)
平
成
路
年
度
事
業
経
過
報
告

(2)
平
成
四
年
度
事
業
計
画
・
予
算

(
3
)
理
事
の
選
任
・
常
務
理
事
の
選
任

ス
ル
タ
ン
・
ア
ジ
ズ

U
N
F
P
A
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
が
訪

日
。
谷
津
義
男
議
員
(
衆
・
自
)
を
表
敬
。
楠
本
事
務
局
長

が
同
席
。

ス
ル
タ
ン
・
ア
ジ
ズ

U
N
F
P
A
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
が
A

P
D
A
に
来
所
。

2
0
0
7年
度
事
業
に
つ
い
て
打
ち
合
わ

せ
を
行
、
っ
。

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
「
協
力
の
た
め
の
ア
ジ
ア
農
業

者
グ
ル
ー
プ

(
A
F
G
C
)
第
4
図
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
で

「
人
口
問
題
の
視
点
か
ら
見
た
ア
ジ
ア
諸
問
に
お
け
る
開
発

問
題
と
同
際
貿
易
交
渉
」
に
つ
い
て
楠
本
修
・
常
務
理
事
・

事
務
局
長
が
基
調
講
演
を
行
う
。

行
月
刊
門
日

刊
月
刊
M
B

打
月
刊
同
日

行
月
時
日

大
崎
敬
子
関
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会

(
E
S
C

A
P
)
人
口
課
長
が
福
田
康
夫
A
F
F
P
D
議
長
表
敬
。
バ

ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
る

I
P
C
I
に
つ
い
て
協
議
。
楠
本
事

務
局
長
河
席
。

86 

「
民
際
人
口
開
発
会
議

(
I
C
P
D
)
行
動
計
画
実
施
の
た
め

の
国
際
国
会
議
員
会
議

(
I
P
C
I
/
I
C
P
D
)
」
結
印
式

お
よ
び
説
明
会
を
参
議
院
議
員
会
館
に
て
開
催
。
中
山
太
郎

(
衆
・
自
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参
・
自
)
、
福
田
康
夫
(
衆
・

自
)
各
議
員
が
出
席
。
秋
葉
賢
也
(
衆
・
自
)
議
員
は
代
理

出
席
。
外
務
省
か
ら
は
、
黒
江
浩
介
・
南
東
ア
ジ
ア
第
一
課

課
長
補
佐
、
中
島
敏
南
東
ア
ジ
ア
第
一
課
地
域
調
整
官
、

大
菅
岳
史
・
多
国
出
間
協
力
課
課
長
、
辰
巳
知
恵
子
・
多
国
間

協
力
議
外
務
事
務
官
、

U
N
F
P
A
か
ら
は
上
野
ふ
ょ
う
・

東
亙
事
務
所
長
補
佐
が
参
加
。
事
務
局
か
ら
は
楠
本
事
務
局

長
・
常
務
理
事
、
木
村
渉
外
課
長
、
恒
川
国
際
課
長
が
同
席
。

j
I
C
A
上
岡
四
時
事
と
模
井
新
理
事
が
緊
急
看
護
研
修
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
協
議
。
楠
本
事
務
局
長
同
席
。

第
問
日
間
凶
会
議
員
ワ
i
夕
、
ン
ヨ

y
プ
を

J
F
F
P
・
地
球
規

模
問
題
部
会
、

N
P
0
2
0
5
0
、
U
N
F
P
A
東
京
事
務

所
、
ジ
ョ
イ
セ
7
と
参
議
院
特
別
会
議
室
で
共
催
。
安
藤
博

文
日
本
大
学
総
合
研
究
大
学
教
授
(
前
U
N
F
P
A事
務

局
次
長
)
が
「
人
口
の
政
治
・
社
会
的
影
響
」
に
つ
い
て
講

演
。
長
浜
博
行
(
地
球
問
題
部
会
長
一
衆
・
民
)
、
複
井
新

(
参
自
)
、
中
川
義
雄
(
参
・
白
)
、
神
風
英
男
(
衆
・
民
)
、

山
際
大
志
郎
(
衆
自
)
、
郡
和
子
(
衆
・
民
)
各
議
員
、

楠
本
事
務
局
長
、
木
村
渉
外
課
長
が
参
加
。



H
H
月
幻
自

i
m日

竹
見
出
ω
日

刊
月
幻
自

打
月
初
日

刊

R
m
日

行
月

ω日

福
田
康
夫

A
F
P
P
D
議
長
(
衆
・
白
)
、
秋
葉
賢
也

(
衆
自
)
各
議
員
が
、
バ
ン
コ
ク
で
開
開
催
さ
れ
た
2
0
0

6
年
I
F
C
-
/
I
C
P
D
会
議
に
出
席
。
楠
本
事
務
局
長
、

木
村
渉
外
課
長
、
恒
川
国
際
線
長
が
同
行
。

治
水
嘉
与

F
(参
・
白
)
、
関
谷
勝
樹
(
参
・
自
)
、
重
野
安

正
(
衆
・
社
)
各
議
員
が
参
加
、
三
ツ
林
綾
志
(
衆
・
自
)
、

谷
川
秀
普
(
参
・
自
)
各
議
員
は
代
理
参
加
、
楠
本
事
務
局

長
、
木
村
渉
外
謀
長
が
参
加
。

A
F
P
P
D
運
営
委
員
会
が
バ
ン
コ
ク
で
開
催
。
編
出
康
夫

A
F
P
P
D
議
長
(
衆
・
自
)
が
参
加
。
楠
本
事
務
局
長
、

恒
川
田
出
際
謀
長
が
同
席
。

ジ
ル
・
グ
リ
ア
I
P
P
F
新
事
務
局
長
、
ヴ
ァ
レ
リ
l
・デ

ブ
ヱ
リ
ポ
間
資
金
調
達
部
長
、
中
村
百
合
間
門
資
金
一
調
達
・
日

本
信
託
基
金
オ

7
ィ
サ

l
が
来
日
。
清
水
嘉
与
子
議
員

(
参
・
白
)
を
表
敬
。
橋
本
事
務
局
長
、
木
村
渉
外
課
長
が

司
行
。

ジ
ル
・
グ
リ
ア
I
P
P
F新
事
務
局
長
、
ヴ
ァ
レ
リ
i
・
デ

フ
ェ
リ
ポ
向
資
金
調
達
部
長
、
中
村
百
合
同
資
金
調
達
日

本
信
託
基
金
オ
フ
ィ
サ
ー
が
、
中
山
太
郎
(
衆
・
白
)
、
谷

津
義
男
(
衆
・
白
)
、
楼
井
新
(
参
・
自
)
、
福
田
康
夫

(
衆
・
自
)
、
南
野
知
恵
子
(
参
白
)
、
小
宮
山
洋
子

(
衆
・
民
)
各
議
員
と
会
談
。
楠
本
事
務
局
長
、
木
村
渉
外

課
長
が
同
行
。

竹
本
将
規
研
究
員
が
「
G
I
I
/
I
D
l
に
関
す
る
外
務

省

/
N
G
O懇
談
会
」
に
参
加
。

J
P
F
P合
阿
部
会
を
参
議
涜
特
別
会
議
室
で
湖
催
。
小
島

プ
ン
ゴ
!
ド
孝
了
(
ユ

i
ロ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
村
代
表
)
が
「
高
輪
化
と
介
護
政
策
|
デ
ン
マ
ー
ク

の
経
験
の
学
ぶ
」
に
つ
い
て
講
演
。
広
中
和
歌
子
(
参
・
民
)
、
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御

寸:

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
暖
冬
で
御
苑
の

イ
チ
ョ
ウ
も
例
年
に
な
く
色
づ
き
が
遅
か
っ
た
。
地
球
温
媛
化
の
せ
い
だ

ろ
う
か
。
人
間
の
活
動
は
日
に
日
に
拡
大
し
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
増

大
さ
せ
て
い
る
。
私
た
ち
の
生
活
が
、
こ
の
地
球
の
一
部
と
し
て
営
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
、
あ
た
か
も
自
分
た
ち
の
努
力
だ
け
で
す
べ
て
が
成

り
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
ど
ん
な
に

努
力
し
て
も
、
最
も
重
姿
な
水
や
中
間
千
気
な
ど
を
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
同
じ
よ
う
に
人
口
の
安
定
化
は
、
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る
前

提
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
環
解
が
乏
し
い
。

今
年
A
P
D
A
は
設
立
お
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
お
年
間
同
に
ア
ジ
ア
の

人
口
問
題
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
幾
分
か
で
も

人
類
の
未
来
の
可
能
性
を
作
る
う
え
で
し
H
献
し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
私
た
ち
が
取
り
組
む
環
境
や
世
界
人
口
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
と

っ
て

ρ
前
提
u

で
あ
り
、
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
そ
の

前
提
が
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
生
活
は
成
り
立
た
ず
、
条
件
が
変
化
し
て
そ

の
よ
削
提
μ

が
崩
れ
た
時
に
は
驚
き
あ
わ
て
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
H

前

提
H

と
な
っ
て
い
る
事
象
の
重
要
性
を
見
抜
く
に
は
叡
智
が
い
る
。

H

前

提
μ

が
壊
れ
、
人
類
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
前
に
、
人
間
の
叡
智
を
十
分

に
働
か
せ
る
こ
と
が
い
ま
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
お
周
年
を
開
聞
に
A
P

D
Aも
原
点
に
立
ち
戻
り
、
人
類
の
開
明
る
い
未
来
を
作
る
た
め
に
人
口
と

持
続
可
能
な
開
発
問
題
に
い
っ
そ
う
奮
励
し
て
い
き
た
い
。

第3自国際国会議員会議(lPCIl会場から

「国際会議の議長にとって最も難しい行

事は、日本人を話させることと、イント

人を黙らせることだjという英語の冗談

がある。しかし人口と伺発に関する閥会

議員に関しては、後者のみのようだ。 10l

ヵ国、 185名の国会議員による活発な議論

を経て採択されたバンコク宣言は、過去2

つの宣言から一歩踏み込み、 12015年まで

にすべての人がリプロダクテイブーヘル

スを手IJ用できるようにするjという目標

達成に向けた計画・実施'モニタリング

が公約に盛り込まれた。第4回会議は3年

後の2009年、カイロ会議から15if.の節目

に開催される。会場は、参加者の熱意と

使命感、また毘境を越えた連帯感にあふ

れ、カイロ行動計jIlJjの実現に向けた今後

の取り組みに大きな期待が寄せられた。
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